


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　CONTENTS




第一章　追う者、追われる者

第二章　白雪の山脈を越えて

第三章　女王の手に口づけを

第四章　誰がために罪を負う

第五章　奪う者、奪われる者

エピローグ

あとがき







[image: セブンサーガII ～七つの大罪　氷の王国は怠惰に眠る～]







[image: 第一章　追う者、追われる者]










１




　万年雪の積もる《白雪の山脈スノーホワイツ》の麓ふもと、白はく銀ぎんの山々に囲まれた谷間に、二重の城じよう壁へきで守りを固める都市がある。

　都市の名はファーヴニル。

『炎ほのおの王国』と称しようされるペルガモン王国において唯ゆい一いつ、雪が降る街である。

　高く分厚い城じよう壁へきで谷間を塞ふさぐこの都市は、山の向こうから攻せめてくるサルデス王国から幾いく度どとなく国境を守ってきた。

『鉄てつ壁ぺき』『不敗』『難なん攻こう不ふ落らく』……称しよう賛さんの声と共に語られるこれらの言葉は、いずれも雪降る城じよう壁へき都市ファーヴニルを指すものである。

　とはいえ、ここ数年はサルデス王国との戦いくさもなく、ファーヴニルの住人たちは平和で退たい屈くつな日々を過ごしていた。

　王国の最北、半ば隔かく離りされた山の麓ふもとに建てられた鉄てつ壁ぺきの都市の住民たちにとって、南から迫せまり来るラオディキア帝てい国こくの脅きよう威いはどこか他人ひと事ごとのように感じられるのだった。《ドレークの惨さん劇げき》から七年経たった今では、

「『炎ほのおの王国』の最果てに鉄てつ壁ぺきのファーヴニルあり。この街はペルガモン王国で最も安全な都市に違ちがいない」

　などと酒場でジョークとして語られるようになっている。

　しかし、平和と退たい屈くつを持て余す城じよう壁へき都市の人々を騒そう然ぜんとさせる噂うわさが、先日、街に訪おとずれた行商人づてに広まっていた。

「おい、聞いたか。あの噂うわさ？」

「王都の城が燃えたんだって？」

「ラオディキア帝てい国こくの仕業らしいな」

「俺おれは『《憤ふん怒ぬ》のサタンが封ふう印いんを解かれて災わざわいをもたらした』って聞いたぞ」

　粉雪が舞まい散ちるファーヴニルの通りに、人々の声が飛とび交かっている。寒空の下だというのに外がい套とうを羽織った人々は足を止めて熱心に話し合っていた。

　ひと月ほど前に王都サラマンドラで起こった大事件《ペルガモン城の大火》の噂うわさである。

　王国の象しよう徴ちようたる城で火災が起こり、ガラハッド・グレイル騎き士し団長をはじめ、大勢の騎き士しが焼け死んだらしい。火災の原因は放火とみられているが、犯人はいまだ捕つかまっていない。

　だが、手がかりはあった。

「事件の翌日に、騎き士し団が一人の男に懸けん賞しよう金を懸かけたんだ。捕つかまえた奴やつには金貨千枚を出すそうだぞ」

「千枚だって!?　それだけあれば一生遊んで暮らせるぞ！」

「ねえ。その人が事件を起こした犯人なの？」

「当たり前だろう。そうでもなけりゃ、そんな額の賞金が懸かけられるもんか」

　平和な街の人々は、前ぜん代だい未み聞もんの懸けん賞しよう金を懸かけられた男について熱心に話し合っていた。

　賞金首の名は、ラファエル・ルーサー。

　二十歳はたちを越こえたぐらいの若い男で、傍かたわらに小さな女の子を連れているという。髪かみは黒く、瞳ひとみは緋ひ色いろ。左目を隠かくす黒くろ革かわの眼帯が特とく徴ちよう的だ。

　事件と賞金首の関係性について王国から周知はないが、誰だれしもその眼帯の男が犯人だと決めて疑わなかった。

「よし、見つけたらとっ捕つかまえてやる！」

　街の通りで、若者の一人がそう意い気き込ごんだ。

「おいおい、ここはファーヴニルだぞ？」相方の男が鼻で笑った。「騎き士しだらけの城じよう壁へき都市に賞金首が来るわけないだろうが」

「そりゃあ街の中にはいないだろうさ。けど、周囲には森が多い。案外、そのあたりに潜ひそんでいるかもしれないぜ」

「そうかぁ？」

「ま、お前はそうやってのんびりしていろよ。金貨千枚は俺おれが手に入れる。言っとくが、もし俺おれが懸けん賞しよう金を手に入れても、お前には銅貨一枚だって奢おごってやらないからな」

「……ちょっと待て。気が変わった。賞金首は俺おれが捕つかまえる」

「おい。横取りする気か？」

「そういうことは捕つかまえてから言うんだな」

「ふざけんな！　金貨千枚は俺おれのもんだ！」

「いーや、俺おれだね！」

　街の至るところで交かわされる、《ペルガモン城の大火》と《金貨千枚の賞金首》の話。

　噂うわさが広まるにつれて街が静かな興奮に包まれていく中、誰だれとも言葉を交かわさずに通りを歩いていく者がいた。

　頭から脚あしまでフード付きの外がい套とうで覆おおい隠かくしているため、容よう貌ぼうを窺うかがい知ることはできない。ただ、よそ者であることは一目でわかった。時折、足を止めて手元の地図を見ているからだ。

　ファーヴニルの都市内部は、防衛のために建物があえて無む秩ちつ序じよに建築されている。道が複雑に入り組んでいるため、城じよう壁へきを突とつ破ぱしてくる敵軍はもちろん、慣れていない者にとっては迷めい路ろのような街並みに思えるだろう。

　その人物は、迷った末に人気のない路地へと入っていった。城じよう塞さい都市の中でも治安の悪い地区だ。そこへ向かう人間たちに碌ろくな者がいないことを、彼かれは知っていた。

「──そこの君」

　呼びかける声に相手がぴたりと立ち止まる。

　彼かれは、さきほどから後を尾つけていた不ふ審しん人物に向かって名乗った。

「私はペルガモン竜りゆう騎き士し団所属、トリスタン・フェイルノートだ。ゆっくりと振ふり向むいて、顔を見せてくれないか？」

　剣けんの柄つかに手をかけて、彼かれは不ふ審しん人物へ歩み寄っていく。

　人々の噂うわさ話ばなしを耳にしていたせいだろう。「まさか」という想おもいがあった。

　しかし、思いの外ほかあっさりと、相手はフードに手をかけ、ゆっくりと振ふり向むいた。

「────」

　晒さらされたその素す顔がおに、トリスタンは目を奪うばわれた。

　フードに隠かくされていたのは、美しい銀ぎん髪ぱつと姫ひめ君ぎみのような美び貌ぼう。後ろ姿からはわからなかったが、外がい套とうの下には修道服を着ており、小さな聖せい剣けんの首くび飾かざりを首にかけている。

　修道女シスターだ。

　年ねん齢れいは彼かれよりも三つか四つ下だろう。白い肌はだは瑞みず々みずしく、やわらかそうな唇くちびるは緩ゆるく結ばれている。その青く澄すんだ瞳ひとみに見つめられただけで、トリスタンは彼かの女じよを疑ったことを恥はじる気持ちを抱だいた。

　銀色の髪かみは友好国であるティアテラに多い髪かみ色だ。そして、これまでにトリスタンが見たどのティアテラ人の髪かみよりも、目の前の修道女シスターの流れるような髪かみは美しかった。

　身構えていたトリスタンは、予想だにしない不ふ審しん人物の正体に言葉を失って固まった。

「あの……？」

　修道女シスターが心配そうに首を傾かしげる。その可か憐れんな仕し草ぐさに、トリスタンはどきりと胸を高鳴らせた。

　彼かれとて騎き士しだ。淑しゆく女じよの扱あつかいは慣れている。だが、どうしてか、その修道女シスターには心を惹ひかれるものがあった。

「いえ、その……ティアテラ王国から来られたんですか？」

　目を逸そらした先にあった銀ぎん髪ぱつを見て、咄とつ嗟さに問いかけた。

　彼かの女じよもその手の問いかけはよくされるのだろう。慣れた様子で受け応えた。

「一年ほど前からこちらの国で暮らしています。この都市には今日着いたばかりですが」

「そうでしたか……。なら、早く道を引き返した方がいい。この先はファーヴニルでも治安が悪いんです。貴女あなたのような女性が迷まよい込こむには危険すぎます」

　もしよければ、私が街を案内しましょうか。

　そう付け加える前に、

「いえ、ご心配なく」

　彼かの女じよがこともなげに言った。

　トリスタンは目を瞬まばたかせて聞き返した。

「……あの。ご心配なく、というのは？」

「道に迷ったわけではありませんし、それに護身用の剣けんも身に着けています」

　彼かの女じよは外がい套とうの裾すそを払はらい、腰こしに提さげた細身の剣けんをトリスタンに見せた。

「剣けん？」

　修道服に剣けんとは、随ずい分ぶんと不似合いな取り合わせだ。

「はい。といっても──」彼かの女じよは一いつ瞬しゆんで剣けんを抜ぬき放はなち、刃はをそっと指でなぞった。「斬きることはできませんけれど」

　そう言ってトリスタンに見せた白い指には、たしかに傷一つついていない。剣けんの刃はが丸められているのだ。

　しかし、トリスタンは刃はが丸められていることより、彼かの女じよが見せた抜ばつ剣けんの技わざにこそ驚きよう愕がくしていた。

　油断していたとはいえ、あまりになめらかな所作は、いつ剣けんが抜ぬかれたのかを見失ってしまうほどであった。

　彼かの女じよは剣けんを鞘さやに納めると、啞あ然ぜんとしているトリスタンに頭を下げた。

「それでは、私はこれで」

「あ……ま、待ってください！」

　去っていこうとした銀ぎん髪ぱつの修道女シスターを、トリスタンは思わず呼び止めた。

　振ふり返かえった彼かの女じよが「なんでしょうか？」と訊きいてくる。

　彼かれ自じ身しん、なぜ呼び止めたのかはわからなかった。ただ、このまま別れてしまえば後こう悔かいする気がしたのだ。

「名前を」半なかば無意識に、彼かれは問いかけていた。「名前を教えていただけませんか？」

　彼かの女じよはほんの一いつ瞬しゆん、きょとんとしたが、

「名乗っていただいたからには、名乗り返すのが礼れい儀ぎでしたね」

　ふっと表情を和やわらげ、言った。

「セルシア・ガブリエルと申します。心配してくださってありがとうございます、トリスタンさん」

　彼かの女じよは微笑ほほえみ、今度こそ別れを告げると、フードをかぶり直して再び歩き出した。

「…………セルシア……ガブリエル」

　トリスタンは心を奪うばわれて立たち尽つくし、路地の奥おくへ去っていく彼かの女じよの背中を見送った。

　彼かの女じよの姓せいが、ティアテラ王国の名家のものだと気づいたのは、それからしばらく経たってからのことだった。




２




　セルシア・ガブリエルは一人路地を歩いて行く。

　トリスタン・フェイルノートが忠告した通り、この辺りの治安は良よいとはいえなかった。

　汚よごれた道。淀よどんだ空気。左右に立ち並ぶ建物からは、この辺りを縄なわ張ばりとする『ならず者』たちの不ぶ躾しつけな視線をいくつも感じる。

　しかし、セルシアは、それらを意に介かいすこともなく進んでいった。

　その手には、宿屋の主人に書いてもらった一枚の地図がある。「本当に行くのかい？」と訝いぶかりながら主人が書いてくれたのは、ファーヴニルにある《冒ぼう険けん者ギルド》までの道である。

『ならず者ギルド』とも称しようされる無法者たちの巣そう窟くつに、彼かの女じよは向かっていた。

「…………ラファエル」

　ぽつりと彼かの女じよは呟つぶやいた。

　思い起こすのはひと月つき前。

　ラファエル・ルーサーを追って、王都サラマンドラを旅立った日のことだ。
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　あの日、ラファエルはセルシアにすべてを語ってくれた。

　七年前に起こった《ドレークの惨さん劇げき》から始まり、その後の孤こ児じ院での暮らしや、復ふく讐しゆうのためにイブを連れて旅をしたこと、そしてクルセウスの胸に短たん剣けんを突つき刺さしたときのことまで……まるで、ずっと誰だれかに聞いてもらいたかったかのように。

　それは懺ざん悔げだった。

　故郷も親も夢さえも奪うばわれた少年の、罪の告白だった。

　すべての話を聞き終えたとき、太陽は《霧の海ミスト・シー》の方角に沈しずみかけ、東から伸のびてきた夜の手が夕焼けの空を覆おおい尽つくそうとしていた。

　ラファエルとイブ、そしてセルシアの三人は森で野宿をすることにした。

　森から一キロと離はなれていない場所には小さな街がある。だが、都市にはラファエルの手配書が出回っているため、内部に協力者でもいない限り、門番の目をすり抜ぬけて街に入ることは難しい。セルシアだけであれば問題ないが、彼かの女じよも今夜は、ラファエルたちに付き合って野宿することに決めていた。

　焚たき火びを囲んで簡易な食事を取ると、イブが大きなあくびをした。瞼まぶたをこすりながら、うつらうつらと頭を揺ゆらしている。

「イブ。眠ねむいんだったら、さっさと寝ねろよ」

「…………だいじょぶ……」

　そう答えたイブだったが、やはり睡すい魔まには勝てなかったようで、間もなくラファエルにもたれかかり、すやすやと眠ねむり始めた。

「……偉えらいですね」

　少女の寝ね顔がおを見つめて、セルシアは言った。

「何がだよ」

「彼かの女じよです。ここに来るまで一ひと言ことも弱よわ音ねを言いませんでした。きっと貴方あなたを信しん頼らいしているからなんでしょうね」

「別に……物心ついた頃ころには旅をしてたからな。野宿ぐらいはなんてことねえよ」

　ラファエルはそう言うが、彼かれに身を寄せて眠ねむるイブの表情は安心しきっている。

　セルシアは、どんなときもクルセウスの背中について回っていた、幼い頃ころの自分を思い出した。彼かれを追っているという意味では、今もさして変わらないかもしれない。

　セルシアにとって、クルセウスは憧あこがれの兄だった。

　当時、両親は多た忙ぼうを極きわめ、上の兄たちは地方へ修しゆ行ぎように出ていて家を空けていた。けれど、セルシアは寂さびしくなんてなかった。クルセウスが傍そばにいてくれたからだ。

　彼かれはセルシアに聖書や学問、こっそり剣けん術じゆつも教えてくれた。不思議に思ったことも兄に訊きけば何でも教えてくれた。

　彼かの女じよの知るクルセウスは、敬けい虔けんで、聡そう明めいで、強く……そして何より、やさしかった。

「……やはり信じられません」

　セルシアは言った。

「兄が《ドレークの惨さん劇げき》を引き起こしたという話も、貴方あなたが兄を殺したという話も……どうしても現実にあったことだと思えないんです」

「信じられなくても、そいつが真実だ。あの日、クルセウスは《炎と氷の島アルビオン》に上陸していたラオディキア帝てい国こくに通じて、奴やつらを街に招き入れた。その結果が《ドレークの惨さん劇げき》だ。俺おれの故郷は一夜のうちに帝てい国こくに制圧された。大勢の人が殺された──こいつの親もな」

　隣となりで眠ねむりこけているイブを見やりながらラファエルは言った。

「それから七年、俺おれはクルセウスを探し続けた。そして、やっとこの手で殺した……」

　ラファエルは右手を握にぎり締しめ、ぎりっと歯を食いしばった。

「殺したはずだったんだ……!!」

　きっと《ペルガモン城の大火》を思い出しているのだろう。

　あの日の出来事は、セルシアの記き憶おくにも強く焼き付いている。

《憤怒サタン》の遺い跡せきから生せい還かんしたラファエルとセルシアを待っていたのは、丘おかの上で燃えるペルガモン城だった。そして、燃もえ盛さかる城内には、彼かれが殺したはずの復ふく讐しゆう相手──クルセウス・ガブリエルの姿があったのだ。

　クルセウスは卓たく越えつした剣けん術じゆつでペルガモン竜りゆう騎き士し団の騎き士したちを殺害した。

　その中には、セルシアの同どう僚りようたちもいた。

　ダグラス、アルバート、ウィリー、アイリーン、イースト、ウェスト──兄を探してペルガモン王国に渡わたった彼かの女じよを支えてくれた、かけがえのない仲間たち。彼かれらがクルセウスの剣けんに斃たおれた瞬しゆん間かんを、セルシアはその目で見ている。

　それでも信じられなかった。

　信じたくなかった。

　あのやさしかった兄が、皆みなを殺したなんて。

　ペルガモン王国にクルセウスとアザゼルの手配書は出回っていない。

　あの日生き残った騎き士したちは、彼かれらについて語ろうとはしなかった。死者が蘇よみがえり自分たちを襲おそってきたという悪夢を一刻も早く忘れたかったのだ。セルシアが知ったときには、ラファエルがすべての罪を負わされて賞金首となっていた。

　森を漂ただよう沈ちん黙もくの中、焚たき火びが揺ゆれて火の粉が舞まった。

　ラファエルの傍かたわらで少女が健すこやかな寝ね息いきを立てている。

「……これから、どうするつもりなのですか？」

　火中の薪たきぎが崩くずれたとき、セルシアはラファエルに問いかけた。

　彼かれは答えず、じっと炎ほのおを見つめている。

「……兄に復ふく讐しゆうするんですか？」

「……だったら何だ？」

「貴方あなたは復ふく讐しゆうをすることの虚むなしさを知ったはずです。それなのに……また繰くり返かえすんですか？」

「繰くり返かえすさ」

　眼帯に隠かくされていないラファエルの右目がセルシアを射い抜ぬいた。

「たとえそれが過あやまちで、成なし遂とげた先に何もなかったとしても……俺おれはクルセウスを殺す。あいつがこの世界のどこかいる限り、何度でもな」

　緋ひ色いろの瞳ひとみに、抑おさえきれない激情が燃えている。眼帯に覆おおわれた左目にも、同じく憤ふん怒ぬが宿っていることだろう。そこに隠かくされた悪あく魔まのしるし──炎ほのおを象かたどった聖せい痕こんのように。

「お前はどうするんだ？」

「え？」

「まだ奴やつに会いたいのか？　生きていようが死んでいようが、お前が憧あこがれた『クルセウス・ガブリエル』なんていないっていうのに、そんな奴やつに会ってどうする気だ？」

　セルシアは言葉に詰つまった。

　憧あこがれの兄に会うために、彼かの女じよは今日まで生きてきた。

　海を渡わたり、ペルガモン王国の騎き士しとなったのも、一ひと重えにその願いを叶かなえるためだ。

　しかし、ラファエルが語ったクルセウスは、彼かの女じよの知る兄とはまるで別人のようだった。

　それでも自分は、クルセウス・ガブリエルに会いたいのか。

　セルシアが答えられずにいると、ラファエルが小さく息を吐はいた。彼かれは枯かれ葉はが敷しかれた地面にイブを寝ねかせ、自身も横になった。

「ラファエル？」

「俺おれはもう寝ねる。お前もさっさと寝ねろよ」

「……はい。そうします。おやすみなさい、ラファエル」

　ラファエルが寝ね静しずまった後も、彼かの女じよは夜の森で一人焚たき火びを見つめていた。

　さきほどの問いかけが頭から離はなれない。

　兄に会って──自分はどうするのか。

　どうしたいのか。

「私は……」

　想おもいは言葉にならなかった。

　静せい寂じやくの中、ぱちぱちと鳴る焚たき火びの音が、次し第だいに遠く、小さくなっていった────。




　翌朝。

　目を覚ました彼かの女じよが最初に目にしたのは、燃もえ尽つきた薪たきぎだった。

　身を起こし、寝ねぼけ眼まなこで辺りを見回した彼かの女じよは、ラファエルとイブが森から忽こつ然ぜんと姿を消していることに気がついた。
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　セルシアは、赤いレンガで造られた古びた建物の前で足を止めた。

　城じよう壁へき都市ファーブニルにある《冒ぼう険けん者ギルド》のギルドホールである。

　森で置いてきぼりにされたあの日から、セルシアは彼かれらの行方ゆくえを追ってペルガモン王国の街かい道どうを北へ辿たどった。直前までの進路が北だったからだ。

　情報を集めながら街から街へ移動し、やがて《白雪の山脈スノーホワイツ》を臨のぞむこの城じよう壁へき都市──ファーヴニルに辿たどり着ついたのである。

《冒ぼう険けん者ギルド》では人探しも請うけ負おっていると聞く。クルセウスやラファエルの行方ゆくえも、ここでならわかるかもしれない。

　セルシアは木製の扉とびらの前で深呼吸をし、意を決して押おし開あけようとした。

　が、その手に返ってきたのは固い感かん触しよくだ。

「……あれ？」

　押おしても引いてもびくともしない。どうやら中から閂かんぬきがかけられているようだ。

　迷った末に、彼かの女じよは扉とびらを叩たたいた。

「すみません。どなたかいませんか？」

　扉とびらの向こうからガタガタと騒さわがしい音が聞こえてきて、セルシアは扉とびらを叩たたく手を止めた。

　今の音は、いったいなんだろうか。

　ともかく中に人がいることは間ま違ちがいない。彼かの女じよは再び呼びかけた。

「私はセルシアといいます。どうか開けてくださいませんか？　人を探しているんです」

　扉とびらの閂かんぬきが外された。ぎぃと軋きしみながら開いていく。

「なんだい？」

　中から出てきたのは、恰かつ幅ぷくのいい白しら髪がの老女だった。ずんぐりとした体型に、皺しわの多い肌はだ。ぎょろりとした印象的な目が、セルシアを品定めをするように見上げている。

「あ、あの……」セルシアは老女の視線に戸と惑まどいながら訊きいた。「ここは《冒ぼう険けん者ギルド》でしょうか？」

「ああ、そうだよ。あたしがここの女主人マスターさ」

「貴女あなたが？」

「何かおかしいことがあるかい？」

「い、いえ」

「ほら、早く中にお入り。扉とびらを開けてると冷えちまう」

「ぁ……ありがとうございます」

「礼なんていいから早くおし。この年に寒さは堪こたえるのさ。ほらほらほらほら。早く早く」

　急せかされるまま、セルシアはギルドホールに入った。

　王都サラマンドラの冒ぼう険けん者ギルドホールと同じく、中は酒場のようである。火がくべられた大きな暖だん炉ろのおかげで、中は幾いく分ぶんと暖かい。

　広いホールにいるのは、女主人だけのようだった。

「誰だれもいないのですか？」

　扉とびらに閂かんぬきをかける女主人に、セルシアは訊きいた。

「ん？　ああ、そりゃそうさ。今日は休みだからね」

「《冒ぼう険けん者ギルド》にもお休みがあるのですか？」

「妙みようなことを言うね。神様だって、世界を創った七日目には休んだっていうじゃないか。あたしだって、そりゃあ休むときぐらいあるさ」

　女主人は言い、セルシアの隣となりをのしのしと通りすぎていく。

「ま、休みなんて気分次し第だいだよ。何か飲むかい？」

　そう言って老女は、バーカウンターの向こう側に回まわり込こみ、棚たなから木製のジョッキを取り出した。

「いえ、お構いなく」

「おや、そうかい？」

　と言いながら、すでに老女は酒さか樽だるの蛇じや口ぐちを捻ひねり、ジョッキに麦酒ビールを注いでいた。手を止めた彼かの女じよは、ジョッキになみなみと注がれた酒を見て「もったいないね」と呟つぶやくと、ぐぃっと自分の喉のどに流ながし込こんでいく。

「……かぁー、暖まるねぇ。あたしゃこのために生きてるよ」

「は、はぁ……」

「それで？」

　狼狽うろたえっぱなしのセルシアに、老女はかさついた上うわ唇くちびるをぺろりと舐なめて問いかけた。

「見たところ、ティアテラ生まれの、それもいいとこのお嬢じようさんのようだけど。そんな娘むすめがうちみたいなところに何の用だい？」

「人を探しているんです」

「へえ。どんな奴やつだい？」

「二人いるのですが……一人は私の兄で銀ぎん髪ぱつの男性です。もう一人は左目に眼帯をした──」

「ラファエル・ルーサーかい」

　老女は、ぎょろりとした目で彼かの女じよを見た。

「そんな可愛かわいい顔して、あんたも懸けん賞しよう金目当てとはね。おっかない世の中になったもんだ」

「いえ、私は……」

　彼かれに懸かけられた賞金を狙ねらっているわけではない。そう言おうと思ったが、信じてもらえるとも思えなかった。どちらにせよラファエルを探していることには変わりないのだから、無用な言い訳はやめておくことにする。

「それで、何か知りませんか？」

「そうだねぇ。銀ぎん髪ぱつの方は知らないが、ラファエル・ルーサーなら半月前にリンドブルムの近くで目もく撃げきされたらしいよ」

「リンドブルム？」

　王都の南にある都市だ。

　つまり、北にあるファーヴニルとは反対方向ということになる。セルシアは慌あわてて、バーカウンターに歩み寄った。

「その話、本当ですか？」

「リンドヴルムで目もく撃げきされた二日後には、グリムワァムで目もく撃げきされたことになってる」

「それって……王都の東にある都市ですよね？」

　リンドブルムからは随ずい分ぶん距きよ離りがある。とても二日で行ける距きよ離りではない。

　女主人はさらに言葉を継ついだ。

「その翌日には《霧の海ミスト・シー》の沿岸に現れたとかなんとか」

　今度は西だ。

　戸と惑まどうセルシアに、女主人は愉ゆ快かいげに笑った。

「と、まあ、あてにならない目もく撃げき情報ばかり集まっているってわけさ。残念ながら、売りもんになるような情報はないよ」

「そう……ですか……」

　肩かたを落としたセルシアだったが、すぐに気を取り直して顔を上げた。

「私は、しばらくこの街に留とどまって二人を探そうと思います。もし私がいる間に何か情報があれば、教えていただけないでしょうか？　もちろん、お金はお出しします」

「いいさ、何かわかったらね。でも、あまり期待しないでおくれよ」

「ありがとうございます」

　セルシアは女主人に宿の場所を伝えると、閂かんぬきのかかった扉とびらを開けて、寒空の下へ出て行った。
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　銀ぎん髪ぱつの修道女シスターが出て行くと、ギルドホールは静せい寂じやくに包まれた。

　しばらくして女主人はバーカウンターの下に視線を向けた。

「──行ったよ」

　バーカウンターの影かげから、左目に眼帯をした黒くろ髪かみの男が立ち上がる。

　さきほどの修道女シスターの探し人──ラファエル・ルーサーであった。その傍かたわらには、口を手で押おさえてうずくまっているイブもいる。

「どうして勝手に入れやがった。見つかるところだったじゃねえか」

　ラファエルが文句を言うと、女主人は底そこ意い地じの悪い笑えみを浮うかべた。

「そんなの、面おも白しろそうだったからに決まってるじゃないか。あの娘むすめの声が聞こえたときの、あんたの慌あわてようったらなかったよ。あんな美人に追われるなんて、あんたも隅すみにおけないねえ。恋こい人びとかい？」
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「違ちげえよ。あいつはそういうのじゃない」

「あらま。冷たい男だこと」

「だから、違ちげぇって」

　女主人は悪びれる様子もなく大笑した。

　王都サラマンドラの白しら髪がの老人といい、ここの女主人といい、どうしてギルドマスターというのは歳としの割に元気なのか。

「ラファエル……もう喋しやべっていいの……？」

　うずくまったままのイブが、口を隠かくしたまま小声で言った。

「ああ」

「……ふぅっ」

　言いつけ通り黙だまっていたイブは、口から手を離はなして深呼吸をした。その姿を老ろう婆ばがにこにこと眺ながめている。

「良い子だねぇ、イブちゃんは」

「おい、婆ばあさん。そんな調子で大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「なんだい、あんた。見かけによらず心配性しようだね」

「誰だれのせいだ、誰だれの」

「それを言うなら、誰だれのおかげで街に入れたと思ってるんだい。ま、あの人の頼たのみとあっちゃ断るわけにもいかないけどね」

　ここの女主人は、王都の冒ぼう険けん者ギルドマスターと旧知の仲らしい。

　王都から抜ぬけ出だす前、ギルドマスターが彼かの女じよへの紹しよう介かい状を書いてくれたのだ。「彼かの女じよが賞金首あなたを助けてくれるかどうかは賭かけですが」とマスターは言っていたが、ラファエルはその賭かけに乗った。

　数日前、《白雪の山脈スノーホワイツ》の麓ふもとに辿たどり着ついた彼かれは、イブを通じて女主人と連れん絡らくを取り、彼かの女じよの手引で城じよう壁へき都市に潜もぐり込こんだ。まさか『鉄てつ壁ぺき』と称しようされる城じよう壁へき都市ファーヴニルの街中に、前ぜん代だい未み聞もんの賞金首がいるとは思わないだろう。

「けど、あんた。さっきの話は本気なのかい？」

「ああ」

　セルシアが来たせいで話が中断してしまったが、ラファエルは女主人にある依い頼らいをしようとしていた。

　ギルドの協力を得られたことで当面の安全は確保できたが、だからといって、ラファエルはこの街に──この国に、留とどまり続けるつもりはない。

　炎ほのおの王国の最果て──城じよう壁へき都市ファーヴニルのギルドマスターに、ラファエルはあらためて依い頼らいした。

「俺おれたちをサルデス王国に亡命させてくれ」
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　サルデス王国。

《白雪の山脈スノーホワイツ》を隔へだててペルガモンに隣りん接せつする七つの王国の一つである。

　国の紋もん章しようは《白はく銀ぎんの熊くま》。

　一年のほとんどを氷雪に覆おおわれることから『氷の王国』とも呼ばれ、『炎ほのおの王国』と称しようされるペルガモン王国と長きに渡わたる争いの歴史を刻んできた。

　預言者亡なき後、《炎と氷の島アルビオン》の歴史は、ペルガモンとサルデスの間で繰くり広ひろげられる戦争の歴史だったと言っても過言ではない。

　かつてペルガモンとサルデスは《炎と氷の島アルビオン》の土地を南北で二分していた。しかし、初代アーサー王や彼かれの子孫たちによってペルガモン王国は徐じよ々じよに、炎ほのおの熱が氷を溶とかすようにサルデスの領土を奪うばい続け、ついには彼かれらを《白雪の山脈スノーホワイツ》の向こうへと追いやったのである。

　ひとまずの勝利を収めたペルガモンは、サルデスに土地を奪うばい返かえされないよう《白雪の山脈スノーホワイツ》で最も進軍に適した峠とうげ道に、高く分厚い壁かべを築き上げた。

　そのときに築かれた壁かべこそが、後に『鉄てつ壁ぺき』と称たたえられる城じよう壁へき都市ファーヴニルの始まりである。

　以来、サルデスはペルガモンに幾いく度ども戦争を仕し掛かけたが、ファーヴニルの壁かべを越こえることができず、かつて故郷であった地を踏ふむことは叶かなわなかった。




「────いわゆる『炎ほのおと氷の仲』ってやつさ」

　ファーヴニルの冒ぼう険けん者ギルドマスターは、ペルガモンとサルデスの歴史をそんな一ひと言ことで締しめくくった。

　暖だん炉ろで炎ほのおが揺ゆれるギルドホール。ラファエルと女主人は、バーカウンターを挟はさんで話し合っている。イブは王都のときと同じように、コップに入ったミルクをおいしそうに飲んでいた。

「今の話を聞いて、本気でサルデス王国に行こうっていうのかい？　ペルガモンの人間だってバレたら、何をされるかわかったもんじゃないよ」

「そいつはペルガモンにいたって同じだろ。ラファエル・ルーサーだってバレたら、何をされるかわかったもんじゃねえ」

　ラファエルはバーカウンターに広げられた一枚の地図を眺ながめた。

　そこに描えがかれているのは、《白雪の山脈スノーホワイツ》を挟はさんで睨にらみ合あう両国の領土だ。当然のことながら、サルデス側は書かき込こみが少なく、王都をはじめとした主要な都市の名が記しるされているだけだ。

　だが──おそらくこの国のどこかに《冥めい界かいの門》が存在しているはずだ。

《ペルガモン城の大火》と呼ばれる事件が起こったあの日、ラファエルは『アザゼル』と名乗る奇き妙みような男と出会っている。

　背中に漆しつ黒こくの翼つばさを生やしたアザゼルは、自身を天使と称しようし、奇き妙みような力で死者を『生ける屍しかばね』に変えてみせた。殺したはずのクルセウスを蘇よみがえらせたのも彼かれの仕し業わざだという。

　何者なのかはわからない。

　だが、アザゼルが大罪の封ふう印いんを解こうとしていることは間ま違ちがいなかった。

　七つの大罪──かつて神を殺し、冥めい界かいに封ふうじられた七人の悪あく魔またち。その封ふう印いんを解くためには、冥めい界かいにある《大罪遺い跡せき》に行かなければならない。

　その入り口となる《冥めい界かいの門》は七つの王国に一つずつ存在しているだろうと、王都のギルドマスターは推測していた。

　ペルガモン王国に存在した《冥めい界かいの門》は、ラファエルが《憤怒サタン》の封ふう印いんを解いたことで消しよう滅めつしている。ギルドマスターの推測が正しければ、アザゼルは門を探して他の王国へ向かったはずだ。

　アザゼルが向かう先にはクルセウスもいるだろう。

　だとすれば、ペルガモン王国に留とどまり続けるわけにはいかない。

「あんた、国から逃にげるんだったら、せめて友好国のティアテラに行けばいいじゃないか。あっちならペルガモンの人間も少なからず暮らしている。サルデスに行くより安全だろう？」

　翼つばさを持つアザゼルはともかく、ラファエルがペルガモンから行ける国は二つしかない。

《霧の海ミスト・シー》を隔へだてたティアテラと、《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえた先にあるサルデス。どちらが安全かと言えば、間ま違ちがいなくティアテラだ。

　だが──。

「騎き士し団の奴やつらもそう考えて、ティアテラへ行くための港には網あみを張ってるさ。その点、北は手て薄うすだ。まさかサルデスへ亡命するとは思ってないだろうからな。そうでもなきゃ、あんたの協力があってもこの街に入ることはできなかったさ」

「だから、サルデスってわけかい？」

「ああ」

「……理由はわかったよ。でも、どうやって行く気だい？　サルデスへの海は年中流氷だらけだ。海路は取れない。だからって真冬の《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえようなんて、《嵐の海ストーム・シー》を渡わたろうとするようなものさ。命がいくつあったって足りないよ」

「けど、ラオディキア帝てい国こくは、その《嵐の海ストーム・シー》を渡わたってやってきた。だろ？」

「…………正気かい？」

　白しら髪がの老ろう婆ばが、ぎょろりとした目でラファエルを睨にらんだ。

「あんた一人なら、まぁいいさ。また馬ば鹿かが死に急いだと思うだけだからね。けど、その子はどうする気だい？　まさか連れて行くなんて言い出さないだろうね？　そんな危険なこと、あたしは────」

「行くよ？」

　ラファエルを糾きゆう弾だんする女主人の声は、他でもないイブの無む邪じや気きな言葉によって遮さえぎられた。

「イブ、ラファエルについてくよ。もう決めたの」

　もう決めた。

　何気ない少女の言葉は、しかし、その幼さから想像できないほど決意に満ちたものだった。

　女主人がしたような問いかけは、城じよう壁へき都市に来るまでの間に、すでにラファエルからイブに訊きいている。ラファエル自身にもあった「イブを連れて行くべきか？」という迷いは、そのときの答えと笑え顔がおによって、たちまち晴れた。

　すでに決まったことなのだ。

　ラファエルはイブを連れて行き、イブはラファエルについていく。

　それが、二人の間で交かわされた約束だ。

「大だい丈じよう夫ぶ！　ラファエルが守ってくれるから！」

　イブが笑って胸を張る。

「あんた……」

　呆あつ気けに取とられながら女主人はラファエルを見た。

　ラファエルが無言で頷うなずいてみせると、彼かの女じよは長い溜ため息いきを吐ついた。

「……わかったよ、あたしの負けだ」

　城じよう壁へき都市ファーヴニルの冒ぼう険けん者ギルドマスターは、その口元に深い皺しわを刻ませて言った。

「あんたたちの依い頼らい、このあたしが引き受けた」
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　鈍にび色いろの空から舞まい散ちる雪が、山の麓ふもとにある城じよう壁へき都市を白く染め上げていく。

　セルシアは、宿屋の一階にある食堂で遅おそめの昼食を取っていた。昼は食堂、夜は酒場として開かれている店内には、暖を取るために訪おとずれた人々で賑にぎわっている。

　あれから三日間、セルシアは都市の内外を駆かけ回まわり、クルセウスとラファエルの行方ゆくえを探したが、今のところ手がかり一つ見つかっていない。

　やはり、この辺りにはいないのだろうか。

　知らず溜ため息いきを吐ついたとき、宿屋の扉とびらが開いた。吹ふきつけるような冷気と共に、フードをかぶった三人の騎き士しが中に駆かけ込こんでくる。

　店内の暖かさに安あん堵どの息を漏もらした騎き士したちは、外がい套とうのフードを外して、肩かたにかかった雪を払はらい落おとした。

　その騎き士したちの中に知った顔があった。

　騎き士しの方もセルシアに気がついたようだ。表情を綻ほころばせると、他の二人に何かを言い置き、彼かの女じよが座すわる壁かべ際ぎわの席にやってきた。

「やぁ。またお会いしましたね」

「トリスタンさん」

　先日、路地で彼かの女じよを引き止めた騎き士しだった。

　目鼻立ちのはっきりした顔に、丁てい寧ねいに整えられた赤みがかった茶色の髪かみ。引ひき締しまった立ち姿や、人当たりの良よい笑えみが育ちの良さを滲にじませている。背せ丈たけや年ねん齢れいはラファエル・ルーサーと同じくらいだが、受ける印象は真逆といってもよかった。

　彼かれは外がい套とうを脱ぬぎ、少年のように爽さわやかな笑えみを見せた。

「安心しました。あの後、貴女あなたの身に何かなかったかと心配だったんです。……ご一いつ緒しよしても？」

「ええ……でも、彼かれらは良いのですか？」

　彼かれと一いつ緒しよに店内に入ってきた二人の騎き士しが、やや離はなれたテーブルからこちらを窺うかがっていた。心なしか顔がにやけているようにも見える。

「大だい丈じよう夫ぶ、さきほど声をかけておきましたから。それに、彼かれらにしてみれば良よい肴さかなでしょうし……」

「魚？」

「ああ、いえ。こちらの話です」

　誤ご魔ま化かすように笑ったトリスタンは食堂の主人に軽食を頼たのみ、セルシアの向かいの席に腰こしを下ろした。

「それにしても、驚おどろきましたよ」

「え？」

「貴女あなたのことです。『ガブリエル家のご息女がペルガモンにいる』という噂うわさは聞いていましたが、直接お会いできる日が来るなんて思ってもみませんでした」

「噂うわさになっていたんですか？」

　セルシアにしてみれば、それこそ驚おどろきだった。まさかペルガモン王国最さい北ほく端たんにある都市に、自分のことが知しれ渡わたっているとは。

「隣りん国ごくの騎き士し団長の娘むすめがペルガモンの騎き士しになったというんですから、それは噂うわさにもなりますよ。あぁ、いえ、決して悪い噂うわさではなかったですから、その点はご安心を。ともかく、お会いできて光栄です」

　そう言って差し出された彼かれの手を、セルシアは戸と惑まどいながらも握にぎり、握あく手しゆを交かわした。

「いえ。こちらこそ、お会いできて光栄です」

「……ご存知でしたか」

　苦く笑しようするトリスタン。セルシアは微笑ほほえんだ。

「もちろんです。フェイルノート家と言えば《円えん卓たくの騎き士し》の一席ですから」

「私自身は末席もいいところですよ」

　王家を筆頭にペルガモンを守護する十三の名家──《円えん卓たくの騎き士し》。ペルガモン王国では最高位の貴族であり、今は亡なきガラハッド騎き士し団長のグレイル家や、ガウェイン副団長のガラティーン家といった錚そう々そうたる名が並んでいる。トリスタンの名を聞いたとき、すでにセルシアは彼かれの出しゆつ自じに気づいていたが、あえて口に出すこともないと黙もくしていた。

　握あく手しゆを終えると、トリスタンは姿勢をあらためて言った。

「それにしても、なぜ貴女あなたがファーヴニルに？　王都の騎き士し団本部に所属していると聞いていましたが」

「いえ。実は、騎き士し団は先日退団いたしました」

「そうだったんですか。けど、それでティアテラに帰るのだとしても、わざわざこの街を通る必要はないはずでしょう」

　セルシアの故郷──ティアテラは《霧の海ミスト・シー》を挟はさんで西にある《湖の島ヒベルニア》を統治する王国だ。

　当然、王都からそこへ帰るのに《白雪の山脈スノーホワイツ》の麓ふもとにあるファーヴニルを経由する必要はない。トリスタンが疑問に思うのも無理がなかった。

「もしかして、先日あの通りを歩いていたことと何か関係があるのですか？　よければ聞かせてください。何かご協力できることがあるかもしれません」

　真しん摯しな態度で彼かれが言う。そこに噓うそや打算はない。騎き士しとしての矜きよう持じから来る言葉だった。

　騎き士し団であれば、ラファエルについて正確な情報を摑つかんでいるかもしれない。

「実は……」

　迷った末に口を開いたセルシアは、そのとき店の外がやけに騒さわがしいことに気がついた。

「……何の騒さわぎだ？」

　トリスタンも不ふ審しんに思ったらしい。

　離はなれた席にいる二人の騎き士しと視線を交かわすと、彼かれはセルシアに「失礼」と言って席を立ち、店の入り口へ向かっていった。

　胸むな騒さわぎを覚え、セルシアも彼かれの後についていく。

　トリスタンが店の扉とびらを開けると、寒風と喧けん騒そうが吹ふき込こんできた。

　雪に包まれた店の前を大勢の人々が騒そう々ぞうしく駆かけ抜ぬけていく。凍こごえるような寒さも、雪も、彼かれらの足を止めることはできないようだった。

「これはいったい何の騒さわぎだい!?」

　トリスタンがかけた声に、若者の一人が足を止めた。

「よくわからないけど、逃にげたんだって！」

「逃にげた？　何の話だ？」

「ラファエル・ルーサーだよ！」

　息を弾はずませながら彼かれは叫さけんだ。

「金貨千枚の賞金首ラファエル・ルーサーが、《白雪の山脈スノーホワイツ》に逃にげ込こんだんだ！」

　その声は、店内にまで響ひびき渡わたった。途と端たんに客たちがざわつきだす。

「聞いたか、今の」

「ああ、ラファエル・ルーサーってあの……」

「山に逃にげ込こんだって？」

「この真冬にか？」

「どうやって山に」

「門を抜ぬけたのか？」

「なぁ。俺おれたちも行こうぜ。もしかしたら賞金が手に入るかも……」

　誰だれかの提案を皮切りに席を立ち始めた客たちを、トリスタンが声を張り上げて引き止めた。

「いけません！　皆みなさんはここにいてください！　我々が確かく認にんしてきます。ジェイス、レイン、ここは任せた！　私は北門の様子を見てくる」

「わかった！」

　仲間の騎き士しが頷うなずきを返す。

　客たちが不満の声を上げる中、トリスタンは傍そばにいたセルシアに目をやった。

「貴女あなたもここで待っていてください。……セルシアさん？」

「…………ラファエル……」

　次の瞬しゆん間かん、セルシアはトリスタンの横を通とおり抜ぬけ、店の外に飛び出していた。外がい套とうも羽織らず、凍いてつく空の下に身を躍おどらせる。

「セルシアさんっ!!」

　食堂の喧けん騒そうとトリスタンの声を残して、彼かの女じよは雪に残された無数の足あし跡あとを追いかけた。
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「賞金首が山に逃にげ込こんだらしいじゃないか！」

「本当の話なのか!?」

「しっかり見張ってたのかよ！」

「このままじゃ逃にげられちまうぞ！」

　雪の中、北門前の広場は大勢の住民たちでごった返していた。城門を警備する騎き士したちが、困こん惑わく顔で彼かれらを押おし留とどめている。

　異様な雰ふん囲い気きに戸と惑まどいながらも、セルシアは意を決して人混みの中に入っていった。

「すみま、せん……通してくださいっ……！」

　喚わめき立たてる人々を搔かき分わけて、セルシアがどうにか最前列に出たとき、一人の男が騎き士しに食ってかかった。

「騎き士し団がやらないなら俺おれが捕つかまえてやる！　さっさと門を開けやがれ!!」

　周りの人々まで「そうだ、門を開けろ！」と大号令を始める。

　単なる野次馬ではなく、あわよくばラファエルを捕つかまえて賞金を手に入れようという者たちだった。

「てめえら騎き士しなんか信用できるか！　どけ！　金貨千枚は俺おれのもんだ!!」

　無理やりにでも押おし通ろうと、男は騎き士しを押おしのけた。よろめいた騎き士しがきっと眦まなじりを上げる。

「貴き様さまっ……！」

　誇ほこりを汚けがされたことが我が慢まんならなかったのか、騎き士しは腰こしの剣けんを抜ぬき放はなった。

　食ってかかった男も、周囲の人々も、まさか剣けんを抜ぬかれるとは思っていなかった。

　悲鳴が上がる中、騎き士しが勢いよく剣けんを振ふり下ろす。真っ赤な血ち飛沫しぶきが上がり、雪に鮮あざやかな血化け粧しようが施ほどこされる──ことはなかった。

「そこまでです。どうか剣けんを収めてください」

　清せい澄ちような刃は音が谷間に響ひびき渡わたり、降り積もる雪に溶とけていく。

　セルシアが自みずからの剣けんを抜ぬき、二人の間に割って入ったのだ。文字通り、間かん一いつ髪ぱつ助かった男が、腰こしを抜ぬかしてどさりと尻しりもちをついた。

「なんだ、貴き様さまは……！」

　剣けんを持った修道女シスターに面食らいながらも、騎き士しは腕うでに込こめる力を緩ゆるめなかった。

　単純な力比べはセルシアに不利だ。剣けんが徐じよ々じよに押おされていく。

　すると、

「──守るべき民たみに剣けんを向けるなんて、感心できないな」

　爽さわやかな声が二人の耳に届いた。

　人混みを分けて、トリスタン・フェイルノートが歩いてくる。

　騎き士しが顔色を変えて剣けんを下げた。

「ト、トリスタン……」

「この場は私に任せてください。貴方あなたは砦とりでへ戻もどって、支部隊長に報告を」

「だが……！」

「貴方あなたが行かないというのなら、私が今あったことを事細かに報告してきますが」

「っ……わかった」

　騎き士しは剣けんを鞘さやに収め、砦とりでの方角へ歩いて行った。

　遠ざかっていく騎き士しの背中を見送ると、トリスタンは門前に集まった住民たちに向き直った。

「皆みなさんも落ち着いてください！　例の賞金首が《白雪の山脈スノーホワイツ》に逃にげ込こんだはずはありません。この辺りが険しい山に囲まれているのは、皆みなさんも知っているでしょう。山に入るためにはファーヴニルを──この城じよう壁へきを越こえなければならないんです！」

　彼かれは背後にある高さ約三十メートル、総延長およそ三キロの壁かべを指差した。

　数十メートルおきに円塔とうが備えられた内城じよう壁へき。鉄の城門を抜ぬけた先には、さらに外城じよう壁へきが聳そびえている。山のような存在感を放つ二つの城じよう壁へきは、ファーヴニルの『鉄てつ壁ぺき』たる所以ゆえんである。

「門は当然開けていません。それに、各城じよう壁へきには常に監かん視しを置いています。万が一、山へ入っていこうとする者がいれば気がつかないはずがありません！」

　人死が出かけたことで、門前に集まった人々も冷静さを取とり戻もどしていた。

　失うせた熱気に寒風が吹ふき込こむと、人々は身み震ぶるいして顔を見合わせ、一人、また一人と広場を去っていく。腰こしを抜ぬかした男は、暴行を働いた罪で砦とりでへ連行されていった。

　人の姿もまばらになっていく中、トリスタンはセルシアに言った。

「急に行ってしまうから驚おどろきました。ほら、その格好では風邪かぜを引いてしまいます。どうぞこれを」

　彼かれは自分の外がい套とうを脱ぬぎ、セルシアに羽織らせた。

「ありがとうございます」

「いえ、それはこちらのセリフです。危あやうく死人が出るところでした」

「あの、トリスタンさん……」

「なんでしょう？」

「ラファエル・ルーサーが《白雪の山脈スノーホワイツ》に逃にげ込こんだというのは、本当にありえないのでしょうか？」

「……私の考えは、さきほど説明した通りです。しかし、ここまで大おお事ごとになってしまうと、騎き士し団として何もしないわけにはいかないでしょう。上が決めることですが、おそらく今日中に山を捜そう索さくすることになるはずです」

　セルシアは『鉄てつ壁ぺき』の象しよう徴ちようたる城じよう壁へきを見上げた。

　この壁かべの向こう側に、ラファエルがいるかもしれない。

　ようやく見つけた手がかりだが、騎き士しでない彼かの女じよは壁かべの向こうへ行くことはできない。

「貴女あなたも行きたいですか？」

　セルシアは驚おどろいてトリスタンを見た。

　彼かの女じよを見つめる騎き士しの目は真しん剣けんだった。冗じよう談だんを言っているのではない。本気でセルシアの意志を確かめている。

　セルシアは彼かれに向き直り、言った。

「……はい。許されるなら、どうか私も連れて行ってください」

「わかりました」

《円えん卓たくの騎き士し》トリスタン・フェイルノートは、紳しん士し的な笑えみを浮うかべて頷うなずいた。

「貴女あなたの願い、この私が叶かなえて差し上げます」
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　トリスタンの見立ては正しかった。

　あれから半はん刻ときもしないうちに、城門前には百人近い騎き士しが集められていた。ラファエル・ルーサーの捜そう索さく隊である。

　雪が降る中、彼かれらは騎き士し制服の上に鎧よろいではなく毛皮の外がい套とうを纏まとっていた。防寒のためにフードをかぶり、跨またがった馬の背に荷物を載のせている者もいる。

　そんな中、トリスタン・フェイルノートは自分の後ろにセルシアを乗せていた。他の騎き士したちと同じように毛皮の外がい套とうを羽織った彼かの女じよは、細い腰こしに愛用の剣けんを携たずさえていた。

「同行を許していただいてありがとうございます」

　セルシアは、馬の手た綱づなを握にぎるトリスタンにあらためて礼を言った。彼かれが上層部に掛かけ合あい、セルシアが同行する許可を取ってくれたのだ。

「いえ、私はほとんど何もしていませんよ。フェイルノート家の力が半分、貴女あなたの家いえ柄がらと騎き士しとしての経歴が半分、といったところです」

「そんなことはありません。貴方あなたのおかげです」

「ははは。素す直なおに褒ほめ言葉として受け取っておきましょう」

　街の住民たちが見守る中、隊長を任された上級騎き士しが声を上げた。

「──開門!!」

　鉄てつ壁ぺきの象しよう徴ちようたる二重の城じよう壁へき。その鉄門が、それぞれ重々しい音を立てながら開いていく。外城じよう壁へきの門が開かれると共に、石の跳はね橋ばしがゆっくりと雪の中に倒たおれ、道を成した。

「進めぇ！」

　再びの号令に騎き士したちが馬を進ませる。

　セルシアもまた、トリスタンと共に二つの門をくぐり、跳はね橋ばしを渡わたり始めた。

「トリスタンさん。どうして橋を掛かけるんですか？　歩いていけるようにも見えますけど」

　橋の左右には雪に覆おおわれた地面がある。わざわざ跳はね橋ばしを使わなくとも問題ないように思えた。

「いえ。雪が積もって地面があるよう見えているだけで、実は深い堀ほりになっているんです。何も知らずに城じよう壁へきに近づけば、雪に足を取られるどころか、体ごと飲のみ込こまれることになりますよ」

　想像して背筋が冷たくなった。セルシアは馬上から落ちないようトリスタンの腰こしに手を回し、橋を渡わたっていった。

　目前に広がるのは《白雪の山脈スノーホワイツ》の谷間。

　切り立った崖がけに挟はさまれた真っ白な斜しや面めんの先には、緑葉の代わりに白雪を乗せた木々が広がっている。

「山道を登って行くと、あるところで森が急に途と切ぎれます」

　トリスタンが言った。

「あれだけ生えている木々が、ぱったりとなくなってしまうんです。『この先は何物も生きてはならない』と、神がそう決めてしまったかのように。山の見回りで一度だけ行ったことがありますが、草木一つない光景というのが、あれほど恐おそろしいものだとは思いませんでした」

　ペルガモンやティアテラには、豊富にすぎるほどの森林がある。切っても切っても繁はん殖しよくし、支配域を拡大していく森の存在は、領内に巣食う獣けもののようなものだ。その森がなくなってしまうというのは少し想像がつかない。

「山脈を越こえた向こう側は、樹木より雪の方が多い場所らしいです。そんな土地に国があり、人々が暮らしているというだから驚おどろきますよ」

　騎き士したちは山中の森に散らばり、ラファエル・ルーサーの捜そう索さくを開始した。

　静せい寂じやくに包まれた森の中を、トリスタンは馬を進ませていく。

　やがて他の騎き士したちの姿が見えなくなった頃ころ、彼かれは言った。

「セルシアさん。そろそろ教えてくれませんか？　なぜ貴女あなたがラファエル・ルーサーを追っているのかを」

　詰きつ問もんと呼ぶには、それは穏おだやかな声だった。

「懸けん賞しよう金目当てだとはどうしても思えない。騎き士し団を抜ぬけた貴女あなたが、なぜ《ペルガモン城の大火》の犯人を追っているんですか？」

「一つ誤解があります。あの夜、ペルガモン城を燃やしたのはラファエルではありません」

「どういうことですか？」

　セルシアは言った。

「事件が起きた日、私はまだ王都の騎き士しでした。丘おかの上で城が燃えたとき、ラファエルは私と一いつ緒しよにいたんです。私たちが駆かけつけたときには、城はもう炎ほのおに包まれていました」

「だったら、いったい誰だれの仕し業わざだというんですか」

「それは……」

　セルシアは言いい淀よどんだ。

　今、兄の名を口にすれば、すべて認めることになる。それは彼かの女じよにとって、兄を探し続けてきた七年間を否定することと同じだった。

　──お前はどうするんだ？

　あの日、夜の森でラファエルに訊きかれ、答えられなかった問いが脳のう裏りを掠かすめた。

「……もしも」

　セルシアはトリスタンの背に問いかける。

「もしも、城を燃やしたのが自分の大切な人だったら……友人や恋こい人びと、家族が、騎き士し団の仲間を殺あやめたのだとしたら……トリスタンさんならどうしますか？」

「セルシアさん……？」

「ぁ……すみません、おかしなことを聞いてしまって。忘れてください」

「……」

　トリスタンは、しばらく無言で馬を進ませ、

「私なら、その者を捕とらえて国王陛へい下かの前へ連れて行きます」

　と、力強く答えた。

「……復ふく讐しゆうをしたり、庇かばったりしようとは思わないのですか？」

「思うでしょうね。ですが、私は騎き士しです。罪人に法の裁きを受けさせる義務がある。逆に言えば、相手が誰だれであろうと、私自身が罪を裁くようなことがあってはならない」

　トリスタンは言った。

「修道女シスターの貴女あなたに、こんな話をするのは野や暮ぼかもしれませんが……遙はるか昔、まだ神が生きていた頃ころ、悪事を働いた人間は天上の神が裁いてくれたそうです。神の裁きを人は『天てん罰ばつ』と呼んで敬い、ときに恐おそれました。罪は神が裁いてくれる。どこで誰だれが罪を犯おかそうと、人々は何もしなくてよかった」

　それは聖書に記しるされた《預言者》の教えであった。

「私たち人間が罪を裁くようになったのは、神が死んだからです。神が死んで初めて、人は誰だれかに罰ばつを与あたえるようになりました。けれど、人は神と違ちがって、常に正しくあれはしない。だからこそ、私たちは罪を裁くことに、信念と責任を持たなければならないのだと思います」

「信念と、責任？」

「そうです。だから、セルシアさん。どうか自分が納なつ得とくできる答えを見つけてください。後こう悔かいだけはしないように」

「……はい。ありがとうございます」

「どういたしまして」

　彼かれはセルシアに横顔を向け、爽さわやかに笑った。

「さて。私は騎き士しなので、与あたえられた任務を果たさなくてはなりません。少し急ぎますよ。しっかり摑つかまっていてください」

　二人は雪に包まれた森を一頭の馬に乗って駆かけていった。

　しばらくして辿たどり着ついたのは、山やま肌はだにぽっかりと空いた洞どう窟くつだ。

「ここは……？」

「巡じゆん回かい任務用のシェルターです」

　入り口の前で馬を止め、トリスタンが言った。

「任務は日を跨またぐこともありますし、急に天候が悪化することも多いですから、雪風を凌しのげる場所をいくつか山中に用意しているんです。騎士団我々しか知らない場所ですが……街には耳みみ聡ざとい者たちもいますからね」

「もしかして……《冒ぼう険けん者ギルド》のことですか？」

　トリスタンは笑えみを返した。

「万が一、ギルドが逃とう亡ぼうを助けていれば、ラファエル・ルーサーもこの場所を知っていてもおかしくはありません。……降りられますか？」

　セルシアとトリスタンは馬を降り、靴くつ底ぞこに打うち込こまれた鋲びようで雪の地面を踏ふみしめながら、洞どう窟くつへ向かった。

「気をつけてください。たまに熊くまや狼おおかみが眠ねむっているときがありますから」

　幸い、薄うす暗ぐらい穴の中に動物はおらず、木箱に詰つめられた非常食や予備装備の類があるだけだった。箱の中身はどれも騎き士し団が備えているものらしい。山中の洞どう窟くつで保管しておくと、食べ物が腐くさりにくいのだという。

　トリスタンは一通り木箱を調べたが、かぶりを振ふってセルシアに向き直った。

「……何かを盗とられているようにも見えません。少なくとも、ここには来ていないようです」

　そのとき、どこか遠くで甲かん高だかい笛の音が響ひびき、洞どう窟くつ内にいる二人のもとまで届いた。

「撤てつ収しゆうの合図……どうやら、誰だれもラファエル・ルーサーがいた痕こん跡せきを見つけられなかったみたいですね。残念ですが、彼かれが《白雪の山脈スノーホワイツ》に逃にげ込こんだというのは、どこかの誰だれかが流したデマに過ぎなかったのでしょう」

　トリスタンは洞どう窟くつの外を眺ながめて言った。

「雪も強くなってきました。ファーヴニルに戻もどりましょう、セルシアさん」

「……はい」

　後うしろ髪がみを引かれながらも、セルシアはトリスタンと共に洞どう窟くつを出て、来た道を引き返し始めた。

　トリスタンの背に捕つかまり、馬に揺ゆられながら、セルシアは考かんがえ込こんでいた。

　何かが胸に引っかかっている。

　大事なことを忘れている気がしてならないのだ。

　けれど、それが何なのかがわからない。

　もやもやとした想おもいだけが胸の内で膨ふくれ上あがり、彼かの女じよの心を惑まどわせていた。

「ところで、セルシアさん。貴女あなたとラファエル・ルーサーは恋こい仲なかだったのですか？」

「え……!?　ど、どうしてそんな話になるんですか！」

「いえ、城が燃えた夜に一いつ緒しよにいたと仰おつしやるものですから……その……てっきり床とこを共にしていたのかと」

「床とこ……？」

　セルシアはきょとんとし、やがてその意味に思い至ると、顔を真っ赤にした。

「違ちがいますっ！　ただ、色々事情があって、それで一いつ緒しよの場所にいただけです！」

「そうでしたか。すみません、忘れてください」

　彼かれは苦く笑しようして言った。

「けど……それなら、いったい貴女あなたと彼かれはどういう関係なんですか？　そもそも、どこで知り合ったんです？」

「それは……」

　セルシアは、ペルガモン城の礼拝堂で彼かれと出会ったときのことを思い出す。

　最初は、まさか彼かれが城へ盗ぬすみに入ったならず者だとは思いもしなかった。初めから気づいていたダグラス隊長を除けば、皆みな、彼かれが騎き士しだと思って疑わなかっただろう。なぜなら、あのとき彼かれは──。

「…………トリスタンさん」

「何ですか？」

「あのシェルターは、さきほどの場所以外にもあるんですか？」

「え？　ええ、もちろん。といっても、この近くには、あそこしかないですが──」

「戻もどってください」

「セルシアさん？」

「さきほどの場所に戻もどってください。急いで！」

　尋じん常じようではないセルシアの様子に、トリスタンは事情を聞く前に馬首を巡めぐらせた。来るときよりも早く山道を駆かけ上あがり、さきほどの洞どう窟くつを目指す。

「いったいどうしたというんですか？」

　馬を走らせるトリスタンの背にしがみつきながら、セルシアは答えた。

「『《白雪の山脈スノーホワイツ》にラファエル・ルーサーが逃にげ込こんだ』……おそらく、その噂うわさを流したのはラファエルです」

「何だって？」

「あるいは、その協力をしている冒ぼう険けん者ギルドでしょう。彼かれらは、ラファエルが城じよう壁へきの向こうに逃にげたと噂うわさを流して、街の住民たちに騒さわぎを起こさせたのだと思います」

「いったい何のために？」

「『鉄てつ壁ぺき』の城門を、騎き士し団に開けさせるためです」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　トリスタンが息を吞のんだ。

「……まさか！」

「ええ」

　雪に包まれた森の中、セルシアが思い起こすのは、ラファエル・ルーサーとの出会い。

　あの日、城の忍しのび込こんだ彼かれは────騎士団の制服を着ていた。

「きっとラファエルは、この捜そう索さく隊に紛まぎれてファーブニルの門を抜ぬけたんです」
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　山の中、馬に乗った一人の騎き士しがシェルターの前に姿を現した。

　洞どう窟くつ付近の雪に、真新しい二人分の足あし跡あとが残っている。どうやらここを捜そう索さくした騎き士しがいたようだが、その騎き士したちもすでに去った後だ。

　撤てつ収しゆうの合図を無視して、騎き士しは雪面に降り、馬の背に積んだ大きめの背せ負おい袋ぶくろを下ろした。

「もういいぜ」

　袋ふくろに向かってそう声をかけると、中から外がい套とうを羽織った少女が這はい出でてきた。ウェーブのかかった栗くり色いろの髪かみとまんまるな大きな目。イブである。

「苦しかったー……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　ぐったりするイブの隣となりで、騎き士しがかぶっていたフードを外した。

　無造作に跳はねた黒い髪かみ。金貨千枚の賞金首──ラファエル・ルーサーだった。

　眼帯は着けておらず、左目を覆おおう烙らく印いんが外気に晒さらされている。

　身に着けた騎き士し制服は、以前ペルガモン城に潜もぐり込こむときにも使った物だ。馬や外がい套とう、荷物類は《冒ぼう険けん者ギルド》に用意してもらった。

　そうして準備を整えた後、ギルドは『山にラファエルが逃にげ込こんだ』と噂うわさを流し、騒さわぎを起こした。騎き士しになりすましたラファエルに、ファーブニルの門を抜ぬけさせるためだ。

　今日のような雪の日を狙ねらって作戦を決行したのは、フードで顔を隠かくしていても不自然じゃないからだ。念のため、手配書に記しるされている『眼帯』も外しておいた。

　作戦は成功したが、冒ぼう険けん者ギルドの助力を得られるのは、ここまでだ。この先はラファエルとイブだけで《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえなくてはならない。

　幸い、騎き士し団が備えているシェルターの位置は、女主人からもらった地図で把は握あくしている。そこから物資を拝借しながら、ひたすら山道を登っていくしかないだろう。

　天に聳そびえる山々には、晴れることのない鈍にび色いろの雲がかかっている。

　峠とうげは遙はるか先にあり、山を越こえるまで何日要するかもわからない。凍いてつく寒さが肌はだを刺さし、息は吐はく度たびに白い霧きりとなる。

　はたして、この山を無事に越こえられるだろうか。

「真っ白だね、ラファエル！」

　雪に覆おおわれた森を見み渡わたし、イブが嬉うれしそうに叫さけんだ。

　白い息を吐はきながら、それでも少女は目を輝かがやかせてラファエルを見上げている。

　それは、不安が馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるような笑え顔がおだった。

　ラファエルは苦く笑しようし、服にしまっておいた眼帯を取り出して、左目に付けた。

「のんきなこと言ってないで、もらえるもんもらって、さっさとずらかるぞ」

「はーい」

　洞どう窟くつへ向かおうとしたラファエルは、そのとき、後方の森から近づいてくる気配を察知した。馬の蹄ひづめが雪を踏ふみしめる音が、次し第だいにこちらへ近づいてくる。

「……イブ！」

　ラファエルはイブを背後に庇かばい、腰こしの騎き士し剣けんに手をかけた。

　時同じくして、森の中から騎き士しを乗せた馬が駆かけ込こんでくる。手た綱づなが引かれ、嘶いななきが上がった。ラファエルたちの前で歩みを止めた馬の背には、二人の男女が乗っていた。

　一人は若い男の騎き士し。そして、その後ろには、ファーヴニルにいるはずの銀ぎん髪ぱつの修道女シスターの姿があった。

「セルシア……」

　修道女シスターは馬から降りて、その澄すんだ青い瞳ひとみをラファエルに向けた。

「ようやく見つけました、ラファエル」

　雪が降る静せい寂じやくの中、ラファエルとセルシアは無言で見つめ合う。イブはラファエルの後ろから顔だけ出して、若い騎き士しは馬上から黙だまって二人を見守っている。

「……何しに来た？」

「……あのときの答えを言いに来ました」

　白い息を吐はいて、ラファエルとセルシアは静かに言葉を交かわす。

「ラファエル。貴方あなたの言う通り、私が憧あこがれた兄なんていないのかもしれません。ですが、一つだけわからないことがあります。七年前、なぜ兄様は《ドレークの惨さん劇げき》を起こしたのですか？」

「それは……」

　クルセウス・ガブリエルが街の皆みなを裏切り、惨さん劇げきを引き起こした理由。

　それはラファエルも知ることのできなかった疑問だった。死の間ま際ぎわでさえ、クルセウスはわけを話そうとはしなかった。

「どんな理由があろうと、兄がしたことは許されません。ですが、それでも私は……私はクルセウス兄様を信じたい。七年前も、ペルガモン城でのことも、きっと何か理由があったのだと信じたいんです」

「それで裏切られることになってもか？　理由を知ったら、お前も奴やつを許せなくなるかもしれないぜ」

「そのときは……」

　セルシアは、聖せい剣けんの首くび飾かざりを胸の前で握にぎりしめた。

　胸にわだかまる躊ちゆう躇ちよ。それを振ふり切きり、彼かの女じよは決然と告げる。

「そのときは、私が兄を裁きます」

　まっすぐに見つめる青い瞳ひとみが、その言葉が噓うそではないと示していた。

「私は兄様に会って確かめなければなりません。なぜ兄が罪を犯おかしたのかを……。だから、ラファエル、私も連れて行ってください」

「お前……」

「この山の向こうに、兄様がいるかもしれないのでしょう？」

　セルシアの言葉に、馬上の騎き士しが慌あわてて言った。

「待ってください、セルシアさん。まさかサルデス王国に行く気ですか？　危険すぎる。第一、真冬の《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえようだなんて無茶だ」

「……ごめんなさい、トリスタンさん」

　セルシアが振ふり返かえり、トリスタンと呼ばれた騎き士しに言った。

「もう──決めたんです」

　それは、どこかで聞いた言葉だった。

　彼かの女じよは本気だ。たとえラファエルが断ろうとも、一人で旅に出るだろう。

　これまでずっとそうしてきたように。

「クルセウスがいるかどうかは、行ってみないとわからねえ」ラファエルは言った。「それでもよけりゃ……好きにしろ」

「っ……ありがとうございます、ラファエル！」

「礼を言われるような筋すじ合あいはねえよ」

　目を輝かがやかせる彼かの女じよから目を逸そらし、ラファエルはぶっきらぼうに言う。

　すると、馬上の騎き士しが溜ため息いき混じりに言った。

「参ったな……。詳くわしい事情はわからないが、どうやら私が付け入るような隙すきはなさそうだ」

「トリスタンさん？」

「セルシアさん。どうしても山を越こえるというのなら、シェルターにあるものを使ってください。貴女あなたや物資のことは、私がうまく誤ご魔ま化かしておきます。ここで見たこと聞いたことは決して他た言ごんしないと誓ちかいましょう」

　ラファエルは疑わしげに眉まゆを顰しかめた。

「てめえ、どういうつもりだ？」

「勘かん違ちがいしないでくれ。君のためじゃない」

「トリスタンさん、すみません……何もお礼できなくて……」

　かしこまるセルシアに若い騎き士しは笑って言った。

「何。構いません。淑しゆく女じよに尽つくすことは騎き士しとして当然の努めですよ。それが惚ほれた女性というのなら、なおのことです」

「……え？」

　突とつ然ぜんの告白に、セルシアが頰ほおを赤くする。トリスタンは爽さわやかな笑えみを見せて、馬首を巡めぐらせた。

「それでは、私はこれで。貴女あなたの無事を祈いのっています。──はっ！」

　馬の腹を蹴けり、トリスタンは森を駆かけていく。

　雪ゆき煙けむりと共に遠ざかっていく後ろ姿を見送りながら、ラファエルは言った。

「なんだ、あのキザな野や郎ろうは……。おい、帰して大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「ええ。彼かれは信しん頼らいに値あたいする方です」

「……ったく」

　頭を搔かくラファエルの背後からイブが顔を出して、言った。

「セルシア、いっしょに来るの？」

「はい、ご一いつ緒しよさせていただきます」

　セルシアはイブに歩み寄り、身を屈かがめて手を差し出した。

「これからよろしくお願いします、イブさん」

「うん！」

　イブはにっこりと笑えみを浮うかべて、セルシアと握あく手しゆした。

「あんまりのんびりしてないで、さっさと行くぞ。セルシア。てめえの荷物は、てめえで用意しろ。いいな？」
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「はい」

「行くぞ、イブ」

「うん！」

　洞どう窟くつへ歩いて行くラファエルの背中をイブが追う。そんな二人の後を、セルシアは慌あわててついていった。

「ま、待ってください。ラファエル、イブさん！」
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　鈍にび色いろの空が覆おおう山の中。

　真っ白な雪に三人分の足あし跡あとが残されている。

《白雪の山脈スノーホワイツ》の向こう、サルデス王国へ向かって伸のびていくそれらの足あし跡あとは、やがて降り積もった雪によって、跡あと形かたもなく消えていった。







[image: 第二章　白雪の山脈を越えて]
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　天を塞ふさぐ分厚い雲が、万年雪に覆おおわれる《白雪の山脈スノーホワイツ》に真新しい雪を吹ふきつけている。

　聳そびえる山々にとってはそよ風だったが、山道を行くラファエルたちにとっては体ごと吹ふき飛とばされんばかりの猛もう吹雪ふぶきだった。視界は白く染まり、数メートル先も見通すことができない。

「……わっ」

　イブが突とつ風ぷうに煽あおられてバランスを崩くずし、身体からだを雪に埋うめさせた。

「イブ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「だ、だいじょぶ……」

「摑つかまれ！」

　ラファエルはイブの手を取って助け起こした。小さな彼かの女じよの手がラファエルの手をぎゅっと握にぎる。ラファエルはその手を握にぎり返した。

「離はなすなよ」

「うん」

　そのとき背後で何かが雪に倒たおれる音がした。

　はっとして振ふり返かえるが、吹雪ふぶきのせいで視界が悪い。ラファエルは後方にいるはずのセルシアに呼びかけた。

「セルシア！」

　真っ白な雪のヴェール越ごしにセルシアの声が返ってきた。

「私は大だい丈じよう夫ぶです！　ただ、馬が……！」

　元騎き士しとして馬の扱あつかいに慣れている彼かの女じよには、荷馬の手た綱づなを引いてもらっていた。

　ラファエルはイブの手を握にぎって、声の方向へ数メートル引き返した。雪のヴェールを抜ぬけると、セルシアと地面にぐったりと横たわった荷馬が見えた。馬が背負っていた荷の一部が辺りに散らばっている。

「この吹雪ふぶきで倒たおれてしまって……」

「くそっ……」

　ラファエルは舌打ちをした。

「馬はここに置いていく。セルシア、背負えるだけ荷物を持て」

「……はい」

　セルシアが悲しげに目を伏ふせる。イブが驚おどろいてラファエルを見た。

「お馬さん、いっしょに行かないの？」

「こいつはもう助からねえよ。このままじゃ俺おれたちまで死んじまう」

「でも……！」

　涙なみだ目めになるイブを置いて、ラファエルは散らばった荷を拾い始めた。

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすイブに、セルシアが言った。

「イブさん……この子とお別れをしましょう」

「……」

　イブはおそるおそる馬に近づき、膝ひざをついた。セルシアがそうするように、衰すい弱じやくした馬の首を撫なでる。

「……ごめんね」

　それから間もなく、馬は目を閉じ、静かに眠ねむりについた。

　セルシアは涙なみだを流すイブの手を取って、一いつ緒しよに立ち上がった。

「行きましょう、イブさん」

「……うん」

　ラファエルとセルシアで手分けをして荷物を背負い、三人は吹雪ふぶきの中を進んだ。

　激しい風は外がい套とうをはためかせ、冷気が身体からだの熱を容よう赦しやなく奪うばっていく。激しい風の音は張り上げた声さえも搔かき消けしてしまうほどだった。

「このままでは危険です。どこか吹雪ふぶきを凌しのげる場所を探さないと……！」

「わかってる！」

　背負った荷物の中には、騎き士し団のシェルターから拝借したテント一式も含ふくまれている。だが、この風では吹ふき飛とばされてしまうのが目に見えていた。

「……ル……エル……ラファエル！」

　風の音に負けじと、イブが大きな声で叫さけんだ。

「どうした？」

「ワンちゃん！」

「は？」

「ワンちゃんが吠ほえてる！」

「こんなときに何を言って……」

「いえ、ラファエル。たしかに吠ほえる声が聞こえます。ですが、これは……」

　セルシアに言われて耳を澄すませると、確かに吹雪ふぶきの音に混ざって犬らしき動物の吠ほえる声が聞こえてきた。

「犬じゃねぇ……狼おおかみだ」

　それも一匹ぴきではない。吹雪ふぶきのせいで見えないが、少なくとも五匹ひき以上の狼おおかみが獰どう猛もうに吠ほえ立たてている。

　この状じよう況きようで狼おおかみの群れに襲おそわれてはたまったものではない。今すぐここを離はなれるべきだ。

　そう判断したラファエルだったが、そのとき、狼おおかみのものとは違ちがう声が耳に届いた。

「──助けて！」

　か細い悲鳴は、女のものだった。

「誰だれかが狼おおかみに襲おそわれています！」

　悲鳴が聞こえた方向へ走っていこうとしたセルシアを、ラファエルは遮さえぎった。

「待て、セルシア！」

「急がないと殺されてしまいます！」

「たぶん相手はサルデス人だ！　助けたところで面めん倒どうなことにしかならねえよ！」

「だからといって、放っておくことなどできません！」

　セルシアが食くって掛かかる。ラファエルは、《憤怒サタン》の遺い跡せきで自分を助けたときの彼かの女じよを思い出した。今のセルシアは、あのときと同じ目をしている。たとえ命を落とすことになろうとも、彼かの女じよは自分の正義を貫つらぬこうとするだろう。

「ったく……！　お前はイブとここにいろ！」

「え？」

「俺おれが行く！」

　言うやいなや、ラファエルは荷物を置いて吹雪ふぶきの中を駆かけ出だした。

　雪に足を取られながら進んでいくと、厚手のローブを着た人物が、十匹ぴきの灰色狼おおかみに囲まれているのを見つけた。

「おい、無事か！」

　張り上げた声に、女がラファエルに気がついた。

　セルシアと同じ年とし頃ごろの若い女だった。小さな顔に灰色の瞳ひとみ。女にしては短い、耳にかかる長さの髪かみは、サルデス人特有と言われる青色だ。

　彼かの女じよも、自分以外の誰だれかがこんな吹雪ふぶきの中にいるとは期待していなかったに違ちがいない。驚おどろきのあまり、ほんの一いつ瞬しゆんラファエルを見つめて立たち尽つくした。

　その隙すきを狼おおかみは見み逃のがさなかった。彼かの女じよの背後で、一匹ぴきの狼おおかみが雪を蹴けった。

「っ……おい、後ろ！」

「え？」

　彼かの女じよが振ふり向むくのと同時に、ラファエルは腰こしから短たん剣けんを抜ぬいて投げ放った。

　投とう擲てきされた短たん剣けんが、飛びかかろうとした狼おおかみの喉のど元もとに突つき刺ささる。狼おおかみは悲痛な叫さけびを上げて雪の上に落ち、どくどくと血を流した。真っ白な世界で、そこだけ鮮あざやかな赤色が目に刺ささる。

　ラファエルは、狼おおかみたちの標的が自分に変わったことを感じ取った。唸うなり声を上げる灰色狼おおかみは、思し慮りよ深ぶかい瞳ひとみを怒いかりに燃え上がらせてラファエルを睨にらんでいる。

　ラファエルは鞘さやから長ちよう剣けんを抜ぬいた。壁かべを越こえるときに使った騎き士し装備のうち、剣けんだけは捨てずに持ってきたのだ。だが、狼おおかみの群れに立ち向かうのに一本の長ちよう剣けんでは心こころ許もとない。剣けんを抜ぬいたのは威い嚇かくのためだった。

　しかし、彼かれの威い嚇かくは功を奏さなかった。おそらくは群れの頭かしらだろう、残った九匹ひきの中で最も身体からだの大きい狼おおかみが、咆ほう哮こうを上げて走り出した。それに続くように、他の狼おおかみたちも一いつ斉せいにラファエルに殺さつ到とうする。

　こんな場所で狼おおかみの餌えさになるなんて冗じよう談だんではない。

　ラファエルは雪に剣けんを突つき立たてた。無手になった彼かれは襲おそい来る狼おおかみたちを睨にらみ据すえる。

　この状じよう況きようをひっくり返すには────奇き跡せきを起こすしかない。

「《憤怒サタン》！」

　ラファエルは悪あく魔まの名を呼んだ。

　眼帯の奥おくで左目が焼けるように痛む。次の瞬しゆん間かん、ボゥッと右手が燃え上がった。

「──ッ!?」

　狼おおかみたちが目の色を変える中、ラファエルは炎ほのおを宿した右手で宙を薙ないだ。

　吐はき出だされた炎ほのおが広がって、たちまち灼しやく熱ねつの壁かべとなる。すでに飛びかかっていた数頭の狼おおかみは、その炎ほのおの中に身を躍おどらせることになった。

「「「ギィャアア！」」」

　群れの頭をはじめとした狼おおかみたちが、悲鳴を上げて焼かれていく。彼かれらが地面に倒たおれ、消し炭と化すまでにそう時間はかからなかった。

　ラファエルは足を止めた残りの狼おおかみたちを睨にらんだ。

　右手に宿した悪あく魔まの炎ほのおは、まるで身体からだの一部であるかのようにラファエル自身を焼くことはなかった。しかし、仲間が焼かれる様を目まの当たりにした狼おおかみたちには、恐きよう怖ふの象しよう徴ちようでしかなかった。

　怯おびえた狼おおかみたちは数歩後あと退ずさると、身を翻ひるがえして吹雪ふぶきの向こうに姿を消した。

　狼おおかみたちが見えなくなると、ラファエルは右手の炎ほのおを消した。

「……痛つっ」

　左目の激痛に思わず眼帯を押おさえる。

　深く息を吐はき、顔を上げた先に、サルデス人の女が立っていた。彼かの女じよは信じられないものを見るような目でラファエルを見つめている。

　炎ほのおを出すところを見られた。

　なんと言い訳すればいいだろうか。

　そんな思考を巡めぐらせていると、突とつ然ぜん、彼かの女じよの身体からだがふらりと傾かたむき、そのまま雪の上にどさりと倒たおれこんだ。

「お……おい、あんた!?」

　ラファエルは慌あわてて駆かけ寄より、彼かの女じよの身体からだを抱だき寄せた。

「しっかりしろ！　おい！」

　呼びかけるが返事はない。

　口元に耳を寄せると、息をしているのがわかった。意識を失っているだけだ。助かったことで気が抜ぬけたのかもしれない。あるいは、信じられない出来事に驚おどろきすぎたのか。いずれにしても好都合だった。

「ラファエルー！　どこー!?」

「返事をしてください！」

　風の音に紛まぎれて、イブとセルシアの呼ぶ声が聞こえてきた。

「イブ！　セルシア！　こっちだ！」

　返事が届き、イブとセルシアがよろめきながらやってきた。ラファエルと見つけると、イブは彼かれに抱だきつき、二人分の荷物を抱かかえたセルシアは安あん堵どの息を漏もらした。

「彼かの女じよは……？」

　ラファエルに抱だかれたサルデス人の女に目をやって、セルシアが心配そうに言った。

「気を失っているだけだ。今のところはな。早いとこ休める場所を見つけねえと……」

「そうですね────きゃっ！」

「ぐ……！」

　そのとき吹ふいた突とつ風ぷうが、ラファエルたちをよろめかせた。

　ラファエルは腕うでに抱だいた女を庇かばうように身を屈かがめ──そのとき、突とつ風ぷうでわずかに晴れた視界の先に薄うす暗ぐらい洞どう窟くつを見た。すぐに視界は白く染まってしまったが、見み間ま違ちがいだとは思えない。

「向こうに洞どう窟くつが見えた！」

「本当ですか!?」

「ああ！　あそこに逃にげ込むぞ！」

　ラファエルは青い髪かみの女を抱かかえ上あげ、猛もう吹雪ふぶきの中を踏ふみ出だした。




２




　洞どう窟くつ内に入ると、風雪は途と端たんに弱まった。

　ラファエルは荷物から火ほ口くち箱と薪たきぎを取り出し、すぐに火を起こした。首しゆ尾びよく燃え上がった火が、冷えきった洞どう窟くつ内に暖あたたかな光をもたらした。

「……あったかい」

　イブが焚たき火びに両手をかざし、表情を緩ゆるませる。

　その傍そばでは、セルシアがさきほど助け出したサルデス人を介かい抱ほうしている。

「様子はどうだ？」

「怪け我がもありませんし、じきに目を覚ますと思います」

「そうか」

　ラファエルは、あらためて青い髪かみの女を観察した。サルデス人を見るのは初めてだが、かなりの美女だ。これほどの美女は大勢の人で賑にぎわうペルガモンの王都でも中々お目にかかれないだろう。異国の女というのも悪くない。

　厚手のローブの下には白い絹のドレス。両手には長なが手て袋ぶくろを嵌はめている。身に着けているのはどれも上質な代しろ物ものだった。

「ずいぶん身なりがいいな」

「ええ。もしかしたら、サルデス王国の貴族の方かもしれません」

「へぇ」

「ラファエル、悪い顔になっていますよ」

「人聞きが悪いな。別にお礼をせびろうとか考えてねえよ」

「考えていたんですね……。ここはペルガモンではないんですから、お礼をいただくまえに捕つかまってしまいますよ」

「んなこと、わかってるって」

「……ん……」

　二人が言い合う声が騒さわがしかったのか、そのときサルデス人の女が小さく呻うめき、うっすらと目を開いた。

「よかった。目を覚まされたんですね」

　青い髪かみの女は、ぼんやりとした様子で口を開いた。

「ここは……？」
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「《白雪の山脈スノーホワイツ》の峠とうげ道です」

「そうか……妾わらわは山に入って……それから…………──っ!?」

　はっとして、彼かの女じよはラファエルたちを見た。がばりと身を起こし、岩がん壁ぺきまで後ずさる。

「その髪かみ……その服……！　おぬしら、サルデスの者ではないな!?」

「落ち着いてください。急に動かない方が……」

「黙だまれ！　妾わらわをこんなところに連つれ込こんでどうする気だ!?」

「おいおい、命の恩人に向かってその言い草はないだろ」

「……恩人だと？」

「覚えてねえのかよ？　狼おおかみに襲おそわれてたところを助けてやっただろうが」

「………」

　彼かの女じよは目を見開き、ラファエルを指差した。

「お、思い出したぞ！　妾わらわを襲おそった狼おおかみを、おぬしが追おい払はらったのだ！　手から炎ほのおを出して！」

「炎ほのお？　なんのことだ？」

「とぼけるでない！　出していたではないか！　こ、こう……ぼわぁーっと！」

　身み振ぶり手て振ぶりで説明する彼かの女じよには申し訳ないが、これ以上、話を面めん倒どうにする気はなかった。

「何を言ってるかわからねえが、夢でも見ていたんじゃねえか？　狼おおかみなら一匹ぴき目がやられたときに逃にげていったぜ。俺おれは気を失ったあんたを、ここまで抱かかえてきてやったんだ」

「夢？　あれが？　いや、しかし……」

　納なつ得とくがいかなそうに彼かの女じよは首を傾かしげている。

　事情を察したセルシアが話題を変えた。

「申し遅おくれました。私はセルシア・ガブリエルといいます。こちらがラファエルで、あの子がイブ。貴女あなたのお名前は？」

「異国人に名乗る名はない」

　彼かの女じよは敵意ある目でラファエルたちを睨にらみつけた。

「おぬしら、見たところペルガモンとティアテラの人間だな。異国の者がなぜこんなところににいる。何を企たくらんでいるのだ」

「別に企たくらんでるわけじゃねえが、せっかくの機会だ。知ってること全部吐はいてもらうぜ」

「な、何を……」

　彼かの女じよがごくりと喉のどを鳴らす。セルシアが窘たしなめるように言った。

「ラファエル。その言い方では怖こわがらせてしまいます」

「こ、怖こわがってなどいないぞ!?」

　狼狽うろたえる彼女に、ラファエルはぐぃっと顔を寄せて訊きいた。

「人を探してる。銀ぎん髪ぱつと黒くろ髪かみ。二人組の男だ。サルデス王国に異国人が現れたって噂うわさはねえか？」

「し、知ら……」

　ぽつりと零こぼした彼かの女じよは、顔をふいと逸そらした。

「ふ、ふん！　知っていたとしてもおぬしらに話すことなどないな！」

「知らねえんだな」

「ぬぐ…………ああ、知らぬさ！　知らぬがそれがどうしたというのだ！　妾わらわが何も知らず残念だったな！」

「なんで偉えらそうなんだよ……。だったら、《冥めい界かいの門》はどうだ？」

「何？　おぬしら、なぜその名を──」

　低い声で言いかけた彼かの女じよは、はっとして目を上に逸そらした。

「…………知らぬぞ？」

「遅おせえよ！」

　ラファエルは岩がん壁ぺきに手を立てて身を乗り出した。追おい詰つめられた彼かの女じよが身を縮こませる。

「おい、門のことは知ってるんだな？」

「ぅ……」

「答えろ！　どこまで知ってる？　《冥めい界かいの門》はどこに────痛いてっ」

　ぺしんと、後頭部を叩たたかれた。

　振ふり返かえると、イブが腰こしに両手を当てて立っていた。

「ラファエル、いじめちゃだめ」

「別にいじめてるわけじゃ……」

「だーめ！」

　イブの強気な目に押おされて、ラファエルは溜ため息いきを吐ついた。

「……ちっ。わぁったよ」

　ラファエルは立ち上がり、青い髪かみの彼かの女じよから離はなれた。

　彼かの女じよは助けられたことがよほど意外だったらしい。目を瞬まばたかせてイブを見つめている。イブがにっこりと笑いかけた。

「だいじょーぶ？」

「う、うむ……」

　困こん惑わく顔で彼かの女じよが頷うなずく。空気が和なごんだところでセルシアが言った。

「まずは食事にしましょう。この吹雪ふぶきでは、しばらく動けなさそうですし」

　セルシアは、荷から鍋なべと水みず袋ぶくろ、いくらかの食材を取り出してスープを作り始めた。修道院で暮らしていた頃ころに多少料理を学んだらしい。

「イブもやる！」

　セルシアの料理をイブも手伝い始めた。その間、ラファエルは焚たき火びで暖を取り、青い髪かみの彼かの女じよは相変わらず岩がん壁ぺきの傍そばでじっとしていた。

「できました」

　焚たき火びにかけられた鍋なべから香こうばしい匂においが漂ただよっている。イブが鍋なべを覗のぞき込こんで目を輝かがやかせている。セルシアは少ない器うつわにスープをよそい、イブに手て渡わたしながら、壁かべ際ぎわにいる彼かの女じよに声をかけた。

「貴女あなたもいかがですか？」

「……いらぬ」

　ふいと顔を逸そらして彼かの女じよは言ったが、お腹なかは正直だった。ぐぅと腹の虫が鳴った。

「あの……」

「い、いらぬと言ったらいらぬのだ！」

　耳まで顔を赤くする彼かの女じよの前にイブがやってきた。手にはセルシアから渡わたされた器うつわを持っている。

「はい！」

　イブは彼かの女じよに器うつわを差し出した。

　温かな湯気と香こうばしい匂においを立ち上らせるスープに彼かの女じよの理性は敗北を喫きつした。白い長なが手て袋ぶくろをはめた両手でおそるおそる器うつわを受け取り、スープを口に含ふくんだ。

「…………温かい」

　緩ゆるみきった表情で息を漏もらすした彼かの女じよは、ラファエルに見られていることに気がつくと、再び顔を赤くした。

「な、なんだ、その目は！」

「別になんでもねえよ」

　ラファエルは肩かたを竦すくめる。

「で？　お前の方は、どうしてこんな雪山に一人でいたんだ？」

「それは……」

　彼女は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、スープに多少の恩義を感じたのか、仕方なくといった様子で口を開いた。

「元々は、山の中腹に造った母上の墓を見に来たのだ」

「墓？　こんな雪山にか？」

「そうだ。だが、帰ろうとしたところで、この吹雪ふぶきに見み舞まわれてな。方向感覚を失ったところに、あの狼おおかみどもだ。乗っていた馴鹿トナカイがパニックになって、こんな場所まで連れてこられてしまった」

「馴鹿トナカイ？　馬ではなくてですか？」

「そうだ、おぬしら。妾わらわの馴鹿トナカイを見なかったか？　途と中ちゆうで振ふり落おとされてしまったのだ」

　三人が首を横に振ふると、彼かの女じよは肩かたを落とした。

「そうか……無事だと良よいが……」

「他に一いつ緒しよに来た奴やつはいなのか？」

「妾わらわだけだ。誰だれにも言わず、一人で抜ぬけ出だしてきたからな」

「では、今いま頃ごろ、家は大おお騒さわぎになっているかもしれませんね。家はどちらに？」

「山の麓ふもとにある王都だが……」

「わかりました。ラファエル、彼かの女じよを王都まで送り届けてあげましょう」

「言うと思ったぜ……」

　しかし、その提案に一番驚おどろいたのは青い髪かみの彼かの女じよだった。

「……なぜだ？　妾わらわはサルデスの人間だぞ。敵国の人間のために、どうしてそこまでする？」

「困っている方を助けるのは当然です」

　セルシアは微笑ほほえみを返す。

「いけませんか、ラファエル？」

「ダメだって言っても、どうせ聞かないだろうが」

「おぬし……」

「ただし、連れて行くのは王都の近くまでだ。そこから先は自分で帰れよ。いいな？」

　ラファエルは、セルシアほどお人ひと好よしではない。

　だが、このサルデス人の女が《冥めい界かいの門》を知っているとわかった以上、山を下りるまでに情報を聞き出したかった。となれば、ここは信用を得ておくべきだろう。

　食事を終えると、イブが大きなあくびをした。

「お前らはもう寝ねろ」

「ラファエルは寝ねないのですか？」

　セルシアが訊きくと、ラファエルは洞どう窟くつの外を見た。吹ふき荒すさぶ風雪は、収まるどころかますます勢いを増し、山に絶えず白いヴェールを張っている。

「狼おおかみだとか熊くまだとかが来る可能性もあるからな。俺おれはここで見張ってる」

「それでしたら私が……」

「いいって。お前も疲つかれてるだろうが」

「そういうわけにはいきません。では、後で交代します。それなら構わないでしょう？」

「……勝手にしろ」

「はい、そうします」

　セルシアは微笑ほほえんで立ち上がった。

「三人で寝ねましょう。身を寄せ合った方が暖かいですから」

「うん！」

「わ……妾わらわはよい」

「だめ！　いっしょ！」

　がばっとイブが彼かの女じよに抱だきついた。

「ぬわっ……や、やめよ！」

　きゃっきゃと笑うイブにつられて、彼かの女じよの表情も次し第だいに綻ほころぶ。

　セルシアが二人をなだめて、結局、イブを中心に三人は身を寄せ合って眠ねむることになった。

　ぱちぱちと燃える焚たき火びが三人の寝ね顔がおを照らす中、ラファエルは欠伸あくびを嚙かみ殺ころして、吹雪ふぶきに包まれた洞どう窟くつの外を眺ながめていた。
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　夜も更ふけた頃ころ、セルシアが起き出してきた。

「交代します、ラファエル」

「お前、よく起きられたな」

「騎き士し団にいた頃ころにも見張りの任務はありましたから」

　彼かの女じよは洞どう窟くつの外を眺ながめて息を漏もらした。

「……止やみませんね」

「ああ。この分だと、明日も身動きが取れないかもしれねえな」

「ええ」

　セルシアは、焚たき火びの傍そばでイブと一いつ緒しよに寝ねている異国人を見やり、言った。

「貴方あなたが彼かの女じよを助けたとき……私たちのいた場所からも炎ほのおの光が見えました。ペルガモン城のときと同じように、貴方あなたが炎ほのおを出したんですね？」

「まぁな」

「……貴方あなたがあのような奇き跡せきを起こせるようになったのは、やはり《憤怒サタン》の封ふう印いんを解いたことと何か関係があるのですか？」

　ひと月前、ラファエルはセルシアと共に《大罪遺い跡せき》に迷まよい込こみ、そこに封ふう印いんされていた神殺しの悪あく魔ま──《憤ふん怒ぬ》のサタンを解き放った。何もないところから炎ほのおを生み出せるようになったのは、その後、ペルガモン城でクルセウスと再会したときのことだ。

「……イブがクルセウスに殺されそうになったとき、頭の中で声がしたんだ」

「声？」

「『我と契けい約やくせよ。そうすれば奇き跡せきを起こしてやる』ってな。しかも、頭の中のそいつは自分を『サタン』だと名乗りやがった」

　セルシアが驚おどろいて目を見開いた。

「まさか……《憤ふん怒ぬ》のサタンと契けい約やくしたというのですか？」

「ああ。そしたら炎ほのおを生み出せるようになったってわけだ。信じられねえだろ？」

「……いいえ、信じます」

　彼かの女じよはかぶりを振ふって、ラファエルの目を見つめた。

「『かつて地上は、神の奇き跡せきに満たされていた』」

「そいつは……」

「聖書に記しるされた預言者様の言葉です。世界が創られて間もない頃ころ、私たち人間は神と契けい約やくすることで炎ほのおや水を自在に生み出せたそうです。神の死によって失われた力を、貴方あなたは大罪の悪あく魔まと契けい約やくすることで手に入れた……。でも、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「何のことだ？」

「もし自在に炎ほのおを生み出すことができるなら、この焚たき火びも道具を使って起こさなくてよかったはずです。私が知る限り、貴方あなたが炎ほのおを生み出したのは今日が二度目……普ふ段だんからその力を使わないのには、何か理由があるのではないですか？」

「……」

　不安げに揺ゆれるセルシアの青い瞳ひとみを、ラファエルは直視できなかった。

　ここで「なんともない」「大だい丈じよう夫ぶだ」と言っても余よ計けいに心配させるだけだろう。

「……イブには言うなよ」

　そう前置きして、ラファエルは黒くろ革かわの眼帯を外した。

　左目全体を覆おおう聖せい痕こん──悪あく魔まのしるしとも呼ばれる烙らく印いんが露あらわになり、セルシアはわずかに身を固くした。ラファエルは言った。

「あの日から、左目が見えなくなった」

「……え？」

「何も見えねえんだ。こうすると」ラファエルは右目を瞑つぶった。「真っ暗闇やみだ」

「っ……」

　かつてどんな暗くら闇やみも見通した左目は、サタンと契けい約やくをして以来、何もない闇やみを見続けている。この目が再び見えるようになることはないと、ラファエルは不思議と確信していた。

「ま、普ふ段だんから眼帯をつけていたからな。前みたいに暗いところを見通せなくなったのは不便だが、どうってことねえよ。ただ、炎ほのおを生み出すと痛むんだ。だから、できるだけ使わないようにしてる。納なつ得とくしたか？」

「ラファエル……」

「そんな顔するなよ。俺おれが勝手にやったことだ」

　ラファエルは眼帯を付け直した。

　一つだけ彼かの女じよに言っていないことがある。サタンが契けい約やくのときに告げた言葉だ。




　──貴様の魂たましいを代だい償しように、失われし奇き跡せきを起こしてやろう。




　魂たましいを代だい償しようにすることの意味を、ラファエルはまだわかっていない。

　しかし、炎ほのおを生み出す度たび、左目の激痛と共に何かが失われていく感覚があった。

　この力を使い続ければ碌ろくなことにはならないだろう。しかし、それでもラファエルはイブを守るためであれば、迷わずに力を使うつもりでいた。

「じゃあ、俺おれは寝ねるからな。見張り、頼たのんだぜ」

「……はい」

　ラファエルは、ごつごつとした冷たい岩の地面に寝ね転ころがった。外がい套とうにくるまって硬かたさと寒さを凌しのぐことにする。

「ラファエル」

　背後でセルシアの声がした。

「私は貴方あなたに無理矢理ついてきた身です。ですから、せめて貴方あなたやイブさんを守らせてください。あまり一人で無理をしないでくださいね」

「…………」

「おやすみなさい、ラファエル」

　セルシアの穏おだやかな声こわ音ねを聞きながら、ラファエルは瞼まぶたを閉じた。
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　頰ほおをぺしぺしと叩たたかれる感かん触しよくで、ラファエルは目を覚ました。

「ラファエル、起きて！」

「痛っ……痛ぇな、なんだよ……」

　小さな平手を払はらいながら瞼まぶたを開けると、イブがラファエルの顔を覗のぞき込こんでいた。まんまるな目が輝かがやいている。

「ラファエル起きたっ！」

「……なんでそんなに張り切ってんだ？」

「こっち来て！」

　イブに引っ張り起こされたラファエルは、ふと眩まぶしさを感じて目を細めた。洞どう窟くつの外が明るくなっている。

「吹雪ふぶきが止やんだのか……？」

「早く早く！」

　イブに手を引かれ、ラファエルは洞どう窟くつの出口へと向かう。

　出口の前で、セルシアと青あお髪かみの女が待っていた。

　彼かの女じよたちもまた、この寒さだというのに顔が上気し、目を輝かがやかせている。

「おはようございます、ラファエル！　見てください、凄すごいですよ！」

「いったいなんだって──」

　洞どう窟くつを出た先に広がっていた光景に、一いつ瞬しゆん、ラファエルは息を忘れた。

「……凄すげぇ」

　昨夜までの吹雪ふぶきが噓うそのような、雲ひとつない快晴。

　抜ぬけるような青い空の下、隆りゆう々りゆうとうねる《白雪の山脈スノーホワイツ》の山々が、朝日を浴びて輝かがやいていた。

　一面銀色の山やま肌はだに、爽さわやかな風が吹ふき抜ぬけ、ラファエルたちを撫なでていく。空を舞まった雪の結けつ晶しようが、降り注ぐ陽の光できらきらと煌きらめいていた。

　眩まぶしいまでの光が、輝かがやきが、目の前に広がっていた。

「なんだ、おぬしら。『白はく銀ぎんの日』を知らぬのか？」

　得とく意い気げにそう言ったのは、サルデス人の彼かの女じよだった。

「白はく銀ぎんの日？」

「うむ。《白雪の山脈スノーホワイツ》は年中厚い雲に覆おおわれているが、年に数度、このように晴はれ渡わたる日があるのだ。サルデス王国を守護する《白はく銀ぎんの熊くま》が、山脈の霊れい峰ほうで雲を追おい払はらっていると言い伝えられておる」

　彼かの女じよはそう言って、山脈の中でも一ひと際きわ高い山の頂きを指差した。遠くに聳そびえる霊れい峰ほうは、角つの笛ぶえのように曲がった特とく徴ちよう的な形をしていた。

「守護するなら、年に数度と言わず毎日でも追おい払はらえばいいじゃねえか。ずいぶん怠なまけた熊くまだな」

「ふん。これはロマンというものだ。蛮ばん族ぞくにはわからぬだろうがな」

「もう。喧けん嘩かはやめてください」

　睨にらみ合あう二人をセルシアが仲ちゆう裁さいする。そんな三人をよそに、イブが歓かん声せいを上げて駆かけ出だした。一面に広がる銀世界を、雪に小さな足あし跡あとを残しながら走り回る。

「おい、イブ！　あまり遠くに行くなよ！」

「はーい！」

　イブは手を振って応えると、踊おどるようにはしゃぎ回った。

　無む邪じや気きなイブの姿に、セルシアがくすりと笑う。

「元気ですね」

「ったく……」

　ラファエルは眼下に広がる景色を眺ちよう望ぼうした。

　峠とうげはすでに越こえていたらしい。白はく銀ぎんの高みから見み渡わたせるのは、氷雪に覆おおわれたサルデス王国の領土だ。

　ほとんど真っ白な大地に、点在する街や村。

　山の麓ふもとに円形の巨きよ大だい都と市し──サルデスの王都ミッドガルドがある。

　街中の暖だん炉ろに火が入っているのか、王都の至るところで灰色の煙けむりが立ち上っている。

　五つある市門から伸のびる大通りは都市の中央で合わさり、そこに聳そびえ立たつ城が見えた。山の上からでは家の一つ一つを判別することはできないが、大きな石の城だけは立ち上る煙けむりの中でも、はっきりとした存在感を放っていた。

　王都の南には小さな川があり、北には森が広がっているが、この季節、川の水は凍こおりつき、森の木々には一片ぺんの葉もついていない。

「あれがサルデスの王都か……」

　ペルガモン王国と同じであれば、王都には国中の情報が集まる。

　アザゼルやクルセウスの目もく撃げき情報がないかを調べるのであれば、やはり王都に潜もぐり込こむのが一番だろう。

　ただ、その前に《冥めい界かいの門》について聞き出さなければならない。

　そう思い振り向くと、青あお髪かみの彼女が、ラファエルの顔を食い入るように見つめていた。

「……なんだよ、人の顔をじろじろと」

「……おぬし、その左目は…………」

「ああ、眼帯こいつか。こいつは────何の音だ？」

　適当な言い訳をしようとしたとき、ラファエルは遠方から地鳴りのような音が聞こえてくることに気がついた。

「イブ！　戻もどってこい！」

「うん！」

　駆かけ戻もどってくるイブの後方に、ラファエルたちは信じられないものを見た。

　山の下から雪崩なだれが登ってくる。

　いや、雪崩なだれではない。

　朝日を反射する銀色の波は、騎き士したちが着き込こんだ軽けい鎧がいの輝かがやきだった。

　彼かれらが駆かるのは馬ではなく、角の生えた馴鹿トナカイ。その数、およそ五百。地鳴りに思えたのは、馴鹿トナカイに跨またがった騎き士したちが山を駆かけ登のぼる足音だったのだ。

「おいおい……なんでサルデスの騎き士し団がこんなところにいるんだ!?」

　しかも、こちらに駆かけてくる。今から隠かくれたところで、洞どう窟くつにいることは容易に露ろ見けんするだろう。

「ちっ……！　荷物をまとめろ！　すぐに出るぞ！」

「はい！」

　ラファエル、イブ、セルシアのは、洞どう窟くつ内に戻もどって手早く荷物をまとめた。しかし──

「なっ……!?」

　再び洞どう窟くつを出たときには、馴鹿トナカイに跨またがった騎き士しの一団に入り口の前を取り囲まれていた。

　入り口前に残っていたサルデス人の彼かの女じよが、ラファエルたちに背を向けて騎き士したちと向かい合っている。

　騎き士しの一団から、白毛の馴鹿トナカイに跨またがった老ろう齢れいの騎き士しが前に出た。ダグラス・オーランドに勝まさるとも劣おとらない大男だ。右みぎ肩かたから先の腕うでがなく、左手一本で馴鹿トナカイの角に結ばれた手た綱づなを引いていた。

　老騎き士しは無言のまま馴鹿トナカイから下りると、雪を踏ふみしめて青い髪かみの彼かの女じよの前に立ち、片かた膝ひざをついて頭こうべを垂れた。

「お迎むかえに上がりました、アスラウグ女王陛へい下か」

　一いつ瞬しゆん、ラファエルは老騎き士しが何を言ったのかわからなかった。

　──女王陛下？

　混乱するラファエルたちをよそに、アスラウグと呼ばれた彼かの女じよは、当然のように老騎き士しに声をかける。

「ご苦労。よくここがわかったな、ハールバルズ」

「陛へい下かの馴鹿トナカイが王都に戻もどってまいりました。おそらく陛へい下かは母君の墓所に向かい、不測の事態に見舞われたのではと考えた次し第だい。しかし、吹雪ふぶきのために捜そう索さく隊を出すのが遅おくれてしまいました」

「気にするな。あの吹雪ふぶきでは仕方あるまい。こうして来てくれたこと、感謝するぞ」

「はっ。もったいなきお言葉」

　すると、老騎き士しが、鋭するどい視線をラファエルたちに向けた。

「して、陛へい下か。あの者たちは？　見たところ、サルデスの人間ではありませぬな」

　アスラウグはちらりと振ふり返かえり、困ったような表情を浮うかべた。

「この者たちは、その……なんだ。わ、妾わらわを……」

「なるほど。わかりましたぞ。陛下は、この異国人どもに囚とらわれていたのですな」

「……へ？」

「ですが、我らが来たからにはご安心めされい。ただちにあの不届き者どもの血で《白雪の山脈スノーホワイツ》を赤く彩いろどってしんぜましょう」

「ハ、ハールバルズ？」

「そこに直れ、貴き様さまら！」

　隻せき腕わんの老騎き士しが、立ち上がりざま右腰こしの剣けんを抜ぬいた。

「儂わしはサルデス熊くま騎き士し団、団長！　ハールバルズ・ウォーデン！　我わが剣けんでもって貴き様さまらに罰ばつを下してくれよう！」

　周囲を取り囲む騎き士したちまでもが、待ちわびていたかのように一いつ斉せいに剣けんを抜ぬいた。快晴の空に剣けんを突つき上あげ、怨えん嗟さの声を轟とどろかせる。

「「「ペルガモンに復ふく讐しゆうを！」」」

「「「ティアテラに報復を！」」」

　憎ぞう悪おが渦うず巻まき、ラファエルたち三人に殺さつ到とうする。怯おびえたイブがラファエルにしがみついたとき、

「────やめよ!!」

　アスラウグの声が、騎き士したちの怒ど号ごうを断たち切きった。

「剣けんを納めよ、皆みなの者！　この者たちに危害を加えることは妾わらわが許さぬ！」

　息を切らせて叫さけんだ彼かの女じよに、ハールバルズや騎き士したちが狼狽うろたえた。

「どうされたというのです、陛下」

「妾わらわは彼かれらに囚とらわれていたのではない。むしろ逆だ。助けられたのだ」

「助けられたですと？　真まことですか？」

「そうだ」

「いや、しかし……奴やつらは敵国の者たちですぞ」

「それは……」

　アスラウグは一いつ瞬しゆん迷いを見せたが、意を決したように言った。

「敵国の者であろうと、彼かれらが妾わらわの命の恩人であることは変わらぬ。ここで彼かれらを殺あやめたとあっては、サルデス女王の名折れであろう」

「……」

　隻せき腕わんの老騎き士しは、なおも殺意の籠こもった目をラファエルたちに向けたが、やがて無言のまま剣けんを納めた。周りの騎き士したちは、まだ納なつ得とくが行かない様子でざわついていたが、騎き士し団長である彼かれが剣けんを納めたからには従わないわけにはいかなかった。

「お前、いったい……」

「そういえば、まだ名乗っていなかったな」

　啞あ然ぜんとするラファエルに、振ふり返かえった彼かの女じよは愉ゆ快かいげな笑えみを見せた。

「妾わらわはアスラウグ・ヴォルンスンガ。『氷の王国』サルデスの女王である」

　晴はれ渡わたる《白雪の山脈スノーホワイツ》に若き女王の名乗りがこだました。

　ラファエルとセルシアは言葉を失い、イブはきょとんと首を傾かしげている。

「ハールバルズ。彼かれらを城へ」

「はっ。女王陛下の御み心こころのままに。──つれていけ！」

　隻せき腕わんの老騎き士しが命じると、ラファエルたちはあっという間に騎き士し団に周りを固められてしまった。

「心配するな。大人おとなしくついてくれば、おぬしらを客人として丁てい重ちようにもてなすことを約束しよう」

　アスラウグの忠告に、ラファエルとセルシアは剣けんの柄つかにかけた手を離はなした。

　逃にげられそうもない。ここは成り行きに任せるしかないだろう。

「……『客人』ね」

　剣けんを没ぼつ収しゆうされ、サルデスの騎き士したちに背中を押おされて雪道を歩かされながら、ラファエルは呟つぶやいた。

「『囚しゆう人じん』の間ま違ちがいじゃねえか？」
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　ラファエルたちは馴鹿トナカイが引く橇そりに押おし込こまれ、雪山の斜しや面めんを信じられない速さで滑すべり降おりることになった。

　初めての橇そりにイブははしゃぎ、セルシアは悲鳴を上げ、ラファエルは抱だきついてくる二人に首を絞しめられながら、命からがらサルデスの王都──ミッドガルドに到とう着ちやくしたのだった。

　ラファエルたちは、橇そりに乗せられたまま市門をくぐった。

　壁かべに囲われた都市内は、外と同じく雪に包まれている。

　城じよう壁へき都市ファーヴニルを思い出すが、ミッドガルドの街に積もった雪の量はファーヴニルの比ではない。門から伸のびる大通りの両りよう脇わきには、大量の雪かきの跡あとがある。あまりの寒さに街かい道どうを行く人はおらず、街は眠ねむったように静かだった。煙えん突とつから立ち上る煙けむりと食事の匂においが、この街に人が住んでいることをかろうじて示していた。

　イブは橇そりから身を乗り出して、異国の街並みを興きよう味み津しん々しんに見回していた。

「ラファエル、セルシア！　あれ！」

　イブが指差したのは大通りの先に聳そびえ立たつ石の城。どうやらあれがサルデス城らしい。

　ほどなくして、一団は城の門をくぐった。

　砦とりでに隣りん接せつする中庭でラファエルたちは橇そりを降ろされた。

「橇そりの乗り心地ごこちはどうだった？」

　別の橇そりに乗っていたサルデスの女王──アスラウグが、ラファエルたちのもとにやってきた。

「もう一回乗りたい！」

　無む邪じや気きに手を上げたのはイブだ。

「俺おれは二度とごめんだ……」

「私もです……」

　ラファエルとセルシアがうなだれて答える。

「なんだ、おぬしらは情けないな」

　砦とりでを背にして、アスラウグが笑った。

「まあ、よい。それより──ようこそ、サルデス城へ。歓かん迎げいするぞ」

「歓かん迎げいしてるのは、お前だけみたいだけどな」

　周囲を見み渡わたすと、サルデスの騎き士しが殺意に満ちた目でラファエルたちを睨にらんでいる。アスラウグの命令がなければ、今にでも襲おそいかかってきそうだった。

「陛へい下か！」

　大きな声で彼かの女じよを呼んだのは、騎き士し団長ハールバルズ・ウォーデンだった。

「お体に障さわります。早く中へお入りくだされ。ヘイミル殿どのがお待ちですぞ」

「わかった。すぐに行く」

　アスラウグは苦い顔で返事をし、あらためてラファエルたちに向き直った。

「おぬしらも来てくれ。ここに置いていくと、騎き士したちが何をするかわからぬからな」

　ラファエルたちは殺意を背に受けながら、アスラウグとハールバルズら数名の騎き士しと共に砦とりでに入った。

「──アスラウグ！」

　玄げん関かん広間に、同じく騎き士しを従えた男が立っていた。低い声が特とく徴ちよう的な紳しん士し風の男だ。

　彼かれはアスラウグに駆かけ寄よると、一も二もなく抱だきしめた。

「急に城を飛び出すなんて何を考えているんだ。心配したぞ」

「お、叔父おじ上……苦しい……」

　どうやらアスラウグの叔父おじらしい。男は彼かの女じよの肩かたを摑つかんで言った。

「お前はこの国の女王なんだ。その自覚を持ちなさい。もしお前まで失ってしまったら、死んだ姉上に顔向けができない」

「すまぬ、叔父おじ上……」

「ともかく、無事でよかった」

　不意に、彼かれの目がラファエルたちに向けられた。

「君たちがアスラウグを助けた異国人か。話は聞いている。私はヘイミル・ヴォルスンガ。サルデス王国の宰さい相しようだ」

「……女王、騎き士し団長ときて、今度は宰さい相しようかよ」

　宰さい相しようといえば、国政を担になう文官の最高位だ。武官の最高位である騎き士し団長と双そう璧へきを成す存在である。

《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえたばかりだというのに、サルデス王国の最重要人物らと顔を合わせることになってしまった。

「アスラウグ……いや、陛へい下かの命を救ってくれたことは感謝する。君らがサルデスの民たみであったなら、いくらでも報ほう奨しよう金を出していたところだが……よもやペルガモンとティアテラの者とはな」

「待ってくれ、叔父おじ上」

「わかっている」

　不安げにするアスラウグを言葉で諭さとし、宰さい相しようヘイミルは言葉を継ついだ。

「君たちには聞かねばならないことがある。だが、仮にも女王陛へい下かの恩人だ。最低限の礼節は尽つくそう」

　ヘイミルは向かいに立つハールバルズと頷うなずきを交かわし、騎き士したちに命じた。

「彼かれらを謁えつ見けんの間へ。話はそこで聞く」
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　サルデス城──謁えつ見けんの間。

　天てん井じようから吊つり下さげられたシャンデリアや柱の燭しよく台だいに、ロウソクの火が灯ともされている。

　寒々とした広間には大勢の人が押おしかけていた。左右に並ぶ騎き士したちが、入り口から玉ぎよく座ざまでの道を作り、その背後には宮きゆう廷てい人たちが顔を覗のぞかせていた。

　見物人たちからの容よう赦しやない視線を浴びながら、ラファエル、イブ、セルシアの三人は高座の前で膝ひざをついていた。

「顔を上げよ」

　頭上からかけられた声に、ラファエルとセルシアが顔を上げる。イブも一拍ぱく遅おくれて二人の真似まねをした。

　サルデス王国の若き女王──アスラウグが、正装に着き替がえて玉ぎよく座ざに腰こし掛かけていた。

　彼かの女じよの両りよう隣どなりには、二人の男が控ひかえている。

　左に控ひかえるは、騎き士し団長ハールバルズ・ウォーデン。騎き士し団を率いて雪山に現れた隻せき腕わんの老騎き士しだ。髪かみや髭ひげは白く染まっているが、大おお柄がらな肉体は老ろう齢れいとは思えないほどに引ひき締しまっている。右みぎ腕うでがないのはペルガモンとの戦争のためか。

　右に控ひかえるは、宰さい相しようヘイミル・ヴォルスンガ。玄げん関かん広間でアスラウグを出で迎むかえた紳しん士し風の男だ。アスラウグと同じ姓せいを持つということは、彼かれも王族の一人だろう。文官にしては精せい悍かんな立ち姿。冷たい瞳ひとみが油断なくラファエルたちを睨にらみ据すえている。

『炎ほのおと氷の仲』と揶や揄ゆされる敵国サルデスの騎き士し団長と宰さい相しように、揃そろいも揃そろって敵意ある目を向けられては、正直、生きた心地ここちがしない。女王であるアスラウグが友好的なのが、せめてもの救いだった。

　そのアスラウグが玉ぎよく座ざに腰こし掛かけたまま口を開いた。

「ラファエル、セルシア、イブ。妾わらわを助けてくれたこと、今一度礼を言う。しかし、妾わらわはこの国の女王として、あらためて問わねばならぬ。なぜ、おぬしらが《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえようとしていたのかを」

「陛へい下か、訊きくまでもありませぬぞ」

　真っ先に声を上げたのは、騎き士し団長ハールバルズだった。

「こ奴やつらはペルガモンとティアテラが放った間かん者じやでしょう。さきほどは一刻も早く陛へい下かを城にお連れするため見み逃のがしましたが、やはり異国の者どもを生かしておくわけにはいきませぬ。ただちに処しよ刑けいすべきです」

「落ち着け、ハールバルズ。まだ彼かれらが間かん者じやと決まったわけではない」

「陛へい下かの言うとおりだ。性急に結論を出す必要はない」
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　宰さい相しようヘイミルは、灰色の瞳ひとみに冷たい光を宿してラファエルたちを見み据すえた。

　おそらく下手へたな誤ご魔ま化かしは逆効果だ。

　ラファエルは息を吞のみ、口を開いた。

「……人を探してる。二人組の男だ。一人は銀ぎん髪ぱつ、もう一人は黒くろ髪かみ。そいつらがサルデス王国にいる可能性がある」

　ヘイミルは目を細めた。

「なぜその者たちを探している？」

「奴やつらに仲間を殺された。その仇かたきを取るためだ」

「ふむ……では、君は復ふく讐しゆう相手を探して《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえたと……そういうのだな？」

「ああ」

「そのような話を誰だれが信じる？」

　ヘイミルは小さく息を吐はき、失望したように言った。

「噓うそじゃない」

「ならば問うが、君の復ふく讐しゆう相手が我わが国くににいるとして、その理由はなんだ？　その者たちはなぜサルデスにいる。噓うそではないというのなら、このぐらいは答えてもらわねばな」

　嘲ちよう笑しよう混じりの問いかけに、ラファエルは真まっ向こうから受け答えた。

「七つの大罪の封ふう印いんを解くためだ」

　ペルガモンと同様に、サルデスも元を正せば《預言者》が統一した世界から分かれた国だ。ほとんどの民たみが聖書に記された伝承を知っている。

　とはいえ、異国人の言い分を素す直なおに信じるほど、おめでたい者はいなかった。

　最初に吹ふき出だしたのは、見物人の一人だった。小さな笑いは、別の誰だれかの笑いを誘さそい、それがまた誰だれかの笑いを誘さそう。嘲ちよう笑しようが嘲ちよう笑しようを呼び、まるで雪崩なだれでも起きたかのように、笑いの渦うずが巻き起こる。

「静まれぃ!!」

　ハールバルズ・ウォーデンの一いつ喝かつで、彼かれらの笑いは搔かき消けされた。

　しんと静まり返った広間で、騎き士し団長は怒いかりとも呆あきれともつかない表情を浮うかべていた。

「まさか、そのような戯たわ言ごとを信じろというのではなかろうな？」

「信じてくれ」

「……貴様、その舌を斬きり落とされたいか」

「やめよ、ハールバルズ」

　剣けんの柄がらに手をかけたハールバルズを引き止めたのは、アスラウグだった。

　彼かの女じよは玉ぎよく座ざからラファエルを見下ろして言った。

「残念だが、サルデスに異国人が現れたという話は聞こえていない。無論、おぬしらを除けばだがな」

　彼かの女じよはそう言うと、左右の側近たちに声をかけた。

「ハールバルズ、叔父おじ上。何度も言うように、彼かれらは妾わらわの命の恩人じゃ。丁てい重ちようにもてなすと約束もした。異国の者だからといってそれを反ほ故ごにしては、サルデスの誇ほこりに関わろう。彼かれらも疲つかれておる。今日はここまでとしないか？」

　不満気に眉まゆをひそめたのは、ハールバルズだった。

「陛へい下か、彼かれらを生かしておくおつもりですか？」

「他の意味に聞こえたか？」

「敵国の間かん者じやかもしれぬのですぞ。万が一、我らの計画が──」

「──ハールバルズ!!」

　低い声を轟とどろかせたのは、宰さい相しようヘイミルだった。

　ハールバルズの一いつ喝かつとはまた違ちがう、厳おごそかで空気を凍こおりつかせる一声だった。

　息さえつけぬほど緊きん迫ぱくした空気の中、やがて宰さい相しようヘイミルの落おち着つき払はらった声が、凍こおりついていた時を溶とかした。

「陛へい下かのお言葉が聞こえなかったか？　今日はここまでだ」

「……よかろう」

　ハールバルズが引き下がり、アスラウグがほっと安あん堵どの息を漏もらす。

　ヘイミルはアスラウグに言った。

「彼かれらに部屋と食事を与あたえる。それでよいですね、陛へい下か」

「ああ。それと、風ふ呂ろにも入れてやってくれ」

「女王の御み心こころのままに」

　ヘイミルが騎き士しに命令を下した。高座の近くに控ひかえていた十人近い騎き士しがラファエルたちを取り囲む。

　彼かれらに連れられて謁えつ見けんの間を出て行く直前、

「ラファエル・ルーサー！」

　ヘイミル・ヴォルスンガに名を呼ばれ、ラファエルは振ふり返かえった。

「よく《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえてきた。身体からだをよく休めるといい」

　余よ裕ゆうある笑えみを浮うかべるヘイミルに見送られ、ラファエルたちは謁えつ見けんの間を後にした。
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　女王の計らいによって三人には温かい風ふ呂ろが与あたえられた。サルデス王国において風ふ呂ろは最大の贅ぜい沢たくである。

　冷えきった身体からだを温めた三人は、一つの客室に案内された。

　ロウソクの灯あかりに照らされた室内には、テーブルとソファ、いくつかの調度品と、天てん蓋がい付きのベッドが一つ置かれている。

「おい、イブ。あまり騒さわがしくするなよ」

「うん！」

　威い勢せいよく頷うなずいて、彼かの女じよはベッドの上に飛とび込こんだ。その柔やわらかさに笑い声を上げる。

「お前な……ったく」

　ラファエルは深い溜ため息いきと共にソファに腰こしを落とした。背もたれにもたれかかり、石の天てん井じようを見つめる。

「さすがに疲つかれた……」

「大だい丈じよう夫ぶですか、ラファエル？」

「なんとかな」

　身を起こしたラファエルの向かいに、セルシアが座すわった。濡ぬれた銀ぎん髪ぱつがロウソクの灯あかりの中で艶あでやかに光っている。

「その……任せきりになってしまってすみません」

「余よ計けいな口出しをされるよりはマシだ。それより、まさかあいつがサルデスの女王だったとはな……」

「ええ。あの若さで女王だなんて、少し信じられません」

「女王だから《冥めい界かいの門》を知ってたのか……？　とにかく、アスラウグから門の場所を聞き出さねえと……」

「でも、どうやって彼かの女じよに会いましょうか……」

　ラファエルとセルシアは扉とびらを見やった。

　扉とびらの向こう、外の廊ろう下かには常時二人の見張りが立っている。勝手に出歩くことはできない。

「監かん禁きんだな」

「陛へい下かへの拝はい謁えつを求めても拒きよ絶ぜつされるでしょうし……」

　溜ため息いきを吐つく二人。

「それにしても……どうにもきな臭くさいぜ」

　ラファエルは謁えつ見けんの間での一幕を思い出して言った。

「『万が一、我らの計画が──』……途と中ちゆうでヘイミルに遮さえぎられたが、騎き士し団長が何か言いかけてやがった。それに、謁えつ見けんの間を出て行くとき、ヘイミルの野や郎ろうが俺おれの名前を呼んだのも気にかかる」

「どういうことですか？」

「お前は俺おれのことを『ラファエル』としか紹しよう介かいしていない」

「あ……」

「城に入ってからも一ひと言ことも触ふれてねえのに、あの野や郎ろうは俺おれを『ラファエル・ルーサー』と呼びやがった」

「どうして貴方あなたの名前を……？」

「さぁな。けど、嫌いやな予感がする」

　重たい沈ちん黙もくが室内に漂ただよう中、ラファエルはソファに横になった。

「ラファエル？」

「考えたって仕方がねぇ。それより、久々の室内だ。今日はさっさと寝ねて、疲つかれを取ろうぜ」

「……敵国の城で、よくそんなにリラックスできますね」

「緊きん張ちようしても金にはならねえからな」

「ラファエル、眠ねむるならベッドに行ってください」

「俺おれはここでいい。だいたい、あのベッドは三人で寝ねるには狭せまいだろ」

「じゃあ、イブもソファで寝ねる！」

　イブがベッドを降りて、ラファエルの胸に飛とび込こんできた。

「ぐぇっ……！」

「おやすみ、セルシア！」

「馬ば鹿かか、お前！　それじゃ俺おれがここで寝ねる意味がないだろうが。お前とセルシアはベッドで寝ねろよ」

「えー！　イブ、ラファエルとがいい！」

「よくねえよ。どけ」

「きゃー！」

　問答無用とラファエルはイブを転げ落とした。

「あの……ラファエル、ソファには私が寝ねますから、貴方あなたとイブさんでベッドを使ってください」

「あのなぁ……」

　ラファエルは頭を搔かいて身を起こした。

「お前と違ちがって、俺おれはこういうところで寝ねるのには慣れてるんだよ。これだって地面に比べたら上等だ。それとイブ。お前、ソファで寝ねたいのか？」

「うん！」

「なら仕方ねぇな」

　ラファエルはソファから立ち上がった。

「イブがソファ、俺おれとセルシアがベッドだ」

「え!?」

「さ。行こうぜ、セルシア」

「ラ、ラファエル!?」

　啞あ然ぜんとするイブを置いて、ラファエルは頰ほおを染めるセルシアの肩かたに手を回し、ベッドに向かう。

「だ……だめぇ──────！」

　慌あわててイブが走ってきて、ラファエルたちの前に回り込んだ。

「なんだよ、イブ。ソファで寝ねるんじゃなかったのか？」

「違ちがうもん！」

　イブは頰ほおを膨ふくらませて、ラファエルとセルシアの間に入った。つないでいた二人の手を切ると、ラファエルをソファに押おし戻もどす。

「ラファエルはソファで寝ねて！　イブがセルシアと寝ねるから！」

　このままでは埒らちがあかないことを悟さとった、彼かの女じよなりの妥だ協きよう案だった。

「ったく……最初からそうしろってんだ」

　ラファエルは再びソファで横になった。

「ありがとうございます、ラファエル」

「礼なんていいからさっさと寝ねろ」

「…………」

「何だよ？」

「…………あの……」

　セルシアが頰ほおを染めて目を逸そらした。

「き、着き替がえたいので……しばらく目を閉じていていただいてもよろしいですか……？」

「…………」

「ラファエル？」

「外にいるから、着き替がえ終わったら呼べ」

　ラファエルはそう言って起き上がり、セルシアが呼び止める暇ひまもなく、さっさと部屋を出て行った。

　扉とびらの外に立っていた二人の騎き士しが、突とつ然ぜん出てきたラファエルに驚おどろき、腰こしの剣けんに手をかけた。

　ラファエルは両手を広げて彼かれらをなだめ、背後の扉とびらを親指で指した。

「女が着き替がえてる。ここで待たせてくれ」

　兵士たちの眼まな差ざしが、途と端たんに呆あきれたものに変わった。

「ペルガモン人は根こん性じようなしか」

「うるせえな」

　二人の騎き士しは警けい戒かいを緩ゆるめなかったが、廊ろう下かで待つことは許してくれた。

　扉とびらを背にして彼かれらの間に立ち、セルシアが着き替がえ終わるのを待つ。そんなラファエルを、サルデスの騎き士したちが呆あきれた目で見ていた。

「……何だよ」

　睨にらみ返すと兵士たちは目を逸そらしたが、すぐにまた、嘲ちよう笑しよう混じりの眼まな差ざしを向けてくる。

　セルシアが着き替がえ終わるまでの間、ラファエルはその視線に耐たえ続けなければならなかった。
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　どうやってアスラウグに会うかという問題は、翌朝にあっけなく解決した。彼かの女じよの方からラファエルたちの部屋に現れたからだ。

　ラファエルとイブ、セルシアの三人が朝食として差し入れられたパンを食べていると、扉とびらの向こうが俄にわかに騒さわがしくなった。

「困ります、陛へい下か。ヘイミル様のご許可がなくては……」

「叔父おじ上は朝から評議会だ。しばらく会議室から出てこぬよ。さぁ、そこをどくのだ」

　何事だと思ったときには扉とびらが開け放たれ、白いドレスとローブを着たアスラウグが乗のり込こんできた。

「昨夜はよく眠ねむれたか？」

「お前、なんでここに……」

「何。異国人のおぬしらに、妾わらわが城を案内してやろうと思ってな」

「案内？　お前が？」

「うむ。何をしているのだ、三人とも。サルデス城を見て回りたくはないのか？」

「見たいっ！」

　イブはパンを口に詰つめ込こんで、アスラウグの元に駆かけ寄よった。

「ふラあフふアあエへルふ、へセふルひシはア！」

「飲のみ込こんでから喋しやべれよ」

　もぐもぐとパンを嚙かみ締しめて、飲のみ込こむと、イブはラファエルとセルシアを手招きした。

「行こ！」

「ったく……行くぞ、セルシア」

「はい」

　ラファエルとセルシアも席を立った。

「外がい套とうを忘れるでないぞ」

「へ、陛へい下か。お待ちください！」

　狼狽うろたえる見張りの騎き士したちにアスラウグは言った。

「このことは叔父おじ上には内ない緒しよにしてくれ。それと、おぬしらはついてくるでないぞ」

「し、しかし陛へい下か……！」

「よいな？」

「…………」

「さぁ、準備はよいか？　行くぞ」

　外がい套とうを羽織ったラファエルたちは、アスラウグに連れられて廊ろう下かを歩き出した。

「アスラウグ様、よかったのですか？」

　客室の前で途と方ほうに暮れている騎き士したちを振ふり返かえって、セルシアが言った。

「よい。気にするな」

「ねぇねぇ、アスラウグ」

「なんだ、イブ？」

「どこ行くの？」

「うむ……そうだな。まずはここにしよう」

　廊ろう下かの壁かべに、鉄で縁ふち取どられた両開きの扉とびらがあった。

　アスラウグが白手て袋ぶくろを着けた手で扉とびらを開けると、そこは《白雪の山脈スノーホワイツ》を臨のぞむサルデス城のバルコニーだった。

　砦とりでの四階。外がい壁へきから二メートルほど張り出したバルコニーからは、雪に包まれた王都ミッドガルドを一望できる。真っ白な家々から何条もの煙けむりがゆらめき、空へと伸のびていた。

「《白雪の山脈スノーホワイツ》からの眺ながめには劣おとるが、王都で最も見晴らしの良よい場所だ」

　アスラウグが誇ほこらしげに言い、バルコニーの手すりに身を寄せた。

「アスラウグ。頼たのみがある」

　王都を眺ながめる彼かの女じよにラファエルは言った。

「なんだ？」

「俺おれたちが追っている奴やつらは、きっと《冥めい界かいの門》を探している。この国にいるかどうかは確かじゃねえが……門の場所がわかれば、奴やつらを見つけられるかもしれねえ。だから、頼たのむ。《冥めい界かいの門》がどこにあるのか教えてくれ」

「…………」

「……アスラウグ？」

　俯うつむいて何も喋しやべらない彼かの女じよを不ふ審しんに思い、ラファエルたちは彼かの女じよに近寄った。

　アスラウグは、眼下に広がる中庭を見下ろしていた。

　今、中庭ではサルデスの騎き士したちが訓練をしている最中だった。整列して剣けんや槍やりの素す振ぶりをしているが、寒さのせいか身は入っておらず、流していることが一目でわかるほど動きは鈍にぶかった。

「よし、次は中庭に行ってみるとしよう」

「何？」

「せっかくの機会だ。彼かれらの訓練に顔を出してみようではないか」

　明るく言って、彼かの女じよはバルコニーの出口へ戻もどっていく。まるでラファエルの頼たのみが聞こえていなかったかのように。

「待って、イブも行く！」

　声を弾はずませて、イブが彼かの女じよについていく。ラファエルとセルシアも仕方なくその後を追った。
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　中庭に出ると、訓練中の騎き士したちが剣けんを振ふるう手を止め、一いつ斉せいにざわめいた。

　女王が異国人を連れてやってきたのだから無理もない。

「陛へい下か！」

　のしのしと歩み寄ってきたのは、隻せき腕わんの騎き士し団長ハールバルズ・ウォーデンだった。

　騎き士し団長自みずから訓練に加わるというのは、ペルガモン王国ではまず見ない光景だ。

「邪じや魔まするぞ、ハールバルズ」

「『邪じや魔まするぞ』ではございません。女王陛へい下かが異国の者を連れ歩くなど、いったい何をお考えですか！」

「客に城を案内しているだけではないか」

「なりません！」

「むぅ……」

　不満気に頰ほおを膨ふくらませるアスラウグ。

「おい、アスラウグ。団長もそう言ってるんだ、さっさと砦とりでに戻もどろうぜ」

　ラファエルの言葉に騎き士したちがざわついた。ハールバルズにいたっては大きく目を見開いている。

「き、貴様！　陛へい下かを呼び捨てにするとはどういうつもりだ！　身を弁わきまえんか！」

「よいのだ、ハールバルズ」

「なっ……陛へい下か？」

「この男に『陛へい下か』だの『アスラウグ様』だの呼ばれても気色が悪いだけだ」

「し、しかし、それでは他の者に示しがつきませんぞ」

「よいではないか、そのぐらい」

　ハールバルズは白はく眉びを下げて困り果てている。

　すると、アスラウグがぽんと手を叩たたいた。

「よいことを思いついた。ハールバルズ、このラファエルと我わが国くにの騎き士しとで腕うで比くらべをしてみないか？」

「……何ですと？」

　ハールバルズが目を瞠みはる。

　騎き士したちのざわめきが大きくなる中、一いつ瞬しゆん遅おくれて意味を理解したラファエルは慌あわてて言った。

「お……おい、アスラウグ！　何を考えてやがる！」

「心配するな。使うのは訓練用の武器だ」

「そういう問題じゃねえだろ！」

　ラファエルの抗こう議ぎを無視して、アスラウグは隻せき腕わんの騎き士し団長を見上げた。

「どうだ、ハールバルズ？」

「……陛へい下かのご命令とあらば。ですが、よろしいのですか？　相手がペルガモン人である以上、サルデスの騎き士しは手て加か減げんできませんぞ」

「うむ」

「では──誰だれか、この者と試合いたい者はおるか！」

　彼かれはざわつく騎き士したちに呼びかけた。

　サルデスの騎き士したちが一いつ斉せいに手を上げる。皆みな、目が血走っていた。ハールバルズは満足気に彼かれらを見み渡わたし、一人の男の名を呼んだ。

「グンナル！　前に出ろ！」

　現れたのは、淡あわい青色の髪かみをした騎き士しだった。

　年はラファエルと同程度。手には訓練用の長ちよう剣けん。彫ほりの深い顔には自信と殺意が溢あふれている。

「この者が相手をしよう。貴き様さま、得え物ものは剣けんでよいか？」

　もはや止めることはできないらしい。ラファエルは溜ため息いきを吐ついた。

「……ああ。剣けんをくれ」

　一人の騎き士しが腰こしから鞘さやごと剣けんを抜ぬき、ラファエルに放り投げた。

　ラファエルはそれを受け取り、鞘さやから抜ぬいた。

　サルデス王国の剣けんはペルガモンの剣けんに比べて、やや刃は渡わたりが長く、その分重さもあった。訓練用の剣けんのため刃はは丸められており、殺傷能力は低いが、それでも鈍どん器きにはなる。下手へたをすれば、命を落とすだろう。

　両りよう雄ゆう並び立つと、アスラウグが宣言した。

「先に一ひと太刀たちを入れた者の勝利とする。よいな？」

　ラファエルとグンナルは頷うなずき、互たがいに剣けんを構えた。

　周りを取り囲む騎き士したちが野次を飛ばし始める中、かろうじてラファエルへの声せい援えんも聞こえてきた。

「ラファエルー！　がんばれー！」

「頑がん張ばってください！」

　ラファエルは相手の動きに集中する。

　長引かせるつもりはなかった。

　騎き士し団長であるハールバルズが、二人の間に立ち、言い放った。

「──はじめぇ！」

　始まってすぐにグンナルが斬きりかかってきた。

　気き迫はくに満ちた剣けんだが、大おお振ぶりすぎる。

　左上方から振ふり下ろされた剣けんをラファエルは半身になって躱かわした。

　剣けんが黒くろ髪かみを掠かすめて空を斬きる。

　勢い余った騎き士しのがら空きになった背中が目に入った。

　ラファエルは剣けんを振ふり上あげ、その背中を叩たたいた。

「──ぐあっ！」

　背を打うち据すえられたグンナルが突とつ進しんの勢いのまま地面を滑すべる。

　騎き士したちの野次が失うせ、サルデス城の中庭が静せい寂じやくに包まれる。皆みな、あっけない幕切れの続きを待っているかのようだった。

「……先に一ひと太刀たち入れた方が勝ちなんだろ？」

　ラファエルが言うと、騎き士し団長ハールバルズは苦々しげに顔を歪ゆがめた。

「ふん……貴き様さま、名はなんと言った」

「ラファエル・ルーサー」

　ハールバルズは怒いかりを鎮しずめるように深く息をして、宣言した。

「勝者、ラファエル・ルーサー！」

　イブが嬉うれしそうに跳とびはね、セルシアがほっと胸を撫なで下おろした。剣けんを鞘さやに納めようとしたラファエルを、ハールバルズが引き止めた。

「待て。もう一人、やらせてもらおう」

「なんだよ。あんたがやるってのか？」

「いいや、私ではない」

　ハールバルズは、すっかり静まり返った騎き士したちに向かって呼びかけた。

「エドガー！　エドガー・フニクズル！　出ろ！」

　呼びかけに応じて言葉もなく現れたのは、訓練用の槍やりを手にした長身の騎き士しだった。

　見た瞬しゆん間かんに違い和わ感かんを覚えたのは、他の騎き士したちに比べて、その男の身なりが妙みように整っていたからだろう。

　年ねん齢れいは三十前後といったところか。サルデス人特有の灰色の髪かみは整えられ、髭ひげも綺き麗れいに剃そられている。身に着けた軽けい鎧がいはよく手入れがされており、ぴかぴかに磨みがかれていた。ぼさぼさ頭でくすんだ鎧よろいを身に着けている他の騎き士しとは、どこか雰ふん囲い気きが違ちがう。

「エドガー、やれるな？」

「……」

　騎き士しは無言で頷うなずいた。

「気をつけよ、ラファエル」アスラウグが言った。「エドガーは強いぞ。なんといっても、ここ数年間、闘技会トーナメントで優勝し続けている」

「こいつが……？」

　大勢の騎き士しが見守る中、ラファエルは剣けんを手にエドガーと対たい峙じする。

　エドガーは、槍やりの中ほどを両手で持ち、先が丸められた木の穂ほ先さきをラファエルに向けた。

　なんてことはない基本の構え。しかし、彼かれが構えを取った瞬しゆん間かん、ラファエルは寒気を覚えた。

　隙すきがない。

　まだ一合も剣けんを交えていないというのに、彼かれの間合いに踏ふみ込こめるイメージがまるで湧わかなかった。

　だが、不思議と勝負から逃にげる気は起きなかった。

「はじめぇ！」

　ハールバルズの掛かけ声ごえに、しかし、今度は両者とも飛び出さなかった。

　静かに待ち構えるエドガーに対して、ラファエルはじりじりと近寄っていく。

　緊きん迫ぱくした空気に、見つめる者たちが息を飲んだ。

「……一つだけ言っておく」

　槍やりの間合いに入る直前、エドガー・フニクズルがぼそりと呟つぶやいた。

「死んでも……恨うらむな」

　瞬しゆん間かん、槍やりが虚こ空くうを貫つらぬいた。

「っ──!?」
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　突つき出だされた穂ほ先さきが眼前に迫せまり、ラファエルは咄とつ嗟さに身を捩よじった。耳元で唸うなる風切り音。躱かわした。攻せめ込こもうと前に踏ふみ出だすが、すでにそのとき、槍やりはエドガーの手元に引ひき戻もどされていた。

　再び繰くり出だされた突つきを、ラファエルは地面に倒たおれ込こみ、ようやく回かい避ひした。受け身を取って間合いを外す。

　エドガーは追って来なかった。

「…………」

　一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうで、ラファエルはすでに息が上がっていた。対するエドガーは感情の読めない目で槍やりを構えている。

　もしエドガーが手にしているのが訓練用の槍やりでなければ、ラファエルは最初の一ひと突つきで刺さし貫つらぬかれていた。

　突つきの鋭するどさもさることながら、驚きよう嘆たんすべきはその隙すきのなさだ。

　本来、槍やりのような長物は、間合いの広さゆえに攻こう撃げきの合間に隙すきが生じやすい。突つき入いれた後、再び突つきを放つまでには、必ず槍やりを引ひき戻もどす動作が必要だからだ。

　しかし、エドガー・フニクズルにはそれがない。ないと錯さつ覚かくさせられるほど、槍やりを引ひき戻もどすまでの時間が短いのだ。突ついた次の瞬しゆん間かんには、まるでそこだけ時が戻もどったかのように、槍やりが手元に戻もどされている。

　速く、早い。そのシンプルな強さが彼かれの槍やりにはあった。

「ラファエルー、まけるなー！」

　イブの声せい援えんと同時に、ラファエルは地を蹴けった。

　エドガーが放った突つきを躱かわしざまに前へ踏ふみ出て、強ごう引いんに間合いを潰つぶす。

　剣けんを振ふり下ろす直前、エドガーが槍やりを横に払はらい、ラファエルの脇わき腹ばらを打った。

「くっ……」

　体勢を立て直したところに飛んできた鋭するどい突つきをラファエルは剣けんで受け流した。

　剣けんと槍やりが打ち合う音が、青い空の下に響ひびき渡わたる。

　繰くり広ひろげられる剣けん戟げきに、その場にいた誰だれもが見入っていた。騎き士し団長であるハールバルズでさえも、黙だまって戦いの行方ゆくえを見つめていた。

　戦いは、終始エドガーのペースだった。

　無理をしないと間合いを詰つめられないラファエルに対し、エドガーは待ち構えているだけでよい。このまま消しよう耗もう戦に持もち込こめば、エドガーの勝利は揺ゆるぎなかった。

　またも間合いが離はなれ、仕切り直しと思われたときだった。

　ラファエルはエドガーに向かって長ちよう剣けんを投とう擲てきした。

「っ……!?」

　意表を突つかれたエドガーが槍やりの柄えで投とう擲てきされた剣けんを弾はじいたとき、ラファエルは彼かれの懐ふところに潜もぐり込こんでいた。

　エドガーを地面に押おし倒たおし、槍やりを奪うばって勝負をつける。

　しかし、ラファエルの算段は、あと一歩及およばなかった。

　エドガーが瞬しゆん時じに槍やりを翻ひるがえし、持ち手側にある石いし突づきをラファエルの鳩尾みぞおちに叩たたき込こんだのである。

「ぐぅっ……！」

　膝ひざをついたラファエルが顔を上げると、眉み間けんに槍やりの穂ほ先さきが突つきつけられていた。エドガーの静かな目がラファエルを見下ろしている。

「そこまでだ！　勝者、エドガー！」

　ハールバルズが宣言し、騎き士したちが喝かつ采さいを鳴らした。

「ったく、負けちまったか……」

　思いのほか悔くやしく、ラファエルは膝ひざをついたままうなだれた。

「妙みような奴やつだ……」

　頭上でエドガーが言った。

「ペルガモン式の剣けん術じゆつかと思えば、時折、無む茶ちや苦く茶ちやな剣けん筋すじに変わる……いったい誰だれから剣けんを教わった？」

「仕方ねえだろ。最後まで教えてもらえなかったんだ」

　エドガーが言う『ペルガモン式の剣けん術じゆつ』というのは、子供の頃ころ、父たちから教わったものだろう。彼かれらから教わったのは剣けん術じゆつの基き礎その基き礎そまでだった。

「ラファエル！」

　イブとセルシアが駆かけ寄よってきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「これぐらいなんてことねえよ」

　ラファエルが立ち上がると、勝負を見届けたアスラウグが言った。

「実によき戦いだった。エドガー、妾わらわは誇ほこらしく思うぞ」

「……」

　エドガーが無言で頭を下げる。

「皆みな、これからも精しよう進じんしてほしい。邪じや魔まをしたな、ハールバルズ」

「お待ちくだされ、陛へい下か！」

「行くぞ、三人とも」

　アスラウグはラファエルたちを呼んで踵きびすを返かえし、砦とりでの入り口へと歩いて行く。

「陛へい下かぁ！　これ以上、異国人を連れ歩くのはおやめくだされ！　よいですな！」

　ハールバルズの忠言を耳にしながら、ラファエルたちは砦とりでの中に戻もどった。

「まったく、ハールバルズはうるさいな」

　玄げん関かん広間に入り、騎き士し団長の怒ど鳴なり声が聞こえなくなると、アスラウグは唇くちびるを尖とがらせた。

　ラファエルは付近に人がいないことを確かめると、彼かの女じよに言った。

「おい、アスラウグ。さっきのはどういうつもりだ？」

「ん？」

「あの場の思いつきに見せかけちゃいたが、お前、最初から俺おれを戦わせるためにあそこに連れて行っただろ」

「……バレていたか」

　アスラウグが苦く笑しようする。

「どういうことですか？」

「騎き士し団の奴やつら、怠なまけてたからな。どうせペルガモン人の俺おれを使って、あいつらを焚たきつけたかったんだろ」

「ん？　何を言っているのだ？」

「は？」ラファエルは驚おどろいて女王を見た。「違ちがうのか？」

「妾わらわはただ……おぬしを追おい詰つめれば、また炎ほのおを出してくれるのではないかと思ったのだ」

「……お前」

「《白雪の山脈スノーホワイツ》で妾わらわを助けた炎ほのおは、夢ではなかった。そうであろう？」

　アスラウグは真しん剣けんだった。彼かの女じよは確信している。ラファエルが見せた炎ほのおが、現実のものであったということを。

　戸と惑まどうラファエルたちにアスラウグは、ふっと微笑ほほえんだ。

「おぬしらに見せたいものがある。ついてこい」

「何を見せようというのですか？」

　背を向けたアスラウグに、セルシアが警けい戒かいした声を投げかける。

　サルデス王国の若き女王は、イタズラっぽい笑えみを浮うかべて振ふり向むいた。

「おぬしらの探しもの、さ」
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　ラファエルたちは、長い地下通路を黙もく々もくと進んでいた。

　石で囲まれた通路の各所には松明たいまつが灯ともされ、四人の行く先を仄ほのかに照らしている。

　アスラウグが言うには、ここは王族と一部の高官しか知らない脱だつ出しゆつ路で、王都の外まで続いているのだという。

　その話を聞いて、慌あわてたのはセルシアだった。

「そんな大事な通路を、私たちに教えていいんですか？」

　敵国の人間である自分たちが、脱だつ出しゆつ路の入口と出口を知ることになってしまう。

　しかし、この脱だつ出しゆつ路を使う当の本人は、

「仕方あるまい。こうでもしないと、おぬしらを連れて都市外には出られぬからな」

　と言って、大して気にしていない様子だった。

　薄うす暗ぐらい通路を進み続けて一いつ刻こくほど経たった頃ころ、雪に覆おおわれた出口に行き当たった。

　出口はちょうどイブの背せ丈たけぐらいの大きさだ。

　邪じや魔まな雪をラファエルとセルシアで搔かき出だすと、弱々しい外の光が通路に差さし込こんだ。

　半なかば地面を這はうようにして外に出ると、そこは白い森だった。

　真っ白な地面に林立する木々は、《白雪の山脈スノーホワイツ》の森と同じように、どれも葉の代わりに雪を茂しげらせている。

　森は静せい寂じやくに包まれていた。動物の気配はない。底冷えする寒さの中、森にいる生き物はラファエルたち四人だけのように思えた。

「ここは……」

「王都の外にある森だ。この近辺は神聖な場所として立ち入り禁止にしている。誰だれかと出くわすこともないだろう」

　膝ひざについた雪を払はらいながら、アスラウグは言った。

「さぁ、こっちだ」

　歩き出した彼かの女じよについていくと、やがて開けた場所に出た。

　まだ森の中のはずだが、奇き妙みようなことに、その一帯だけ木々が生えていない。

　まるで──その中心に立つ漆しつ黒こくの門を忌き避ひするように。

「《冥めい界かいの門》……」

　再び目にした門の威い容ように、ラファエルとセルシアは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。これが何かを知らないはずのイブも怖こわがるようにラファエルにしがみつく。

　アスラウグが数歩前に出て、門を見上げた。その後ろ姿に、ラファエルは不安を覚えずにはいられない。

　門を見上げたまま、彼かの女じよは言った。

「『七つの大罪を解き放った者は、神の力を手に入れる』」

「それは……」

「おぬしらも知っておるようだな。サルデスの王族に伝わる伝承だ。もっとも、おぬしらに会うまで、妾わらわも本気で信じていたわけではなかったが……」

　彼かの女じよの瞳ひとみは、まるで別人のように冷たい輝かがやきを宿していた。

「《白雪の山脈スノーホワイツ》の洞どう窟くつで、おぬしとセルシアの話を聞かせてもらった」

「何だと？」

「実は、妾わらわも目を覚ましていてな。はしたないとは思ったが、盗ぬすみ聞ぎきをさせてもらったぞ。ラファエル、その眼帯を外してはくれぬか？」

「……」

「そう警けい戒かいせずともよい。おぬしの左目にある《聖せい痕こん》では、この門は開けられぬ」

「何？」

「ふむ……これは知らぬのだな」

　アスラウグは言った。

「《冥めい界かいの門》が七つあるように、門を開く聖せい痕こんも七つある。この門は《怠たい惰だ》の大罪遺い跡せきにつながる門だ。そして、その鍵かぎは──」

　アスラウグは右手に着けていた白い長なが手て袋ぶくろをするりと外した。




「──妾わらわの手の中にある」




　晒さらされた右手の甲こうに、ラファエルの《聖せい痕こん》とはまた違ちがう形の──氷の結けつ晶しようを象かたどった烙らく印いんが刻まれていた。

「聖せい……痕こん……」

「城でこのことを知っている者は少ない。『悪あく魔まのしるし』を持つ女王など、公おおやけになれば騒さわぎになるからな」

　アスラウグは寂さびしげに笑った。

「今一度頼たのむ。ラファエル、その眼帯を外してはくれぬか……？」

「……」

　ラファエルは迷った末に眼帯を外した。

　晒さらされた左目は炎ほのおを象かたどった烙らく印いんに覆おおわれている。

　それを目にしたアスラウグは、生まれて初めて友を得たかのように、今にも泣き出しそうな表情になった。

「……よもや、妾わらわの他にしるしを持つ者と出会うとは思わなかった」

「それはこっちのセリフだ。アスラウグ……どうして俺おれたちをこの場所に連れてきた」

　彼かの女じよは言った。

「おぬしらに《怠たい惰だ》の封ふう印いんを解く手助けをしてもらいたい。妾わらわは力が欲ほしいのだ。ペルガモン王国を滅ほろぼすための力がな」

「お前……それがどういう意味かわかって言ってるのか？」

「もちろんだ」

　洞どう窟くつでの話を聞いていたのなら、ラファエルの目が見えなくなったことも知っているはずだ。悪あく魔まと契けい約やくするリスクを知ってなお、彼かの女じよは封ふう印いんを解きたいと言っている。

「どうしてそこまで……」

　セルシアの問いかけに、アスラウグの表情が悲しげに歪ゆがんだ。

「そうだな……少し長くなるが、おぬしたちには話しておこう。このサルデス王国で、七年前に起こったことを」

「七年前？」

「うむ。ちょうどペルガモン王国で《ドレークの惨さん劇げき》とやらが起きた頃ころのことだ。そのとき、妾わらわは十歳さいで……」

　静せい寂じやくに沈しずむ森で、アスラウグが語り始める。

「────まだ女王ではなく、王女だった」
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　聖せい暦れき一二五○年──九月。

　十歳さいになったばかりのアスラウグ・ヴォルスンガは、サルデス城のバルコニーからの眺ながめに息を漏もらした。

　眼下に広がる中庭を、五百人あまりの騎き士しが埋うめ尽つくしている。白い雪と騎き士したちの鎧よろいが、太陽の光を反射してきらきらと輝かがやいていた。

　晴はれ渡わたった空の下、中庭に整然と並ぶ騎き士したちは、皆みな、バルコニーを見上げている。しかし、彼かれらが熱い眼まな差ざしを向けているのは、王女アスラウグでもなければ、同じくバルコニーに控ひかえている騎き士し団長ヴォーデンや宰さい相しようヘイミルでもない。彼かれらを従えて中央に立つサルデス王国の女王──アスラウグの母、ブリュンヒルデ・ヴォルスンガであった。

「《炎と氷の島アルビオン》の歴史は、サルデスとペルガモンによる争いの歴史だったと言われています」

　白いドレスに熊くまの毛皮を羽織ったブリュンヒルデが美しい声を響ひびかせた。

「《預言者》の死から千二百年以上もの間、二つの国は争い合い、憎にくしみに憎にくしみに重ねてきました。ですが、それはもう過去のことです。先月、我らサルデス王国は、ペルガモン王国と同盟を結びました。この聖せい暦れき一二五○年をもってして、我々は争いの歴史に幕を閉じ、友好の歴史を《炎と氷の島アルビオン》に築いていくのです！」




　ブリュンヒルデ・ヴォルスンガが女王に即そく位いしたのは聖せい暦れき一二四○年──ちょうどアスラウグが生まれた年のことだ。

　その年、ペルガモン王国に仕し掛かけた戦いくさで先王が戦死し、王位継けい承しよう権第一位であった彼かの女じよが王位を継つぐことになった。このとき、彼かの女じよの夫も同じ戦いくさで命を落としている。

　父と夫をペルガモン王国に殺されたブリュンヒルデは、しかし、報復を望まなかった。

　戴たい冠かん式の日、サルデス城のバルコニーに立った彼かの女じよは、眼下に集った騎き士したちに、今後一いつ切さいペルガモン王国との戦いくさを禁じると宣言した。それどころか、仇きゆう敵てきであるはずのペルガモン王国と同盟を結ぶとまで言い出したのである。

　国中が騒そう然ぜんとなった。ペルガモンと同盟など組めるはずがないと民たみは笑い、組んでたまるかと騎き士しは憤いきどおり、考えが甘あますぎると臣下たちは幾いく度どとなく進言した。

　しかし、ブリュンヒルデは己おのれを曲げなかった。積極的に使者を送ってペルガモンに同盟を呼びかけるとともに、国内においても事ある毎ごとに演説し、民たみに理解を求めたのである。

　そうして一年が過ぎ、二年が過ぎ……あっという間に七年が経たった頃ころ、一つの変化があった。ペルガモン王国へ送った使者が、あちらの国の使者を連れて帰ってきたのだ。

　ペルガモンから来た使者は、アーサー・ペンドラゴン一三世から預かった親書を謁えつ見けんの間で読み上げた。簡素な内容ではあったが、アーサー王が同盟に前向きであることが、そこには綴つづられていた。

　もとよりアーサー王は、周りの臣下たちと違ちがって、サルデスとの同盟に寛かん容ようだったという。両国はいつしか親書を交かわすようになり、国内での説得に時間を要したものの、三年後──ブリュンヒルデが女王に即そく位いして十年になる先月に、歴史的な同盟を結ぶことになった。

　同盟の調停式は、城じよう壁へき都市ファーヴニルの砦とりでで行われることになった。

　女王ブリュンヒルデは、危険を顧かえりみず自みずから《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえて城じよう壁へき都市を訪おとずれた。

　護ご衛えいとして付つき添そったハールバルズたちは、ファーヴニルの門が開いたとき、感動のあまり涙なみだしたという。彼かれらが幾いく度どとなく阻はばまれ、長い歴史の中でも誰だれ一人ひとり越こえることのできなかった壁かべを、女王は越こえてみせたのだ。武力ではなく、言葉でもって。先頭に立って門をくぐるブリュンヒルデの勇姿を見て、彼かれらは一生この女王についていこうと心に誓ちかった。

　こうして、ブリュンヒルデ・ヴォルスンガの名は『鉄てつ壁ぺきを越こえた女王』として、《炎と氷の島アルビオン》全土に轟とどろくことになったのである。




　そしてこのとき、女王ブリュンヒルデは十年前の戴たい冠かん式と同じバルコニーに立っていた。しかし、中庭に立つ騎き士したちの眼まな差ざしは、当時の冷ややかなものから一変していた。

　女王は言った。

「先日、我らの同盟国ペルガモンから、《地上の大陸ジアース》より襲しゆう来らいしたラオディキア帝てい国こくの侵しん略りやくを受けていると報しらせがありました。南方にあるドレークという都市が占せん領りようされたというのです」

　騎き士したちに動どう揺ようはない。彼かれらはペルガモンの危機も、女王が何のために自分たちを集めたのかも知っていた。知った上で、ここにいた。

「今こそ、友好の証あかしを立てるときです！　我らサルデス王国は、ペルガモン王国に兵を派は遣けんし、共に帝てい国こくの脅きよう威いに立ち向かうことを、ここに宣言します！」

　凜りんとしたその声は、王国中に響ひびくのではないかと思うほどだった。

「かつての仇きゆう敵てきのために命を賭とすことを戸と惑まどう者もいるでしょう。肩かたを並べて戦うことを厭いとう者もいるでしょう。ですが、我々は踏ふみ出ださなければなりません。《炎と氷の島アルビオン》の歴史を変え、サルデス王国を平和で豊かな国にするために！」

　女王ブリュンヒルデは、緊きん張ちようした面おも持もちで眼下の騎き士したちに呼びかけた。

「陣じん頭とうには妾わらわが立ちましょう。皆みなさん、ついてきてくれますか？」

　氷の王国の騎き士したちは、女王の呼びかけに歓かん声せいでもって応えた。

「「「「「我らサルデス熊くま騎き士し団！　我わが命は偉い大だいなる女王のために!!」」」」」

　割れんばかりの大だい歓かん声せい。

　母に送られるその称しよう賛さんの声が、アスラウグには誇ほこらしかった。

　十歳さいになったばかりの王女は、手を振ふって皆みなに応える母に自分を重ねる。

　何十年後のことかはわからない。

　けれど、いつの日か母の跡あとを継つぐときが来るだろう。

　そのときは、きっと母のような偉い大だいな女王になろう。

　鳴り止やまぬ歓かん声せいの中、母の姿を目に焼き付けるアスラウグは、そうなることを信じて疑わなかった。




　女王ブリュンヒルデ率いる先せん遣けん隊が出発してから半月後、糧りよう食しよくの調達と部隊編成に追われる王都ミッドガルドに、満身創そう痍いになった一人の騎き士しが帰ってきた。騎き士しは先せん遣けん隊に名を連ねていた精せい鋭えいだった。

　アスラウグはわけもわからぬまま謁えつ見けんの間に呼ばれ、騎き士し団長や宰さい相しよう、他の臣下たちと共に、帰き還かんした騎き士しの報告を聞くことになった。

　不ふ穏おんな空気の中、傷だらけの騎き士しはアスラウグたちの前に跪ひざまずき、言った。

「我ら先せん遣けん隊は……《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえる途と中ちゆうに敵の襲しゆう撃げきに会い……壊かい滅めつしました……」

　謁えつ見けんの間にざわめきが広がっていく。

　アスラウグは彼かれが何を言っているのかわからなかった。

　わかりたくなかった。

「《白雪の山脈スノーホワイツ》で襲おそわれただと!?」

　騎き士し団長ハールバルズが怒ど鳴なり声を上げた。

「馬ば鹿かな！　なぜそんなところにラオディキア帝てい国こくの軍がいるのだ！」

「……いいえ。我々を襲おそったのは……ラオディキア帝てい国こくではありません」

　そう言って、騎き士しは赤い血がこびりついた一本の剣けんを差し出した。

「逃とう亡ぼうする際、敵から奪うばい取とった武器です……」

　ハールバルズ団長は壇だんを降り、騎き士しが差し出した剣けんを取って検あらためた。

「こ、これは……」

　そして、剣けんの鍔つばに刻まれた紋もん章しようを見て目を見開いた。

「《赤い竜りゆう》……！　ペルガモン王国の紋もん章しようではないか!?」

「ペルガモンだと!?」

　宰さい相しようヘイミルが椅い子すから立ち上がって叫さけんだ。

「どういうことだ!?　なぜペルガモンが……奴やつらとは同盟を結んだはずだぞ！」

「蛮ばん族ぞくどもめ……これが我々に対する友好の証あかしだというのか!?」

　宰さい相しようや騎き士し団長、周りの臣下たちが、空っぽの玉ぎよく座ざを取り囲んでペルガモンの裏切りに憤ふん激げきの声を上げ始める。

　玉ぎよく座ざの隣となりに座すわるアスラウグは、広間の喧けん騒そうが、どこか遠くの出来事のように思えていた。代わりに聞こえてくるのは、何かが──大切な何かが、崩くずれ去さっていく音だった。

「────母上は？」

　ぽつりと、アスラウグの声が謁えつ見けんの間に反はん響きようした。

　空気が凍こおりついたかのように誰だれもが押おし黙だまる中、アスラウグは問いを重ねる。

「母上は……母上はどこにおられるのだ!?」

「……生存者は、私だけです」

　跪ひざまずいた騎き士しは顔を俯うつむかせ、魂たましいを削そぎ落とすかのように、ひどく押おし殺ころした声で報告した。

「ブリュンヒルデ女王陛へい下かは────戦死なされました」
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　女王ブリュンヒルデ戦死の報が届けられた後、サルデスはペルガモンを救うために編成していた軍で城じよう壁へき都市ファーヴニルに攻せめ入いった。

　冬の騎き士したちの怒いかりは凄すさまじく、進しん撃げきはかつてないほど苛か烈れつであった。剣けんで斬きられようと、矢で射い抜ぬかれようと、サルデスの騎き士したちは足元の雪を赤く染めながら戦い続けた。ペルガモン王国の騎き士したちは、そんな彼かれらを『狂戦士ベルセルク』と呼んで恐おそれたという。

　サルデス熊くま騎き士し団は、鉄てつ壁ぺきのファーヴニルをついに陥かん落らくせしめようとしたが、あと一歩のところで邪じや魔まが入った。ティアテラ王国の騎き士し団が戦線に合流したのである。

　ティアテラはペルガモンの古くからの友好国だ。有事の際は互たがいに国土を守り合うと約束を交かわしている。

　ペルガモンの残兵にティアテラの援えん軍ぐんが加わったことで、そのときすでに満身創そう痍いだったサルデス熊くま騎き士し団は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　ペルガモンとティアテラはラオディキア帝てい国こくとの戦いが控ひかえていたため、追つい撃げきされることはなかったが、サルデス王国が被こうむった被ひ害がいは、なお甚じん大だいだった。

　何より、女王ブリュンヒルデの死は王国に深い絶望を与あたえた。

　アスラウグの戴たい冠かん式が行われたのは、その頃ころのことだ。ブリュンヒルデの娘むすめである彼かの女じよに即そく位いさせることで、敗戦から民たみの目を逸そらすのが狙ねらいだった。

　アスラウグの即そく位いを心の底から祝福する者など皆かい無むだったが、それでも戴たい冠かん式はつつがなく行われた。

　大司教の手によって、十歳さいの娘むすめには大きすぎる王おう冠かんがアスラウグの頭に載のせられると、謁えつ見けんの間に乾かわいた拍はく手しゆが響ひびいた。

　そうして、アスラウグ・ヴォルスンガは女王になった。

　想像していたよりも、ずっと早く。
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「────それが、七年前のサルデスに起こったすべてだ」

　雪に包まれた森の中、語り終えたアスラウグの目から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「母上は《炎と氷の島アルビオン》に平和をもたらそうとしたのだ。愛する者を殺された恨うらみを押おし殺ころして……そうして、ようやく同盟を成なし遂とげたというのに、ペルガモン王国は母上を裏切ったのだ！」

　かつて王女だった者の悲痛な叫さけびが、森の静せい寂じやくをかき乱す。ラファエルたちは、言葉をかけることができなかった。

　アスラウグは涙なみだを拭ぬぐい、荒あらい息を鎮しずめて、告げた。

「妾わらわたちは、近々ペルガモン王国に戦いくさを仕し掛かけるつもりだ」

「戦いくさだと……？」

「妾わらわが即そく位いしてから二度目になる。五年前に仕し掛かけたときは、アーサー王が率いるペルガモン王国軍に遅おくれを取ったが、此こ度たびはそうはいかぬ。何しろペルガモン王国は混乱の最さ中なかにあるのだからな」

　涙なみだで目を腫はらしながらも勝かち誇ほこった様子で、アスラウグは言った。

「《ペルガモン城の大火》……王都の城で火事が起こり、ガラハッド・グレイル騎き士し団長までもが命を落としたというではないか」

「お前、どうしてそれを……」

「ペルガモン王国には、我わが国くにの間かん者じやが潜もぐり込こんでいる。無論、放った間かん者じやがサルデスに戻もどってこなくては情報は得られぬが、命の危険を顧かえりみなければ、ファーブニルを通らない山やま越ごえの道もあるゆえな。そちらの情勢を知ることも、全く不可能というわけではない」

　アスラウグは口元に笑えみを湛たたえた。

「聞けば、火事の数日前には、ラオディキア帝てい国こくとの聖戦と称しようして、多くの戦力を南東に派は遣けんしたというではないか。これは好機だ。今こそペルガモン王国と相まみえ、母上の仇あだを取るときが来た。だからこそ、万ばん全ぜんを期さねばならぬ。狼おおかみの群れから妾わらわを助けた炎ほのお……あのような奇き跡せきを起こす力があれば、ペルガモン王国など、もはや恐おそるるに足らぬ」

「それで封ふう印いんを……」

　セルシアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「俺おれにペルガモンを滅ほろぼす手助けをしろっていうのか？」

　ラファエルの問いに、アスラウグは迷いもなく頷うなずいた。

「その通りだ。ラファエル・ルーサー」

「……」

「何を驚おどろくことがある。《ペルガモン城の大火》のことを知っているのだ。当然、騎き士し団が手配した賞金首のことも知っている。『少女を連れた眼帯の男』……初めておぬしを見たとき、まさかと思ったが……やはりそうであったか。ラファエル、おぬしが悪あく魔まの力で城を燃やしたのだろう？」

「……違ちがう。俺おれじゃない」

「だが、多額の賞金が掛かけられているのは事実だ。どちらにしても、おぬしはもうペルガモンには帰れまい。ならば、いっそのこと国に仇あだなすのも悪くなかろう。サルデスでの暮らしと、十分な報ほう酬しゆうを出すことは約束する。おぬしらが望むなら、戦いくさで奪うばったペルガモンの領地を分わけ与あたえてもよい」

　アスラウグは、熱のこもった目でラファエルを見つめた。

「女王である妾わらわが聖せい痕こんを持ち、あの雪山でおぬしと出会ったのは、きっと運命だ。頼たのむ、ラファエル。妾わらわに手を貸してくれ」

　ラファエルは傍かたわらにいるイブを見た。イブは《冥めい界かいの門》を怖こわがって、彼かれにしがみついたままだ。

　白い息を吐はき、ラファエルは言った。

「断る」

「……え？」

「断るって言ったんだ」

「な、なぜだ!?」

　狼狽うろたえるアスラウグ。ラファエルは怖こわがるイブの肩かたを抱だき寄せて言った。

「俺おれとイブは《ドレークの惨さん劇げき》の生き残りだ。ラオディキア帝てい国こくに故郷の街を滅ほろぼされた」

　記き憶おくにあるのは、どこまでも続く火の海と死体の山。

　忘れたくても忘れられない、地じ獄ごくのような光景だ。

「アスラウグ……てめえは俺おれに、あれをやれっていうのか？」

　憤ふん怒ぬに燃える緋ひ色いろの瞳ひとみに睨にらまれて、アスラウグがわずかに後ずさった。

「そ、そんなつもりは……。知らなかったのだ、おぬしらが生き残りだったなんて……。セ、セルシア、おぬしも何か言ってくれ！」

　アスラウグの縋すがるような目に、セルシアは首を横に振ふった。

「ご協力できません。ペルガモン王国には私が世話になった方もいます。彼かれらを裏切るわけにはいきません」

「っ……もうよい!!」

　アスラウグが叫さけび、背後に聳そびえる《冥めい界かいの門》を見上げた。

「おぬしらに話した妾わらわが愚おろかであった！　こうなれば妾わらわ一人でも……！」

　そのとき、門に近寄ろうとした彼かの女じよの服の袖そでをイブが摑つかんだ。

「だめだよ」少女はアスラウグを引っ張り、首を振ふる。「行っちゃだめ」

「イブ、おぬしまで……」

　アスラウグの肩かたから力が抜ぬけた。

　力を失ったように、彼かの女じよは雪の地面に座すわり込こむ。真っ白な雪に、ぽたり、ぽたりと涙なみだが零こぼれ、凍こおりついた。

「どうして……どうしてわかってくれぬのだ……！　妾わらわは……妾わらわは母上を裏切った奴やつらに復ふく讐しゆうしたいのだ！　おぬしらも復ふく讐しゆうのためにサルデスに来たと言っていたではないか！　ならば、わかるだろう？　ペルガモン王国を滅ほろぼす他に、母の無念を晴らす術すべはない!!」

「好きにしろ」

　ラファエルは突つき放はなすように言った。

「俺おれにお前を止める資格はない。ただ……もし、お前がまだ……母親のような女王になりたいなら……」

　────やめておけ。

　そう続けようとして、ラファエルは口を噤つぐんだ。

　いったいどの口が言おうというのか。

　けれど、彼かの女じよを見ていると、かつての自分を思い出さずにはいられない。

　父のような騎き士しを夢見た、幼い頃ころの自分を。

　少女のように泣きじゃくるアスラウグの頭を、イブがやさしく撫なでた。

「……お城に帰ろ？」

　イブの言葉に、アスラウグは涙なみだを流しながら、こくりと小さく頷うなずいた。
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「母上は、どうしてペルガモン王国と同盟を結ぼうと考えたのですか？」

　アスラウグがそう聞いたのは、七年前、母が先せん遣けん隊を引き連れて出しゆつ陣じんする前夜のことだった。

　どれほど多た忙ぼうなときであっても、母は毎晩、ベッドに入ったアスラウグに聖書を読み聞かせてくれた。普ふ段だんは一節分を読み上げると部屋を出て行ってしまうのだが、今夜ばかりはそれが名残なごり惜おしく、引き止めるように訊きいたのだった。

「叔父おじ上に聞きました。妾わらわの父上はペルガモン王国との戦いくさで亡なくなったのだと……。父上がどんな御お方かただったのか、妾わらわはよく知りませぬが……母上は、父上を愛していられたのでしょう？　なのに、どうしてペルガモン王国を赦ゆるすことができたのですか？」

　突とつ然ぜんの問いかけに母は驚おどろいたようだったが、ふっと微笑ほほえみを浮うかべ、アスラウグの青い髪かみをやさしく撫なでた。

「貴女あなたがいたからです、アスラウグ」

「妾わらわが？」

「ええ。あの人を戦いくさで失ったとき、妾わらわは悲しみ、それ以上にペルガモンを恨うらみました。必ず仇かたきを取るのだと、そう考えたこともあります。ですが、女王になって、生まれたばかりの貴女あなたを腕うでに抱だいたら、全く別の想おもいが湧わき上あがってきたのです」

　母は言った。

「貴女あなたのために、サルデスを少しでも豊かな国にしたい……。氷と雪に覆おおわれたサルデスが豊かになるためには、隣りん国ごくと争うのではなく手を取り合って暮らすべきです。だからこそ、妾わらわはペルガモン王国と同盟を結ぼうと決意しました。この十年間、上手うまく行かず挫くじけそうになったこともありますが、貴女あなたのことを思えば頑がん張ばることができました。妾わらわは一国の女王である前に、貴女あなたの母なんです。だから、アスラウグ。今日のサルデス王国があるのは、貴女あなたのおかげでもあるのですよ」

「本当ですか？」

「ええ」

　何をしたわけでもないが、褒ほめられたことがただ嬉うれしくて、アスラウグははにかんだ。頭を撫なでてくれる母の手が心地ここちよかった。

「さぁ、もう夜も遅おそいですから。そろそろおやすみなさい」

「はい……」

　明朝になれば、母は城を発たってしまう。

　そう思うと、不安が胸の内で膨ふくれ上あがった。

「母上……帰ってきてくれますよね？」

「もちろんです。貴女あなたに妾わらわのような悲しい想おもいはさせません。それに……」

　母はこっそりと内ない緒しよ話ばなしをするように、アスラウグの耳に顔を寄せた。

「妾わらわの夢はね、アスラウグ。平和で豊かになったこの国で、貴女あなたが女王になる瞬しゆん間かんを、この目で見ることなのです。その日まで、決していなくなったりはしません」

　アスラウグは嬉うれしさで耳まで赤くした。

「母上！　妾わらわはきっと、母上のような女王になります！　民を愛し、民たみに愛される偉い大だいな女王に！　ですから、見守っていてください！」

「ええ。きっと」

　母の穏おだやかな笑え顔がおは、アスラウグの不安を吹ふき飛とばしてくれた。

　それが母と交かわす最後の言葉になることを、そのときの彼かの女じよは知らなかった。
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「へ…………か……」

　深い闇やみの中、アスラウグ・ヴォルスンガは低い声を聞いた。

「……いか……陛へい下か────！」

　誰だれかが母を呼んでいる。

　呼び声につられるように彼かの女じよも母を探そうとしたが、目の前に広がるのは暗くら闇やみばかりだった。意識は再び薄うすれ、母を呼ぶ声も次し第だいに遠のいていく。

　安らかな闇やみの底へ沈しずんでいくアスラウグの意識を引き上げたのは──

「アスラウグ女王陛へい下か！」

　母ではなく彼かの女じよ自じ身しんの名を呼ぶ声だった。

「…………ん……」

　うっすらと目を開き、アスラウグは、三度瞬またたきをした。

　霧きりのかかったような景色が、次し第だいに色と輪りん郭かくを帯びていく。

　謁えつ見けんの間だった。石造りの広間に柱が立ち並び、取り付けられた燭しよく台だいで炎ほのおが揺ゆれている。

「お目覚めになりましたか、陛へい下か？」

　玉ぎよく座ざの右席に腰こし掛かける叔父おじヘイミルが、呆あきれ混じりに言った。

　──アスラウグ女王陛へい下か。

　彼かの女じよが母の後を継つぎ、女王と呼ばれるようになってから、もう七年が経たつ。しかし、いまだにアスラウグは『女王陛へい下か』という呼び名にも、玉ぎよく座ざからの眺ながめにも慣れることができずにいた。まるで自分のことではないかのような、悪い夢を見続けているような、そんな奇き妙みような感覚が常に付つき纏まとう。

「あぁ……眠ねむっていたか。すまぬ、叔父おじ上」

　アスラウグが欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら言うと、亡なき母の弟──宰さい相しようヘイミル・ヴォルスンガは、文官に似つかわしくない精せい悍かんな顔を彼かの女じよに寄せて、ぼそりと言った。

「公務の場で、そう呼んではならないと言っただろう」

「そうか……そうだったな……。まだ寝ねぼけているようだ」

　懐なつかしい夢を見た。

　母と交かわした最後の言葉。

　なぜ今になってそのような夢を見たのだろう。

　きっと、昨日の出来事のせいだ。

　アスラウグは顔が赤くなるのを感じた。

　昨日──《冥めい界かいの門》で泣きじゃくった後、アスラウグはラファエルたちに連れられて城に戻もどってきた。泣いた顔を臣下に見せるわけにもいかず、それから先は食事も取らず、一人で自室にこもっていたのだった。

「陛へい下か？」

「ああ、いや。なんでもない」

　アスラウグは頭を軽く振ふり、居い眠ねむりをする前のことを思い出すことにした。

　たしか──民との面会に臨のぞんだはずだ。

　サルデス王国では、週に一度、民たみから直接意見を聞く場を設けている。先代女王ブリュンヒルデが即そく位い直後から始めた行事だ。

　五組目の者たちが部屋に入ってきたところまでは覚えているが、その後の記き憶おくがあやふやだ。そのあたりで眠ねむってしまったのだ。

　今、玉ぎよく座ざの前に民たみはいない。居い眠ねむりをしている間にヘイミルがうまく取とり繕つくろって、退室させたのだろう。

「叔父おじ……こほん。ヘイミル。今、何組目だ？」

「六組目です」

「あと何組いるのだ？」

「次が最後です。ご準備はよろしいですか」

　ふぅと息を漏もらし、アスラウグは姿勢を正した。

「ああ。──通せ」

　アスラウグが命じると、入り口に立つ騎き士しが木製の扉とびらを開けた。

　廊ろう下かに控ひかえていた一人の老人が広間に通され、女王アスラウグの前で膝ひざをつく。

「メルサス村の村長、トルケルと申します。この度たびは女王陛へい下かに拝はい謁えつをたまわり──」

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつはよい。用件を申せ」

「は、はい……」

　困こん惑わくしながら顔を上げたトルケル老は、わずかに躊ちゆう躇ちよを見せた後、

「冬を越こすための食しよく糧りようをいただきたいのです」

　意を決して、アスラウグにそう申し出た。

「今年は例年よりも寒さが厳しく、作物の収しゆう穫かく量が激減いたしました。上納品を納めるだけでも精せい一いつ杯ぱいで……すでに村には食しよく糧りようがほとんど残っておりません。このままでは長い冬を越こすことは到とう底てい叶かなわず……ほんの少しでもよいのです、我々に食しよく糧りようをお分けいただけないでしょうか？」

　トルケルにとっては一世一代の申し出だったのだろうが、アスラウグが最初に胸に抱だいたのは、「またか」という憂ゆう鬱うつな想おもいであった。

　彼かれを含ふくめ、今日、城に訪おとずれた民たみが具ぐ申しんしたのは、いずれも『食しよく糧りようが足りない』という内容だった。先週も、先々週も、さらにその前も、同じ申し出を彼かの女じよは受けている。あまりに同じ内容が続くものだから、不覚にも居い眠ねむりをしてしまった。

　サルデス王国は一年のほとんどを氷雪に覆おおわれており、例年のように食しよく糧りよう不足に見み舞まわれている。それでも彼かの女じよが即そく位いしてからの七年間で、これほど、民たみから食しよく糧りようを求められたことはなかった。彼かれらが言うように、今年は不作だったのだろう。

　しかし──。

「ならん」

　冷れい酷こくに拒きよ絶ぜつしたのは、アスラウグではなく、宰さい相しようである叔父おじヘイミルだった。

「よもや食しよく糧りようを恵めぐんでほしいなどと申し出るとは……貴き殿でんは誇ほこり高たかきサルデスの民たみとして恥はずかしくないのか？」

「い、いえ……。ですが、このままでは我々は……」

「我わが国くには不作が起きやすい。その程度のことは、とうの昔にわかっていたはずだ。だというのに、なぜ昨年のうちに備び蓄ちくをしておかなかった。より多くの作物が取れるよう、工く夫ふうをしてこなかった。村が苦境に立たされているのは、そこに住まう貴き殿でんらの精しよう進じんが足りないからだ」

　暴論であった。

　備び蓄ちくや工く夫ふうはしてこなかったのではなく、できなかったのだ。度たび重かさなる敗戦と数年前に引き上げた税のために、民たみの暮らしは苦しくなるばかりだ。

　ヘイミルとて、それぐらいのことは承知しているはずだ。しかし、彼かれはあくまで冷たく糾きゆう弾だんする。

「残念ながら、城の備び蓄ちくにも余よ裕ゆうはない。この状じよう況きようで民たみに食しよく糧りようを分わけ与あたえては、我々まで倒たおれかねない。城が倒たおれるということは、すなわちサルデス王国が倒たおれるということだ。トルケル殿どの、貴き殿でんは国を滅ほろぼす覚かく悟ごがおありか？」

「そ、そんな……」

　顔を青ざめさせ、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすトルケルにヘイミルは低い声で言った。

「村にできる施ほどこしはない。だが、せめて冬の寒さが厳しくならないよう、司祭に祈いのらせよう。──それでよろしいですね、女王陛へい下か？」

「……うむ」

　トルケルが縋すがるように悲鳴を上げた。

「お願いです、ヘイミル様！　どうか……どうか我々にご慈じ悲ひを……！」

　ヘイミルに詰つめ寄よろうとしたトルケルを、左右に控ひかえていた騎き士したちが取とり押おさえた。

「連れて行け」

　命じられた騎き士したちが、泣なき崩くずれる老人を引きずるようにして連れていく。

　扉とびらが閉じてからも、アスラウグには老人の悲鳴が、謁えつ見けんの間に残ざん響きようしているように感じられた。

「……叔父おじ上」

「だから、その呼び方はやめなさいと言っただろう。……どうした？」

「さすがに可哀かわい想そうではないか？」

「何のことだ」

「食しよく糧りようのことだ。叔父おじ上は『城の備び蓄ちくに余よ裕ゆうがない』というが、数年前に税を引き上げて以来、いざというときの備び蓄ちくには事欠かないはずだぞ」

「その『いざというとき』が間もなく来る。ペルガモンとの戦いくさに臨のぞむには、今でも足りないぐらいだ」

「しかし、多くの民たみが食しよく糧りようの不足を訴うつたえているのだ。戦いくさのためとはいえ、先に民たみの方が疲ひ弊へいしてしまう」

「いったいどうしたんだ。お前も此こ度たびの戦いくさには賛意を示していたはずだろう」

「それは……」

「まさか、あの異国人たちに妙みようなことを吹ふきこまれたのではあるまいな？」

「そ、そんなことはない！　そんなことはないが……」

「アスラウグ」

　宰さい相しようヘイミルは、姪めいの我わが儘ままを窘たしなめた。

「政まつりごとは私に任せておけばいい。これまでもそうしてきただろう？」

「……」

「さぁ、今日の謁えつ見けんは終わりだ。疲つかれただろう？　湯浴みをして、部屋で休みなさい」

　微笑ほほえみを浮うかべる叔父おじに、アスラウグは黙だまって玉ぎよく座ざを立った。

　高座を降り、左右に並ぶ騎き士したちの敬礼に見送られながら、謁えつ見けんの間を歩いて行く。

「あまり夜よ更ふかしをするんじゃないぞ」

　背中越ごしにかけられた叔父おじの言葉に、

「気をつける」

　と、アスラウグは答え、騎き士しが開けた扉とびらをくぐって廊ろう下かに出た。

　左右に伸のびる廊ろう下かは、等とう間かん隔かくに並べられた燭しよく台だいの炎ほのおで仄ほのかに明るい。

　通路を右に歩き出そうとしたアスラウグは、さきほどの老人の泣き咽むせぶ声が漂ただよってくることに気がつくと、逃にげるように背を向け、反対方向に足を早めた。

　夢に見た母の言葉が、頭から離はなれなかった。
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「七つの門に七つの聖せい痕こん……か」

　サルデス城の客室で、ラファエルとセルシアは昨日の出来事を話し合っていた。イブは暇ひまを持て余し、ベッドの上でごろごろしている。

「クルセウスたちがどうやって門を開けるつもりなのかわかってなかったが、俺おれ以外にも聖せい痕こんを持ってる奴やつがいるなら説明がつく。大罪の封ふう印いんを解くためには、《冥めい界かいの門》だけじゃなく聖せい痕こんを持ってる奴やつも見つけなきゃならないってわけか……」

「だとすれば、私たちはサルデス王国にある門と聖せい痕こんを見つけたことになりますね。この後、どうしましょうか？」

　セルシアの問いかけに、ラファエルは顎あごに手をやって考えこんだ。

「昨日、あのまま冥めい界かいの門に張はり込こむって手もあったけどな……」

「食しよく糧りようもテントもなしでは、兄様たちが来る前に私たちが凍こごえ死しんでしまいますよ」

「となると……アスラウグの近くにいるしかねえか」

　ラファエルは言った。

「あいつの聖せい痕こんが門を開けるために必要なら、クルセウスたちがこの城に現れる可能性は高い。問題は……俺おれたちが監かん禁きんされてるってことか」

　ラファエルは溜ため息いき混じりに言う。

　昨日勝手に部屋を抜ぬけ出だしたことで、部屋の外には相変わらず監かん視しの騎き士しが立っている。

　必要最低限の食事は出されるが、行動の自由はまったくといっていいほどなかった。

「アスラウグさんの方から来てくれることを祈いのるしかありませんが……昨日、気まずい別れ方をしてしまいましたからね……」

「まぁな……」

　打つ手もなく二人が黙だまり込んだとき、部屋の扉とびらがノックされた。

「誰だれだ？」

「……妾わらわだ」

　扉とびら越ごしに聞こえてきたアスラウグの声にラファエルとセルシアが顔を見合わせる。

「アスラウグだ！」

　イブがベッドから跳はね起おきた。

　扉とびらに駆かけ寄より、勢い良く開けると、女王アスラウグがうつむきがちに立っていた。

「いらっしゃーい！」

「……邪じや魔まするぞ」

　後ろでうろたえている騎き士したちを置いて、アスラウグが部屋に入ってきた。イブがばたんと扉とびらを閉める。

　四人だけの密室に、気まずい沈ちん黙もくが落ちた。

「……」

「……」

「……」

「？」

　イブだけは、どうして皆みなが黙だまっているのかわからず首を傾かしげる。

「き、昨日は、その……取り乱して、悪かった……」

　重い沈ちん黙もくの中、頰ほおを染めたアスラウグが口を開いた。

「……それで、何の用だ？」

「うむ……こんなことをおぬしらに話しても仕方ないかもしれぬが……夢を見たのだ」

「夢？」

「母上の夢だ。母上と……最後に会った日の夢……」

　そこでアスラウグはうつむいてしまった。まだ気持ちの整理がついていないのかもしれない。すると、イブがアスラウグの服の袖そでを引っ張った。

「む……どうしたのだ？」

「アスラウグ。あのね、イブ、お外行きたい」

「外？」

「うん！」

「気にすんな」ラファエルは言った。「新しい場所に行くと、いつも見て回りたがるんだ」

「外か……」

　アスラウグは急に考えこみ、それから思い立ったように手を叩たたいた。

「よし、イブの頼たのみというのなら仕方がない。妾わらわが連れて行ってやろう」

「ほんと!?」

「うむ。本当だ」

「やったぁ！」

　セルシアが慌あわてて言った。

「いいんですか？　私たちを城外に出して」

「城の外というなら、昨日すでに連れ出しているではないか」

「それはそうですが……サルデスの人々は異国人を憎にくんでいるのでしょう？　危険ではないですか？」

「何、フードで顔や髪かみを隠かくしておけば問題はあるまい。サルデスは寒いからな。室内でもフードをかぶっている者も珍めずらしくないらしいぞ」

「らしい？　お前、自分の国のことだろ？」

「仕方ないではないか。妾わらわも滅めつ多たに城外には出ないのだ」

「何？」

「とにかく、昨日の詫わびと思ってくれればよい」

　アスラウグは、どこか無理をしているようにも見えた。外に出て気分を変えたいのは、彼かの女じよの方なのかもしれない。

「さぁ、そうと決まればすぐに発たとう。こういうことは思い立ったときに滑すべり出ださねばな」
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　それから数分と経たたないうちに、ラファエルたちはアスラウグに連れられて王都の街路を歩いていた。

「本当にやりやがった……」

　引き止めようとした騎き士したちを女王の命令の一ひと言ことで片付けて、アスラウグは無理矢理ラファエルたちを外に連れ出したのだ。その無む茶ちや苦く茶ちやぶりは、アスラウグよりも、むしろラファエルとセルシアの方が精神をすり減らされたくらいだった。

　当の本人は、イブと手を繫つないで雪道を歩いている。

「それにしても、二人は仲が良よいですね」

　フードをかぶった二人の後ろ姿を眺ながめて、セルシアが微笑ほほえましげに言った。きゃっきゃと笑いながら歩くイブとアスラウグは、まるで仲の良よい姉し妹まいのようだ。

「同じ子供ガキ同士、気が合うんだろ」

「アスラウグ様は私と同い年だと聞きましたが……？」

「そういう意味じゃねえよ」

　静かな街を四人は歩く。

　白い息が宙に溶とけ、耳を澄すませば雪の降る音が聞こえてきそうだった。

「おい、どこまで行くんだ？」

　先を行く二人に声をかけると、アスラウグが振ふり向むいた。

「イブがこの店に入りたいそうだ」

　そう言って彼かの女じよが指差したのは、大通りに面した建物だった。見慣れない看板だが、店構えを見る限りは酒場か食堂だろう。

「あのね、ここ来たときね、いい匂においがしたの！」

　店を指さし、イブがぴょんぴょんと跳はねる。

　彼かの女じよが言っているのは、最初に王都を訪おとずれたときのことだ。橇そりに乗せられて城へ連れて行かれるまでの間、イブは興味深そうに王都を眺ながめていた。あれからずっと街に出てみたかったのだろう。

「イブ、中では静かにしてろよ」

「うん!!」

「……」

　万が一、ペルガモンの人間だとバレたら危険だが、楽しそうにしているイブを今さら止める気にもなれなかった。

　四人はフードをかぶり直して店内に入った。

　扉とびらを開けてすぐに、美味おいしそうな匂においが鼻をくすぐった。

　どうやら酒場のようだ。

　ロウソクと暖だん炉ろに火が灯ともる薄うす明あかるい店内。外よりましとはいえ肌はだ寒ざむく、テーブルを囲む客たちの中には、外がい套とうのフードで耳まで覆おおっている者も少なくない。これならば、顔を隠かくしていても不思議に思われないだろう。

　店内を見回し、セルシアが小声で囁ささやいた。

「……ペルガモンの酒場とは、ずいぶん雰ふん囲い気きが違ちがいますね」

「ああ」

　ラファエルも同感だった。

　酒場といえば客たちが喧やかましく騒さわいでいるものだと思っていたが、この店はあまりにも静かすぎる。

　そもそも店主からして、やる気と愛あい想そが感じられない。店に入ってきたラファエルたちに声をかけるどころか、目を向けさえもしなかった。客もほとんどが老人で、一人で黙もく々もくと飲んでいる。複数人で来ている者たちも、まるで密談でもするように、ぼそぼそとした小さな声で話し合っていた。

　ラファエルたちは、奥おくの空いていた席に座すわったが、待てども待てども注文を取りに来ない。店主が一人で切り盛りしている店のようで、ウェイターはいないようだった。

「……おい、アスラウグ。どうすりゃいいんだ？」

「わからぬ。言っただろう、妾わらわもめったに王都に出ないのだ」

　周りの雰ふん囲い気きのせいで、ラファエルたちまで密ひそやかに声を交かわした。

　ちょうどそのとき、客の一人が店主に声をかけ、一杯ぱいの酒を出してもらっていた。

「うむ。店主に直接注文しにいかなければならないようだな。妾わらわが頼たのんできてやろう」

「私が行きます」

「お前の髪かみが一番目立つくせに何言ってんだ。俺おれが行く」

　二人を引き止め、ラファエルが席を立ったときだった。

「──聞いたかい、今日の謁えつ見けんの話？」

　そんな囁ささやき声ごえが耳に届いた。

　やや離はなれた席で、三人の初老の男が顔を突つき合あわせて愚ぐ痴ちをこぼしていた。もともと明るくない店内だが、彼かれらの周りにはよりいっそう陰いん鬱うつな空気が漂ただよっている。

「やはり、食しよく糧りようは分けてもらえなかったらしいな」

「普ふ段だんからたくさん税を取っているんだから、少しぐらいくれてもよいだろうに」

「何でも戦いくさが近いらしいぞ。それで大量の食しよく糧りようが必要だとか」

「戦いくさ？　ついにペルガモンが攻せめて来るのか？」

「いや、こちらから仕し掛かけるんだ」

「冗じよう談だんだろう？」

「騎き士し団に入れられた倅せがれが言ってた。間ま違ちがいない」

「馬ば鹿かな。前の戦いくさで何人死んだと思っているんだ」

「うちの村も働き手を奪うばわれた。これ以上、若わかい衆しゆうを連れて行かれたら、たまったものではない……」

　サルデスがペルガモンに攻せめ入いるという話は、王都の民たみたちにも知れ始めたようだ。王国中で噂うわさになるまで、さほど時間はかからないだろう。

「アスラウグ様も、いったい何を考えておられるのか……」

「何も考えておられまいよ。実質、この国を取り仕切っているのは宰さい相しようのヘイミル様だ」

　辛しん辣らつな言葉に、アスラウグが目を見開いた。

　すぐそこに女王がいるとも知らず、彼かれらはアスラウグを非難し続ける。

「若いからといって、あれではな……」

「まったくだ。女王としての自覚などないのだろう」

「今の女王をブリュンヒルデ様が見たら、きっと涙なみだを流されるだろう。あぁ……ブリュンヒルデ様さえ生きておられたら……」

　俯うつむいたアスラウグの表情はラファエルには見えなかった。けれど、膝ひざの上に載のせられた彼かの女じよの両手は、固く握にぎり締しめられて震ふるえていた。

「……店を出るぞ」

　ラファエルは、席についているセルシアとアスラウグに言った。

　だが、イブがいない。

「……なんだ、お前？　どこの子こ供どもだ？」

　その声は、アスラウグを非難していた三人組の席から聞こえてきた。

　彼かれらの前にイブが立っていた。

「アスラウグのこと、悪く言わないで」

　むっとして言うイブに、男たちは面食らったが、彼かれらの一人がフードに隠かくされた髪かみを見て目の色を変えた。

「おい、この子の髪かみ……！」

　男がイブに手を伸のばし、フードを引ひき剝はがした。

「わっ……！」

　サルデスでは見られない栗くり色いろの髪かみが露あらわになると、男たちは驚おどろきのあまり椅い子すを跳はね飛とばして立ち上がった。

「こいつ、ペルガモン人だ！」

「ほ、本当だ！」

　黙もく々もくと酒を飲んでいた他の客たちも騒さわぎに気づいて立ち上がる。

「イブ！」

「イブさん！」

　ラファエルとセルシアが慌あわてて駆かけ寄より、イブを抱だき寄せる。

「おい、こいつらも異国人だ！」

「どうしてこんなところに……！」

「私たちの国から出て行け！」

　あれほど静かだった客たちが、罵ば声せいと怒ど声せい、そして手元にある皿やジョッキを人の輪に投げ入れ始めた。

　投なげ込こまれたジョッキの一つが、イブの額にぶつかった。

「──いたっ！」

　手で額を押おさえて、イブが床ゆかにうずくまった。

「イブ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「うん……だいじょぶ」

　イブが頷うなずいて顔を上げる。

　すると、額から流れ出た血が、ぽたりと床ゆかに落ちた。

「ッ……！」

　かっとなったラファエルの腕うでを、セルシアが押おさえた。

「離はなせ、セルシア！」

「いけません！　抑おさえてください！」

　アスラウグの口くち利ききがあっても、王都の民たみに手を出せば処しよ刑けいは免まぬがれない。

　いつの間にか三人は、サルデス人に取り囲まれていた。

　永遠に続くかに思えた憎にくしみの声を断たち切きったのは、




「────やめよ!!」




　一人の少女の叫さけび声ごえだった。

　店内は水が打ったように静まり返り、人々はおそるおそる声の主を見た。

　アスラウグが、フードを払はらい、その顔を人々に晒さらした。

「その者たちは妾わらわの友人だ。それ以上、侮ぶ辱じよくすると許さぬぞ」

「あ、アスラウグ女王陛へい下か……!?」

　蜘蛛くもの子を散らすように、ラファエルたちの前から客たちが離はなれていく。その場に残ったのは、アスラウグを非難していた三人の男だけだった。彼かれらは自分たちの非難が彼かの女じよに聞こえていたと悟さとると、顔を真っ青にして床ゆかに頭をつけた。

「も、申し訳ありません、アスラウグ様！」

「とんだご無礼を！」

「どうか……どうかお許し下さい！」

　必死に謝あやまる民たみを見て、アスラウグは泣きそうな顔になった。

「顔を上げよ。いや……上げてくれ、頼たのむ」

　しかし、彼かれらは顔を上げようとしない。

　アスラウグは小さく嘆たん息そくした。

「ラファエル、セルシア。イブを連れて店を出よう」

「ああ」

「……はい。イブさん、歩けますか？」

「うん」

　ラファエルとセルシアが、イブを連れて出口へ向かう。

　アスラウグは、頭を下げ続ける彼かれらに「すまぬ」と声をかけ、ラファエルたちの後に続いた。
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　はらはらと雪が舞まう道を四人は歩いて行く。

　少し歩いたところで、アスラウグはイブを呼び止めた。

「イブ、怪け我がを見せてみよ」

「……ん」

「少し切れておるな……よし」

　アスラウグは手て袋ぶくろを外し、氷の聖せい痕こんが刻まれた右手でイブの怪け我がに触ふれた。

　一いつ瞬しゆん、イブはびくりとしたが、すぐに心地ここちよさそうに表情を緩ゆるめる。

「何してんだ？」

「まぁ、見ておれ。……うむ、こんなところか」

　彼かの女じよが手を離はなすと、イブの額にあった切り傷は、わずかな血の痕あとを残して綺き麗れいに消えていた。イブが傷があった場所に手を当て、笑った。

「いたくない！」
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「お前……今のは……？」

「不思議だろう？」

　アスラウグは右手ての甲こうに刻まれた聖せい痕こんを見つめた。

「妾わらわにもよくわかっていないのだが……この右手で触ふれると、怪け我がの回復を早めることができてな。多少の怪け我がなら治すことができる。まぁ、聖せい痕こんを見せるわけにもいかぬから、あまり使ったこともないが」

　ラファエルは、サタンと契けい約やくする以前、自分の左目がどんな暗くら闇やみでも見通せたことを思い出した。あれはもしかしたら、聖せい痕こんがもたらした力だったのかもしれない。

「ありがとう、アスラウグ！」

「いや……妾わらわのせいだ。すまなかった」

「アスラウグ？」

　アスラウグは立ち上がり、ラファエルたちに言った。

「城で、母上の夢を見たと言っただろう？」

「……ああ」

「母上と最後に話したとき……妾わらわは約束したのだ。『民たみを愛し、愛される偉い大だいな女王になる』と……。なのに、現実はあの者たちが言っていた通りだ。政まつりごとは叔父おじ上に任せきり。民たみの暮らしを知らず、彼かれらの声に耳を傾かたむけようともしない。怠たい惰だな女王。今の妾わらわを母上が見たら、さぞ悲しむに違ちがいない……」

「アスラウグ……」

　舞まい散ちる雪が肩かたにかかって溶とけていく。

「……決めた」

　やがてアスラウグは、眠ねむりから目を覚ますように言った。

「戦いくさはやめだ。ペルガモンが母上にしたことは許せぬが、民たみを犠ぎ牲せいにしてまで復ふく讐しゆうを果たすべきではない。母上もそんなことを望んでおらぬだろう」

「本当ですか？」

「うむ。だが……この国の実権を握にぎっているのは叔父おじ上だ。此こ度たびの戦争も、もとは叔父おじ上が発案したものでな。おそらく妾わらわ一人では、戦いくさを止めることはできぬだろう。だから……おぬしらに頼たのみがある」

「頼たのみ？」

　アスラウグは、力強い眼まな差ざしを三人に向けた

「妾わらわが戦いくさを止める手助けをしてぬだろうか？　母上が死んだ雪山で、おぬしらに──ペルガモンとティアテラの者に命を救われたのは、やはり運命だ。進むべき道を誤った妾わらわを、母上が止めようとしてくれたのだろう。どうか頼たのむ。妾わらわに手を貸してくれ……！」

　アスラウグが深々と頭を下げた。慌あわてたのはセルシアだ。

「顔を上げてください、アスラウグ様」

「やめろ、アスラウグ」ラファエルは言った。「悪わりぃが、俺おれは運命なんて信じちゃいねえし、ペルガモンとサルデスの戦争にだって興味がねえ」

「ラファエル……！」

「だが──」

　言い過ぎだと窘たしなめようとしたセルシアの声を遮さえぎり、ラファエルは言った。

「仕事の依い頼らいだっていうのなら、考えてやってもいいぜ」

「依い頼らい……？」

　アスラウグが、はっとして顔を上げた。

「あんたは俺おれに依い頼らいをする。俺おれは依い頼らいをこなす代わりに報ほう酬しゆうをいただく。わかりやすいだろ？」

　ラファエルは彼かの女じよを見み据すえて、言葉を継ついだ。

「報ほう酬しゆう次し第だいだ、アスラウグ。無条件で引き受けてやるわけじゃねえ。戦争を止める手伝いをしてやる代わりに、あんたは何をくれるんだ？」

「それは……」

　アスラウグが戸と惑まどったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　彼かの女じよは自みずからの胸に右手を当て、ラファエルを睨にらみ返した。

「妾わらわをやろう」

「何だと？」

　意表を突つかれたラファエルに、アスラウグは真しん剣けんな口調で言う。

「この右手には聖せい痕こんがある。おぬしらが追っている者たちは、これも探しておるのだろう？　もしおぬしらが依い頼らいを引き受けてくれるのなら、妾わらわはその者たちをおびき寄せる餌えさになろう」

「……妾わらわをやるって、そういう意味かよ」

「サルデスは貧しい。民たみを養うこともままならぬほどにな……。その上で、おぬしらに捧ささげられるものなど、もはやこの身ぐらいしかあるまい。だが、それで戦争を止められるのなら、惜おしくはないぞ。それとも妾わらわでは不服か、ラファエル？」

「……いいや」

　ラファエルは口元を吊つり上あげた。

「いいぜ、アスラウグ。あんたの依い頼らい、確かに引き受けた」

「私も微び力りよくながら協力させていただきます」

「イブも！」

「ありがとう……恩に着る」

　涙なみだぐんだアスラウグにラファエルは呆あきれて言った。

「まだ何もやってねえんだ。泣いてんじゃねえよ」

「な、泣いてなどおらぬ……！」

　アスラウグは目に溜たまった涙なみだをごしごしと拭ぬぐった。

「とにかく、そうと決まれば事を急がねばなるまい」

「何をする気だ？」

「そうだな、さしあたっては──」

　アスラウグは挑ちよう戦せん的な笑えみを浮うかべ、言った。

「おぬしらを、いつでも妾わらわの傍そばに置けるようにしよう」
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　数日後。

　初めてラファエルたちが訪おとずれた日と同じく、サルデス城の謁えつ見けんの間に大勢の人々が押おしかけていた。

　彼かれらの視線の先には、高座の前に膝ひざを突くラファエルの姿がある。肩かた身み狭せまそうに顔を伏ふせている彼かれは、なんとサルデス王国の騎き士し制服を身に着けていた。彼かれの後ろにはイブとセルシアが控ひかえ、同じく膝ひざを突いている。

　正面の高座には、女王アスラウグ、騎き士し団長ハールバルズ、そして宰さい相しようヘイミルの三人が立っている。ハールバルズとヘイミルの表情の険しさといったらなく、ラファエルは彼かれらを見ないようにしていた。

　そんな彼かれの気を知ってか知らずか、豪ごう奢しやなドレスを纏まとった若き女王は、どこか愉ゆ快かいげに微笑ほほえんでいる。白い長なが手て袋ぶくろを着けた右手には、鞘さや入りの剣けんを持っていた。

「ラファエル・ルーサー」

　アスラウグに呼ばれ、ラファエルは前に出た。

　高座へと上がり、女王の前に跪ひざまずく。

　アスラウグが鞘さやから剣けんを引ひき抜ぬいた。

　銀に輝かがやく刃はの腹をラファエルの肩かたに当て、告げる。

「汝なんじを、サルデス王国女王アスラウグの近この衛え騎き士しに任ずる」

　叙じよ任にん式──民が国王への忠誠を誓ちかい、騎き士しとなる儀ぎ式しきである。

　無論、異国の人間を国王直属の近この衛え騎き士しにするなど前ぜん代だい未み聞もんだ。この暴挙に、宰さい相しようらは当然反対したようだが、彼かの女じよは無理やり押おし切きったらしい。

　幼い頃ころに抱いだいた騎き士しになる夢が、まさか敵国の地で叶かなうとは思ってもみなかった。

　アスラウグが剣けんを鞘さやに納め、ラファエルは顔を上げた。

　目の前に、彼かれの主君となった女王が立っている。

「結構な無茶をするじゃねえか、女王様」

「何、この程度。騎き士しを任命するのは王としての責務。妾わらわは女王として当然のことをしたまでだ」

　囁ささやき声ごえで言葉を交かわし、二人はにやりと笑えみを零こぼす。

　思い出したように、アスラウグが白しろ手て袋ぶくろに包んだ右手を差し出した。

　ラファエルは女王の手を取って、そっと、甲こうに口づけをした。
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　アスラウグが異国人を近この衛え騎き士しにしたという話は、あっという間に王都中に広まった。

　それも先代女王の仇かたきであるペルガモン人の男を傍そばに置いたというのだから、民たみたちの中には二人の仲を邪じや推すいする者も少なくなかった。

「なんと嘆なげかわしい。ブリュンヒルデ様が知ったら何と申されたことか……」

　王都のそこかしこで、若き女王の乱心を嘆なげき悲かなしむ声が囁ささやかれた。

　それでも人々が抗こう議ぎや暴動を起こさなかったのは、自分たちの暮らしをするだけで精せい一いつ杯ぱいだったからだ。近々ペルガモン王国へ進軍するという噂うわさもある。国の先行きに不安に感じながらも、彼かれらは行動を起こす余よ裕ゆうさえなかったのだった。

　その頃ころ、王都の中心に位置するサルデス城では、進軍の準備が着々と進められていた。

　騎き士し団長ハールバルズと宰さい相しようヘイミルの指示によって、作戦の立案や部隊の編成、糧りよう食しよくの確保などが速すみやかに行われていく。

　出しゆつ陣じんは七日後。

　冬の終わりを待つという考えは、ハールバルズとヘイミルにはなかった。《ペルガモン城の大火》からすでに一月以上が経たっている。敵国内の混乱が冷めきらぬうちに奇き襲しゆうをかけたい。

　真冬の《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえなくてはならないため、進軍はできるだけ平易な道を選ばなくてはならない。そうなると、実質的に選べる道はラファエルたちが通ってきたルートに限られる。つまり、城じよう壁へき都市ファーヴニルへ続く峠とうげ道だ。

『鉄てつ壁ぺき』のファーヴニルは、やはりサルデス王国にとって避さけては通れない都市だ。

　あの城じよう壁へき都市を陥かん落らくせしめてこそ、先代女王への餞はなむけとなる。

　五年ぶりとなる戦いくさを控ひかえるサルデスの王都の上空を覆おおうのは、気が重たくなるような灰色の雲だった。




「ラファエル、セルシア。おぬしらに渡わたしておく物がある」

　剣けん吞のんな空気が漂ただようサルデス城で、アスラウグの近この衛え騎き士しとなったラファエルは、彼かの女じよの自室に訪おとずれていた。慣れない騎き士し制服はすでに脱ぬぎ、黒を基調とした私服に着き替がえている。イブとセルシアも彼かれに並んでソファに腰こし掛かけていた。

　アスラウグは壁かべ際ぎわの戸と棚だなから二本の剣けんを取り出すと、テーブルの上に並べた。

「おぬしらの剣けんだ。《白雪の山脈スノーホワイツ》で没ぼつ収しゆうしたものを取り返しておいた」

「私の剣けんも返していただけたのですね？」

　セルシアが目を輝かがやかせて言った。

「うむ。おぬしはラファエルの従者ということになっているから、護身用の剣けんということでな」

「ありがとうございます！」

「すごい喜びようだな。それほど大事な物だったのか？」

「はい。私がペルガモンへ渡わたるときに父がくれた剣けんなんです」

　セルシアが愛あい剣けんを受け取り、大事そうに抱かかえた。

　ラファエルが手に取ったのは、ペルガモン竜りゆう騎き士し団の長ちよう剣けんだった。いつも使っていた短たん剣けんは、狼おおかみを追おい払はらうときに投げたまま雪山に残してきてしまった。

　サルデスの剣けんはどうも手にしっくり来ないため、没ぼつ収しゆうされたペルガモンの剣けんをアスラウグに取り返してもらったのだ。

「それにしても、ラファエル。騎き士し制服はどうしたのだ？」

「あれを着てると騎き士し団の奴やつらの目が怖こわいんだよ」

「もったいない、せっかく似合っていたのに」

「そんなことより、本題に入ろうぜ」

「うむ」

　今日この部屋に集まったのは、今後の方針を話し合うためだ。戦争を止めると意い気き込ごんではみたものの、どうすれば止められるのか、具体的な方策はまだ見えていない。

「どうにかして、戦いくさをやめるよう叔父おじ上たちを説得しなければならぬ」

「話してわかっていただくわけにはいかないでしょうか？」

　セルシアの提案に、アスラウグは首を横に振ふった。

「難しいだろうな。叔父おじ上は、母上のことを慕したっておった。母上を裏切ったペルガモン王国を、もしかしたら妾わらわ以上に恨うらんでいるかもしれん」

「…………」

「セルシア？」

「実は、気になることがあるんです」

　そう言って、セルシアは話を切り出した。

「話を聞いて思い出したのですが……七年前に起こったサルデスとの戦いくさには、私の兄たちもティアテラ軍として参加していました」

「セルシアには兄がおるのか？」

「はい。年の離はなれた兄が二人、ティアテラ蛇へび騎き士し団に所属しています。私は、戦いくさから帰ってきた兄から話を聞いただけですが……たしか、七年前の戦いくさは、同盟を組んだサルデス王国が裏切って、ペルガモンに攻せめ込こんできたと言われていたはずです」

「それは真まことか、セルシア？」

「はい。ラファエルは聞いたことありませんか？」

「いいや。俺おれはサルデスとの間に戦いくさがあったことも知らなかった。興味なかったからな」

　ラファエルは肩かたを竦すくめる。

「けど、セルシアの言うことが本当なら……サルデスは『ペルガモンが裏切った』、ペルガモンは『サルデスが裏切った』って主張してるってことか？」

「そうなります」

　ラファエルは、顎あごに手を添そえて思考を巡めぐらせた。

「言われてみりゃ妙みようだ。ペルガモン王国は、攻せめ込こんできたラオディキア帝てい国こくに対たい抗こうするために、サルデスに救きゆう援えんを求めたはずだろ。だとしたら、助けに来たサルデス軍を襲おそう理由がない」

「ええ。そんなことをすれば、サルデスの怒いかりを買うことは目に見えています。デメリットしかありません」

　セルシアが頷うなずく。

「事実それがきっかけで、ペルガモンはラオディキアとサルデスの両国から挟きよう撃げきを受けることになりました。もし、当初の予定通り、サルデスとティアテラ、ペルガモンの三国で帝てい国こくに挑いどんでいれば、現在のように領土を奪うばわれることはなかったでしょう」

「叔父おじ上たちは『ペルガモン人は蛮ばん族ぞくだ。蛮ばん族ぞくのすることに理由などない』と言っておったな……」

　アスラウグがぽつりと零こぼす。

「妾わらわもそうとばかり思っていたが……おぬしらと会った今ならわかる。ペルガモンやティアテラで暮らす者たちも、サルデスの民たみと同じ人間だ。理由もなく母上を襲おそうとは思えん」

「もしかすると」ラファエルは言った。「《白雪の山脈スノーホワイツ》でサルデスの先せん遣けん隊を襲おそったのは、ペルガモンの軍じゃなかったのかもな」

　アスラウグとセルシアが、はっとしてラファエルを見た。

「ペルガモンの軍でなければ、どこが襲おそったというのだ？」

「……ラオディキア帝てい国こく」

「ラオディキア……!?　そんな馬ば鹿かな！」

「ただの推測だ。証しよう拠こはねえよ。けど、ペルガモンとサルデスが争って一番得したのが、ラオディキア帝てい国こくなのは間ま違ちがいない」

「ですが、ラオディキア帝てい国こくの軍は《白雪の山脈スノーホワイツ》から遠く離はなれた南にいたはずです」

「わかってる。だから言ってるだろ。推測だって」

　ラファエルはアスラウグを見やった。

「アスラウグ。サルデス王国が戦いくさをする理由は『ペルガモンに復ふく讐しゆうするため』だな？」

「うむ」

「だったら、『ペルガモンは裏切っていなかった』ってことが証明できれば、戦いくさを止められるかもしれないぜ」

「そうか……たしかにそれなら、叔父おじ上たちを説得できるかもしれぬ！」

「問題は、どうやって証明するかだけどな……」

　ラファエルは、ソファにもたれかかった。

　セルシアが言った。

「アスラウグ様。七年前にペルガモン軍の襲しゆう撃げきから生せい還かんした騎き士しがいたと仰おつしやっていましたよね？」

「ああ」

「その方は、まだご存命ですか？　当時のことを詳くわしく聞ければ、何かわかるかもしれません」

「……なるほど。よし、そうしよう。すまぬが、その騎き士しを部屋ここに呼んできてもらってもよいか？」

「それは構いませんが、私たちではどなたかわかりませんよ？」

「いいや、心配ない。ラファエル、おぬしが中庭で試合をした騎き士しを覚えておるか？」

「まさか……あいつか？」

「うむ」

　彼かの女じよは頷うなずき、言った。

「エドガー・フニクズル。あやつこそ、七年前に《白雪の山脈スノーホワイツ》から生せい還かんした騎き士しだ」
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　エドガー・フニクズルを探して中庭に出たラファエルたちだったが、曇どん天てんの空の下には誰だれもいなかった。

「いねぇな……宿舎の方に行ってみるか？」

　近この衛え騎き士しになった後、城内の地図は一通り頭の中に入れてある。今でもラファエルたちは、最初に来たときと同じ客室で暮らしているが、城内には騎き士しのための宿舎もある。エドガーもおそらくそこで寝ね泊とまりをしているはずだ。

「貴様ら、何をしておる」

　背後からかけられら声に振ふり向むくと、隻せき腕わんの騎き士し団長──ハールバルズ・ウォーデンが砦とりでの入り口に立っていた。

「よう、団長」

　手を上げて挨あい拶さつすると、ハールバルズは不ふ機き嫌げんそうに口元を歪ゆがめた。

「気安く呼ぶな」

「いいじゃねえか。俺おれだってこの国の騎き士しだぜ？」

「儂わしは認めておらん。だいたい、なんだその服は。騎き士しを名乗るなら、せめて制服を着ろ」

「着たら着たで、怖こわい目で見るだろうが」

「ふん、当然だ。まったく忌いま々いましい。なぜアスラウグ様は、ペルガモン人を近この衛え騎き士しに……。それより質問に答えろ。こんなところで何をしておる」

「エドガーを探してる」

「エドガーだと？　奴やつに何の用だ？」

　怪け訝げんそうにするハールバルズにセルシアが答えた。

「アスラウグ様に彼かれを呼んできてほしいと頼たのまれたんです」

「アスラウグ様が？　……まぁよい。奴やつならおそらく、この砦とりでの裏手にいるだろう」

「何かあるのですか？」

「いいや、何もない。訓練のない日でも、奴やつはそこで一人槍やりを振ふるっていることが多いのだ」

「この寒さの中ですか？　熱心なのですね」

「熱心すぎるのも考えものだ。少しぐらい肩かたの力を抜ぬけと、いつも言っておるのだがな……」

　苦く笑しよう混じりに言ったハールバルズは、相手が異国人であると思い出して口を噤つぐんだ。

「もうよい。さっさと行け」

「はい。教えてくださってありがとうございます、団長」

「だんちょー、ありがとう！」

「うむ。足元が滑すべるから、よく気をつけるのだぞ」

「おい、団長。俺おれとこいつらとで扱あつかいが違ちがいすぎねえか？」

「騎き士したる者、女子供には気き遣づかいを忘れぬものだ」

　ハールバルズは悪びれる様子もなく言った。

「ラファエル・ルーサーだったか。あのアスラウグ様が、ヘイミル殿どのの反対を押おし切きってまで騎き士しに任じたのだ。万が一、陛へい下かの身に何かあってみろ。冥めい界かいの底まで追いかけて、その身体からだを八やつ裂ざきにしてくれる」

　そう言い置くとハールバルズは踵きびすを返かえし、砦とりでの中に戻もどっていった。

「おっかねえ爺じいさんだ」

「そうでしょうか？　優やさしい方だと思いますよ」

「イブもそう思う！」

　ラファエルたちは砦とりでの裏手に回った。

　ハールバルズが言っていた通り、枯かれ木きの他には何もない場所で、エドガー・フニクズルが一人で槍やりを構えていた。

「いた……エドガー！」

　声をかけたと同時に、エドガーが鋭するどい刺し突とつを放った。

　風を貫つらぬいた槍やりが、次の瞬しゆん間かん、宙を薙なぎ払はらう。ぶぉんと風鳴りが、十歩ほど離はなれた位置にいるラファエルたちの耳にも届いた。

　エドガーの槍やりが、虚こ空くうを貫つらぬき、風を払はらう。

　鬼き気き迫せまるその様は、まるで自みずからの影かげと戦っているかのようであった。

　見れば、地面に積もった真っ白な雪が、彼かれの足元だけが踏ふみ固かためられている。いったいどれだけの時間、ここで槍やりを振ふるっているのだろうか。

「おい、エドガー！　エドガー！　……駄だ目めだ、聞こえてねえ」

　たしかにこれは熱心すぎる。

　かといって、無心で槍やりを振ふるうエドガーにこれ以上近寄るのは危険だ。間合いに入った瞬しゆん間かん、胸を刺さし貫つらぬかれかねない気がした。

「終わるまで、ここで待っていましょうか？」

「そんな待ってられるかよ」

「ラファエル、ラファエル。見て！」

　イブがラファエルの服の袖そでを引っ張った。見ると、彼かの女じよは手に雪球を持っていた。

「イブがつくったの！」

　丸いだけの雪球だが、イブは出で来き栄ばえにご満まん悦えつのようだった。

　ラファエルは口くちの端はを吊つり上あげた。

「イブ、そいつを俺おれにくれ」

「え？　いいよ」

　ラファエルはイブから手て渡わたされた雪球を、エドガーに向かって投げつけた。

　放物線を描えがいた雪球は、エドガーの後頭部に直ちよく撃げきする寸前、振ふり向むきざまに放たれた槍やりの刃はに貫つらぬかれた。

「あー!!」

「……？」

　イブが悲鳴を上げる中、エドガーが我に返り、槍やりの先に刺ささった雪球を見た。そして、ラファエルたちに目を向ける。

「お前たちは………」

「エドガー・フニクズル。ちょっと面つらを貸してもらうぜ。あんたに聞きたいことがある」

　サルデスの騎き士しは怪け訝げんそうに目を眇すがめ、槍やりを下ろした。
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「おお、来たか。待っていたぞ」

　エドガーを連れて部屋に戻もどると、アスラウグがドアを開けて迎むかえてくれた。

「掛かけてくれ、エドガー」

「いえ、自分はこのままで……」

　アスラウグの勧すすめを断り、エドガーは彼かの女じよの向かいに立った。ラファエルとセルシアはアスラウグの後方に控ひかえる。イブは、つくった雪球が壊こわされたことでふてくされていた。

「エドガー、おぬしを呼んだのは他でもない。七年前のことをあらためて聞かせてほしいのだ」

「先代が亡なくなられたときのことでしょうか？」

「うむ」

「当時ご報告したとおりですが……」

「繰くり返かえしになることはわかっておる。だが、あのときは気が動転していて、妾わらわはおぬしの話の半分も理解できなかった。それに、ラファエルたちにも聞かせたくてな。だから、頼たのむ。もう一度話してはくれぬだろうか？」

「……わかりました」

　エドガーは小さく息を吐はき、感情のない淡たん々たんとした口調で語り始めた。

「王都を出発して三日目日の夜……我々先せん遣けん隊は、《白雪の山脈スノーホワイツ》の峠とうげ付近に天幕を張って拠きよ点てんを築き、野営をすることになりました。襲しゆう撃げきがあったのはそのときです」

　アスラウグが手を握にぎり締しめる。

　母親が殺されたときの話を聞こうというのだ。身構えるなという方が無理がある。

　エドガーは話を続けた。

「あるとき、天幕の外が騒さわがしくなり、風の音に混じって剣けん戟げきの音が聞こえてきました……。仲間と共に外へ出ると、吹雪ふぶきの中でペルガモンの騎き士しと我らの仲間が斬きり合っていたんです。私は、彼かれらと剣けんを交まじえながら女王陛下がおられる天幕に乗のり込こみましたが……ときすでに遅おそく、ブリュンヒルデ様は殺害された後でした……」

　エドガーは目を伏ふせる。

「王都の皆みなに伝えなければならないと、私は逃にげようとしました。しかし、すでに仲間は殺され、私もまた敵に囲まれていました」

「よく生きて帰れたな」

　ラファエルが口を挟はさむと、エドガーは答えた。

「私も死を覚かく悟ごした。だが、そのとき雪崩なだれが起こって、辺り一帯を押おし流ながしたんだ。雪の中から一人這はい出でた私は、王都に戻もどり……謁えつ見けんの間でペルガモンの裏切りを報告した。アスラウグ様もそこに……」

「あぁ、覚えておる。あれがおぬしだったと知ったのは、随ずい分ぶん後になってからのことだがな。なにしろ、あのときの妾わらわは、人の顔を見る余よ裕ゆうすらなかった」

「……お察しいたします」

　エドガーは黙もく礼れいした。

　だが、七年前の出来事は彼かれにとっても思い出したくない記き憶おくなのだろう。まるで感情を押おし殺ころすかのように、彼かれの声は淡たん々たんとしていた。

「エドガー」

　重たい沈ちん黙もくの中、ラファエルが言った。

「お前が天幕を出たとき、吹雪ふぶきの中でサルデスとペルガモンの騎き士しが斬きり合っていた……間ま違ちがいないな？」

「ああ」

「どうしてペルガモンだってわかったんだ？」

　ラファエルの問いかけに、エドガーが微かすかに眉まゆを寄せた。

「どういう意味だ」

「俺おれたちも《白雪の山脈スノーホワイツ》を超こえてきた。吹雪ふぶきのときは視界が悪くて、数メートル先を見通すこともできなかったぜ。あの状じよう況きようで騎き士したちが斬きり合っていたとしても、それがどこに国の奴やつかなんてわからないじゃねえかと思ってな。なぁ、どうして相手がペルガモンの騎き士しだってわかったんだ？」

「……正確に言えば、外に出たときには敵がペルガモンの者だとはわからなかった。それがわかったのは、奴やつらと剣けんを交まじえてからだ。お前たちの剣けん筋すじには、サルデスのものにない特とく徴ちようがある……」

　中庭で試合したとき、エドガーはラファエルの剣けんが『ペルガモン式』だと言っていた。剣けんに特とく徴ちようがあるというのは事実なのだろう。

「剣けんを交まじえればわかる、か……」

「ああ」

　エドガーはアスラウグを見て言った。

「陛へい下か、私が知っていることは以上です」

「そうか。感謝するぞ、エドガー」

「いえ、この程度のことならいつでも。失礼します」

　エドガーが部屋を出て行くのを見届けると、アスラウグは後方に控ひかえる二人に振ふり返かえった。

「どう思う？」

「今の話だけではなんともいえませんね」

　セルシアが困ったように言った。

　一方のラファエルは顎あごに手を添そえて、考かんがえ込こんでいた。

「ラファエル？」

「……なぁ。あいつが持って帰ってきたっていうペルガモンの剣けんはまだ残っているか？　《赤い竜りゆう》の紋もん章しようが入ったやつだ」

「え？　ああ……たしか宝ほう物もつ庫こに保管されているはずだ」

「ちょっと見せてくれ」
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　サルデス城の宝ほう物もつ庫こは、砦とりでの地下にあるという。ラファエルたちはアスラウグに連れられて、ランタンを手に地下へ続く階段を降りていった。

「────ここだ」

　地下通路の突つき当あたり。鉄製の扉とびらの前でアスラウグは立ち止まった。見張りの兵はおらず、扉とびらに鍵かぎもかかっていない。

「宝ほう物もつ庫この割に随ずい分ぶん不用心だな」

「言っただろう、我わが国くには貧しいとな。食料庫ならまだしも、宝ほう物もつ庫こに見張りを立てねばならぬほど物がないのだ」

「なんだ、つまらねえな」

「つまるつまらないの問題ではない」

　アスラウグは唇くちびるを尖とがらせ、扉とびらを押おし開あけた。

　ランタンの灯あかりが宝ほう物もつ庫こ内を仄ほのかに照らす。広い室内には所狭せましと棚たなが並べられているが、そこに飾かざられるべき物が置かれておらず、がらんとしていた。少なくとも、金銀の類は一いつ切さい見当たらない。

「殺風景だな」

「うるさいぞ」

　自国の懐ふところ事情が恥はずかしいのか、アスラウグが顔を赤らめて足を早めた。ラファエルたちも彼かの女じよの後についていく。

　アスラウグは奥おくの木き棚だなにランタンをかざし、棚たなの上を物色し始めた。

「たしか、このあたりに……あったぞ！」

　彼かの女じよはランタンを棚たなに置き、代わりに長方形の箱を手に取った。

　蓋ふたを開けると、中に抜ぬき身みの剣けんが納められていた。刃はは錆さびついてしまっているが、鍔つばに彫ほられた《赤い竜りゆう》の紋もん章しようはかろうじて確かく認にんすることができる。

「《赤い竜りゆう》……ペルガモン王国の紋もん章しようですね」

「アスラウグ、触さわってもいいか？」

「うむ」

　ラファエルは木箱から錆さびついた剣けんを手に取り、軽く振ふってみた。手に妙みような違い和わ感かんを覚えるのは、おそらく気のせいではないだろう。

「セルシア。お前、ペルガモンの剣けんは使ったことあるか？」

「ええ。訓練のときには皆みなさんに合わせていましたから」

「持ってみろ」

　セルシアは差し出された剣けんを受け取った。

「……え？」

「どうしたのだ、セルシア？」

「いえ……その……私が知ってるペルガモンの剣けんよりも、少し重いような気がして……」

「重い？　錆さびているからではないか？」

「いや、違ちがうな」

　ラファエルは腰こしの剣けんを抜ぬいた。アスラウグが取り返してきたペルガモン王国の長ちよう剣けんである。

　二本の剣けんを並べてみると、違ちがいは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　木箱に納められていた錆さびた剣けんの方が、ラファエルの剣けんよりも五センチほど刃はが長かった。

　ラファエルは言った。

「昔、ペルガモンの鍛冶かじ屋やで奉ほう公こうしていたことがある。その鍛冶かじ屋やに騎き士し団から剣けんを作る依い頼らいがきたんだが……長さや重さの基準を満たさねえと買ってもらえないんだ。だから、出来に多少バラつきはあっても、これだけ差が出るとは考えにくい」

「なら、この剣けんは……」

「もしかしたら、ペルガモン王国の仕し業わざに見せつけるために偽ぎ造ぞうされた物かもしれねえ」

「まさか、そんなことが……」

　困こん惑わくするアスラウグ。セルシアが申し出た。

「ここで考えていても仕方がありません。一度、アスラウグ様の部屋に戻もどりましょう」

「うむ……そうだな」

　ラファエルたちは、地下を出てアスラウグの部屋へ向かった。

　すると、部屋を出たときにはいなかった二人の騎き士しが、扉とびらの前で待ち受けていた。

「……なんだ、おぬしらは」

「ヘイミル様より、ラファエル殿どのを連れてくるよう命じられました」

「叔父おじ上が？　いったいラファエルに何の用だ」

「我らには知らされておりません」

　事務的に答える騎き士したちにアスラウグはむっとして言った。

「ならば、妾わらわたちもつれていけ」

「ラファエル殿どのだけをお連れしろとのご命令です。陛へい下か、どうかご容よう赦しやを」

「しかし──」

「お前らは先に部屋で待ってろ」

　アスラウグの抗こう議ぎを遮さえぎったのは、ラファエルだった。

「ラ、ラファエル？」

「どこに行けばいいんだ？」

「……こっちだ。我々について来い」

　騎き士したちが歩き出す。ラファエルはセルシアに呟つぶやいた。

「二人を任せた」

「はい」

　セルシアが頷うなずく。その傍かたわらで、イブが心配そうにラファエルを見上げていた。

　彼かれはイブの頭をくしゃくしゃと撫なでて、騎き士したちのあとについていった。
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「よく来てくれた、ラファエル・ルーサー」

　サルデス王国の宰さい相しよう──ヘイミル・ヴォルスンガは、応接室のソファに腰こし掛かけてラファエルを待っていた。

　それよりも驚おどろいたのは、ヘイミルの後方にエドガー・フニクズルが控ひかえていたことだった。

「エドガー……どうしてあんたがここにいるんだ？」

「……」

　エドガーは答えない。代わりにヘイミルが薄うすい笑えみを浮うかべた。

「掛かけたまえ。話はそれからだ」

　促うながされるまま、ラファエルはソファに深く腰こし掛かけた。

　ヘイミルが静かに口を開いた。

「エドガーから聞いたぞ。アスラウグのもとで色々と動いているようではないか」

「まぁな。あの女王様、結構人使いが荒あらいぜ」

「母親に似たのだろう。先代女王も、色々と無茶を言っては、私やハールバルズを困らせたものだった」

　昔を懐なつかしむように言うと、ヘイミルはすっと目を細めた。

「まさか、戦いくさを止めようなどとは考えていないだろうな？」

「……」

「私の姪めいに何を吹ふき込こんだのかは知らないが、無む駄だなことだ。私はペルガモン王国を滅ほろぼす。何としてもだ。そのためなら手段は選ばん。それがたとえ、愛いとしい姪めいを悲しませることになってもな」

　ラファエルは冷めた目で言い返した。

「サルデスに反逆罪はねえのか？」

「もちろんあるとも。しかし、この国に私を裁ける者はいない」

「はっ、神様気取りか？」

「そんなつもりはないさ。神は死んだ。今この国にいるのは、若き女王と、女王より力を持つ宰さい相しように過ぎない」

「偉えらそうなことには変わりねえよ。それで、そんな自じ慢まんをするために俺おれを呼んだのか？」

　ヘイミルは微かすかに笑えみを零こぼし、言った。

「ラファエル・ルーサー。アスラウグではなく、私の騎き士しになりたまえ」

「何？」

「君がペルガモンを追われていることは知っている。山を越こえてこの国に来た理由も、復ふく讐しゆうのためではなく、亡命のためだったのだろう？」

「……」

「君も知っての通り、我々はペルガモン王国に攻せめ入いろうとしている。だが、我々の軍は、いまだ城じよう壁へき都市の向こう側を見たことがないのでな。ペルガモンの地理に明るい、君のような人間がこちらにつけば、戦いをより優位に進めることもできよう。無論、報ほう酬しゆうは弾はずむ」

「悪いが、あいつの依い頼らいが先だ」

「アスラウグについても先はないぞ。君とて、本気で彼かの女じよに忠誠を誓ちかっているわけではないだろう」

「決めつけるなよ。俺おれは結構、あいつのことを買ってるんだぜ？」

「私がいなければ何もできない娘むすめだぞ」

「さぁて、そいつはどうかな」

　笑えみを浮うかべ、ラファエルはヘイミルと睨にらみ合あった。宰さい相しようの後方で、エドガーが警けい戒かい心を滲にじませる。

　先に沈ちん黙もくを破ったのは、ヘイミルだった。

「君の気も変わるかもしれん。出しゆつ陣じんは七日後だ。それまでは待とう」

　話は終わりだった。

　ソファから立ち上がったラファエルは、宰さい相しようの背後に立つ騎き士しに目をやった。

「……」

　ラファエルの視線に気づいたエドガーが目を逸そらした。何かを見み透すかされることを拒こばむように。

　踵きびすを返かえし、扉とびらから出ていこうとしたラファエルの背中にヘイミルが声をかけた。

「アスラウグに伝えてくれ。もはやお前が何をしようと、戦いくさは止められないとな」

「……」

　ラファエルは、振ふり返かえることなく部屋を出て行った。
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「ラファエルっ！」

　女王の部屋に戻もどると、イブが腰こしに抱だきついてきた。

　セルシアとアスラウグも歩み寄ってくる。

「無事だったんですね、ラファエル」

「ああ。おい、邪じや魔まだ、イブ」

　アスラウグが不安げな表情で訊きいた。

「それで、叔父おじ上は何と言っていたのだ？」

「『何をしようと戦いくさは止められない』だとよ」ラファエルはイブを腰こしから引ひき剝はがした。「俺おれたちがそのために動いていることも気づいてやがった」

「そうか……」

「それと、エドガーがヘイミルと一いつ緒しよにいた」

「エドガーさんが？」

　ラファエルは頷うなずくと、セルシアに言った。

「アスラウグ、あいつのことを調べられるか？」

「それは構わぬが……なぜエドガーのことを？」

　戸と惑まどうアスラウグに、ラファエルは言う。

「俺おれの読み通りなら……説得しなきゃならない相手はヘイミルじゃなくてあいつかもしれねえんだ」

　どうにも歯切れの悪いラファエルに、イブとセルシアが顔を見合わせた。




５




　二日後。

　ラファエルとセルシアは、城門をくぐって外に出た。

　以前なら門兵に止められただろうが、今のラファエルは近この衛え騎き士し、セルシアはその従者だ。外出許可を得ることは難しくなかった。

　昨晩から雪が降り始め、大通りを行く人々は少しでも早く寒さから逃のがれようと足早に歩いて行く。外がい套とうのフードで顔を隠かくしているため、ラファエルたちが異国人だとバレることはなかった。

　大通りから外れると、人気はまったく失くなった。しんしんと雪の降る中、三人が雪を踏ふみしめる音だけが、静せい寂じやくに波を立てている。

「相変わらず静かな王都だな」

　眠ねむったような街並みにラファエルは思わず呟つぶやいた。

　どこの国でも王都は人びとでごった返しているものかと思ったが、どうやらそういうわけではないらしい。

「季節のせいかもしれませんね」

　セルシアが言った。

「サルデス王国の冬は長いと聞きます。畑が雪に覆おおわれ、動物たちが冬とう眠みんをしている間、サルデスの民たみは家の中で眠ねむり、できるだけ体力を使わないようにしているのでしょう」

「『サルデス人は怠なまけ者もの』……か」

「なんですか、それは？」

「言い伝えみたいなもんだ。ギルドの爺じいさんが話してた。……そろそろ着くぞ」

　辿たどり着ついた場所は、王都にある小さな孤こ児じ院だった。

　石造の建物の入り口には『ハミンギア孤こ児じ院』と刻まれている。

「ここがエドガーさんの……」

　闘技会トーナメントの覇は者しやであるエドガー・フニクズルが孤こ児じ院の出身だということは、城内では有名な話らしかった。アスラウグによれば、そのせいで彼かれは貴族出身の騎き士しから疎うとまれているという。

　孤こ児じ院の門を叩たたき、呼びかけると、やがて一人の女性が出てきた。

「はい、どちらさま──」

　彼かの女じよは、ラファエルたちを一目見て、彼かれらがサルデスの人間ではないと気がついた。

　言葉を詰つまらせた彼かの女じよに、セルシアが頭を下げる。

「突とつ然ぜん押おしかけてしまって申し訳ありません。私たちは城でアスラウグ女王陛へい下かに仕えている者です」

「紹しよう介かい状もある」

　ラファエルは胸むな元もとから一通の手紙を取り出した。アスラウグが認したためてくれた紹しよう介かい状だ。

　彼かの女じよはそれを受け取ると、手紙とラファエルたちの顔を幾いく度ども見比べた。

「もしかして、女王様が近この衛え騎き士しにしたっていう……」

「ああ」

「いったい孤児院うちに何の御ご用ようですか？」

「実は、エドガー・フニクズルさんのことで少しお話を伺うかがいたいんです」

「兄さんの……？　と、とにかく中へ入ってください」

　目を瞬まばたかせた彼かの女じよは、人目を気にしてラファエルたちに孤こ児じ院の中へ入るよう促うながした。
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　ラファエルたちが通された場所は、孤こ児じ院の応接間だった。暖だん炉ろにくべられた火が、木張りの室内を照らしている。

　しばらくすると、さきほどの娘むすめが老ろう齢れいの女性を連れてきた。女性は足が悪いらしく、片手に杖つえをつき、娘むすめに支えられながら歩いている。

「わたくしはこの孤こ児じ院の院長をしております、ミューセル・ハミンギアと申します。この子は、私や子供の世話をしてくれているレイア。さぁ、どうぞお掛かけになってください」

　老女はラファエルたちを見ても怖こわがることなく、穏おだやかな声こわ音ねで言った。

　五人で席につくと、ミューセル院長は口を開いた。

「レイアから話は聞きました。エドガーのことで、何を聞きたいのでしょうか？」

「そう身構えないでくれ。サルデス一の騎き士しがどんな奴やつか知りたいだけなんだ」

　ラファエルの言葉を追うように、セルシアが切り出した。

「エドガーさんは、いつからこの孤こ児じ院に？」

「あの子が来たのは、二十年前……彼かれが九歳さいのときです。父を戦争で、母を病気で亡なくして、うちに預けられました。十五で騎き士し団に入ってからは城の宿舎で暮らすようになりましたが、今でも月に一度は顔を出して、子供たちと遊んでくれています」

「子供と遊ぶ？　あいつがか？」

　あまり想像できない。

　院長の隣となりに座すわるレイアが、むっとした表情で言った。

「エドガー兄さんは不器用なだけで、本当はとても優やさしい人なんです！」

「こら、レイア。はしたないですよ」

「だって……！」

　レイアが顔を赤くする。セルシアが首を傾かしげて言った。

「レイアさんは、エドガーさんの妹なんですか？」

「いえ、この子も孤こ児じです」

　ミューセルが言った。

「エドガーの後から孤児院うちに入ってきて以来、兄妹きようだいのように育ってきたものですから。レイアだけでなく、うちの子たちは皆みな、エドガーを兄として慕したっていますよ」

「ここには何人ぐらいの子供がいるんだ？」

　ラファエルが訊きいた。

「年ねん齢れいにばらつきがありますが、今は三十人ほどです」

「それだけの人数を養うのも大変だろ」

「ええ。奉ほう公こうに出ている子もいますが、それだけではとてもやっていけません。エドガーがお金を持ってきてくれるので、それでどうにか暮らしています」

「金を？」

「はい。月に一度、帰ってきたときに渡わたしてくれます」

「それはいつからだ？」

「え？　あの子が騎き士し団に入ってからずっとです。入団した当初は今ほどの額ではありませんでしたけど……急に額が増えたのは、七年ぐらい前のことだったかしら」

「七年前？」

「ちょうどペルガモン王国との戦いくさが始まった頃ころです。ブリュンヒルデ様が亡なくなられたときに一人で山から戻もどってきたから、その功績が讃たたえられて出世したと言っていました」

「あの！　エドガー兄さんに何かあったんですか？」

　レイアが身を乗り出した。不安げな彼かの女じよにセルシアが首を横に振ふって答える。

「いえ、そういうわけではありません。ご心配なく」

「ごめんなさいね、この娘こはエドガーのことになると分別が利かなくなるの」

「そ、そんなことない……！」

　顔を真っ赤にして否定するレイアに、ミューセル院長はくすくすと笑った。

「でも、わたくしだって似たようなものよ。だって、この孤こ児じ院があるのは、エドガーのおかげですもの。子供たちが希望を持って生きていけるのは、たとえ孤こ児じであっても立派な人間になれるのだと、あの子が教えてくれたからですよ」

「……ずいぶん好かれてるんだな、あいつは」

「ええ」

　ミューセル院長は柔にゆう和わな笑えみを浮うかべた。

　ラファエルは席を立った。

「邪じや魔ましたな」

「もう良よいのですか？」

「ああ。色々教えてくれてありがとよ」

　セルシアとイブも席を立つ、頭を下げた。レイアも見送ると言って立ち上がる。

　三人で部屋を出て行く直前、ラファエル振ふり返かえった。

「一つ聞いていいか？」

「なんでしょう？」

「ここの孤こ児じの多くは、ペルガモンとの戦争で親を失ったんだろ？　いくら女王の紹しよう介かい状があったからって、ペルガモン生まれの俺おれにどうして正直に話してくれたんだ？」

　すると、ミューセル院長は言った。

「子供たちが、戦争で親を失ったからです。憎にくしみが人から何を奪うばってしまうのか、わたくしはよく知っています。同時に、愛がどれほどのものを与あたえられるのかも……。ですから、わたくしは少しでも憎にくしみを失なくし、愛を与あたえたいのです。子供じみた夢と笑われますけれどね」

「あんた、良いい女だな」

「あら」院長が表情に花を咲さかせた。「この年になって口説かれるなんて思いませんでしたわ」

　ラファエルたちはあらためて院長に礼を言い、孤こ児じ院を後にした。
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　女王の自室には、部屋の主であるアスラウグ、ラファエル、イブ、セルシア、そしてエドガー・フニクズルの五人が集まっていた。サルデス城に戻もどったラファエルが、彼かれらを呼び集めたのだった。

「……今度は何の御ご用ようでしょうか？」

　直立不動の姿勢で問うエドガーに、ラファエルが答えた。

「あんたに色々聞きたいことがある」

「七年前のことなら、もう話すことはないが」

「何一つ話してないくせにか？」

「……どういう意味だ」

　エドガーが目を眇すがめる。

　ラファエルは、テーブルに一本の錆さびついた剣けんを置いた。

「七年前、お前が持って帰ってきた剣けん……こいつは、先代女王の死をペルガモンの仕し業わざに見せかけるために用意された偽にせ物ものだ」

「何を根こん拠きよに……」

「ここに本物がある」

　ラファエルは腰こしの剣けんを抜ぬき、錆さびた剣けんの横に並べた。エドガーにも、その違ちがいは一目でわかっただろう。

　ここから先は、アスラウグにもまだ話していない。

「こいつが偽にせ物ものだとしたら、今度はあんたの話が疑わしくなる。ペルガモン竜りゆう騎き士し団が、偽にせの剣けんを使ってお前らを襲おそう理由がないからな。エドガー、あんたは噓うそをついてる」

　アスラウグが眉まゆを顰しかめる。

「噓うそ？」

「ああ」

　ラファエルは言った。

「七年前、《白雪の山脈スノーホワイツ》でお前の母親を殺したのは、ペルガモンでもラオディキアでもない。────サルデスだ」

「……………………え？」

「エドガーが噓うそをついてるとしたら、それしか考えられない。先代女王ブリュンヒルデは、自国の人間に裏切られて殺されたのさ」

　今度こそ、アスラウグは言葉を失った。

　目を見開き、口を半なかば開けたまま、何かを言おうとするが言葉が出ない。

　助けを求めてエドガーを見た。しかし、黙だまり込こんだ騎き士しの姿は、まるでラファエルの推測の正しさを証明しているかのようだった。

「馬ば鹿かなっ！」

　アスラウグは叫さけんだ。

「馬ば鹿かな馬ば鹿かな馬ば鹿かなっ！　ありえぬ！　母上が……女王ブリュンヒルデが、サルデスの民たみに裏切られるなどあってはならぬ……！」

「どんなに偉い大だいな女王でも憎にくむ奴やつはいる。どんなに救いようのない奴やつでも、慕したってくれる奴やつがいるようにな」

　ラファエルは黙だまったままのエドガーに目をやった。

「お前、育ててもらった孤こ児じ院に金を贈っているらしいな」

「っ……どうしてそれを……」

「さきほど、ミューセル院長のもとに伺うかがったんです」

　扉とびらの前に立つセルシアが言った。

「ですが、この国の騎き士しの給金は決して多くありません。三十人の孤こ児じを養うのには到とう底てい足りないでしょう。つまり、貴方あなたは騎き士しの給金とは別に、お金を手に入れていることになります」

「……」

「院長たちの話じゃ、七年前から金額が増えてる。ちょうど先代女王が殺された頃ころだ。あんたは誰だれかに命じられて『ペルガモンに女王を殺された』と噓うそをついたんじゃねえか？　それ以来、ずっと真実を隠かくし続けてきたんだ。孤こ児じ院へ贈る金を対価としてな」

「…………」

　なおも押おし黙だまるエドガーに、セルシアは凜りん然ぜんと告げた。

「ミューセル院長は言っていました。憎にくしみを失なくし、愛を与あたえたいと。真実を伝えて、誤解を解けば、ペルガモンとの戦いくさを止められるかもしれません。もしこのまま戦いくさが起これば、きっとまた多くの孤こ児じが生まれます。貴方あなたはそれでいいのですか？　子供たちに胸を張って会えるのですか？」

「…………私は…………」

　長い沈ちん黙もくがあった。

　静せい寂じやくの中、ラファエルたちはじっと騎き士しの言葉を待った。

　やがて、エドガー・フニクズルは重い口を開き────背負い続けてきた罪を告白した。
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「おぉ。ここにいたか、ヘイミル殿どの」

　出しゆつ陣じんを三日後に控ひかえた日のことだった。

　ノックもなくサルデス城の評議会室に乗のり込こんできたハールバルズ・ウォーデンは、円えん卓たくを囲む他の評議員たちの視線を無視して、まっすぐに宰さい相しようのもとに歩み寄った。

「どうした、騒さわがしいな」

「部隊編成のことで、急ぎ相談したいことがある」

「相談？　何か問題でもあったのか？」

　ハールバルズは評議員たちの顔を見回した。

「……ここでは話しにくい。場所を移したいのだが、構わぬか？」

「わかった」

　ヘイミルは溜ため息いきを隠かくして席を立った。他の評議員たちに議論を進めておくよう言いつけて、ハールバルズと共に廊ろう下かへ出る。

「用件はなんだ？」

「そう焦あせるな。誰だれかに聞きかれるとまずい」

　声を潜ひそめるハールバルズに、ヘイミルも不ふ穏おんな空気を感じた。

「いったいなんだというんだ……出しゆつ陣じんは三日後だぞ」

「わかっておる。ブリュンヒルデ様の仇かたきは必ずや討うたねばならんからな」

「ああ。姉上も、きっとそれを望んでおられる」

　それからしばらく無言でハールバルズの後をついていったが、隻せき腕わんの老騎き士しはいっこうに止まる気配がない。

「ハールバルズ、どこで話そうというのだ？」

　痺しびれを切らして問いかけたヘイミルに、

「ここだ」

　と告げてハールバルズが立ち止まったのは、見覚えのある大扉とびらの前だった。

「謁えつ見けんの間？」

「うむ」

　女王が民たみと顔を合わせるときに使う部屋だ。謁えつ見けんの予定がなければ使われることもない。たしかに密会の場所としては申し分ないだろう。

　ハールバルズは大きな左手で扉とびらを押おし開あけ、謁えつ見けんの間に入っていった。

　後に続く形でヘイミルも部屋の中に入る。

　そして、背後で扉とびらが閉じられた。

　扉とびらを閉じたのは、腰こしに剣けんを吊つるした騎き士しだった。辺りを見回すと、彼かれの他にも十名ほどの騎き士しが広間の左右に控ひかえている。皆みな、ハールバルズが信用を置いている部下たちだった。

「……ハールバルズ。これはどういうことだ？」

「どういうことだ、だと？　それはこちらの台詞せりふだ」

　怒いかりを滾たぎらせるハールバルズの後方、普ふ段だんはヘイミルの居場所でもある高座に、三人の異国人とエドガーが立っていた。そして──。

「待っていたぞ、叔父おじ上」

「……アスラウグ」

　彼かれらを従えて中央の玉ぎよく座ざに座しているのは、ヘイミルの姪めいでありサルデス王国の女王。

　アスラウグ・ヴォルスンガ。

　そのときヘイミルはすべてを悟さとり、同時に、一つの単純な事実を思い出いた。




　────謁えつ見けんの間は、裁判にも使われる。
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「前に出よ、叔父おじ上。貴方あなたには聞かなければならぬことがある」

　張はり詰つめた空気の中、アスラウグの冷たい声が謁えつ見けんの間に響ひびいた。

　彼かの女じよの叔父おじは、黙だまって騎き士しに囲まれた道を歩き出した。

　隻せき腕わんの老騎き士しの横を通り過ぎ、背筋を伸のばして堂々と歩くその姿は、これから罪を糾きゆう弾だんされる者のそれには見えなかった。

　やがて高座の前で立ち止まったヘイミルは、しかし跪ひざまずくことなく、むしろ挑いどむように女王を睨にらみ上げた。

　静かで厳おごそかな叔父おじの視線がアスラウグを刺さす。彼かの女じよは負けじと睨にらみ返した。

「叔父おじ上……なぜ呼ばれたかはわかっておるな？」

　ヘイミルは、彼かの女じよの右側に立つエドガーを見やり、小さな溜ため息いきを吐ついた。

「槍やりの腕うでより、口の堅かたさを買っていたのだがな。使える男と思い生かしておいたのが間ま違ちがいだったか」

「……」

　エドガーは無言のまま目を逸そらした。

　アスラウグは手を固く握にぎり締しめ、震ふるえる声で言った。

「やはり本当なのだな……叔父おじ上が先代女王の暗殺を企てたというのは」

　それが、数日前にエドガーの口から明かされた真実だった。

　七年前のあの日、吹雪ふぶきの中で彼かれを襲おそったのは、同じ先せん遣けん隊の騎き士したちだった。あの隊に組み入れられた者の多くは、ヘイミルから女王暗殺の命令を受けた裏切り者だったのだ。

　彼かれらは女王と他の騎き士したちを殺害した後、王都へ帰って『ペルガモン王国の軍に襲おそわれた』と報告をする予定だった。しかし、直後に大きな雪崩なだれに巻まき込こまれたことで、暗殺に関わっていなかったエドガー一人が生き残る結果となってしまった。

　そうとも知らず、王都へ帰ってきたエドガーは、ベッドで目を覚ましたとき、傍そばにいた宰さい相しように雪山での出来事を話してしまった。そのときエドガーは、ヘイミルに計画に加担するよう求められ、孤こ児じ院への援えん助じよを条件にそれを受けたという。そして、彼かれは謁えつ見けんの間でアスラウグたちに虚きよ偽ぎの報告をした。あらかじめ用意された偽ぎ造ぞうの剣けんを手にして……。

　真実を聞かされたアスラウグは、ヘイミルから直接話を聞きたいと言い出した。

　だが、もしもエドガーの話が事実なら、民たみに大きな衝しよう撃げきを与あたえることになる。アスラウグ自身も公衆の面前で叔父おじを糾きゆう弾だんするような真似まねはしたくなかった。

　まずは秘密裏りに話を聞き出すことにしたアスラウグたちが頼たよったのが、ハールバルズ・ウォーデン騎き士し団長だ。

　彼かれはヘイミルから何も知らされていなかった。先代女王に忠誠を誓ちかい、ただ純じゆん粋すいに仇かたきを取るために今回の戦いくさに臨のぞもうとしていたのだ。

　アスラウグの口から話を聞いたハールバルズは、信じられないと驚きよう愕がくしながらも、信しん頼らいできる部下を集め、この場にヘイミルを誘おびき出だす役を買って出てくれた。ハールバルズも真実を知りたかったのだ。

「なぜだ、叔父おじ上……なぜ母上を殺した！」

　糾きゆう弾だんするアスラウグに、ヘイミルは静かに告げた。

「サルデス王国のためだ」

「……何？」

「《炎と氷の島アルビオン》の歴史は、サルデスとペルガモンの争いの歴史だ。かつて姉上も言った通り、我らは争い合い、憎にくしみに憎にくしみを重ねてきた。だが……それを過去のことにするというのは、これまで誇ほこりを賭かけて戦ってきた先人たちすべてを侮ぶ辱じよくする行こう為いだ。和わ睦ぼく？　同盟？　断じて許されることではない！」

　ヘイミルは厳然とした態度で言い放った。

「《炎と氷の島アルビオン》の土地の半分は、もともと我らサルデスのものだった。だが、ペルガモンの蛮ばん族ぞくが土地を奪うばい、我らの先祖を《白雪の山脈スノーホワイツ》のこちらへと追いやったのだ。その結果、我らに残されたのは、一年の長くを氷雪に覆おおわれる死の土地だ。作物は満足に育たず、飢うえに苦しむ民たみが多いことはお前も知っているだろう。ならば、国を豊かにするために、我らがすべきことは何だ？」

　ヘイミルは自らの正当性を主張するように、朗々とした声を響ひびかせた。

「侵しん略りやくだ、アスラウグ！　蛮ばん族ぞくどもから領土を取り返し、我わが物とする！　それ以外に、サルデス王国を繁はん栄えいさせる道はない！　それこそが我らが果たさなければならない使命だ！」

「……使命？　使命だと？　その使命とやらに、命を賭かけるのは誰だれだ!?　民だ！　民が命を賭かけるのだ！　そして、また多くの命が失われる！」

　玉ぎよく座ざから立ち上がったアスラウグが、怒いかりを露あらわに叫さけんだ。

「叔父おじ上……いや、ヘイミル！　おぬしの言う『国』には民たみがいない。過去と誇ほこりにばかり囚とらわれて、守るべきものを見失ったおぬしの行こう為いこそ断じて許されん！」

「何とでも言いたまえ。私は私の使命を果たすまでだ」

　そのとき、謁えつ見けんの間の扉とびらを蹴け破やぶって、数十人にも及およぶ騎き士したちが乗のり込こんできた。

「何……!?」

　ハールバルズや彼かれの部下たちが、剣けんの柄つかに手をかけて後ずさった。乱入してきた騎き士したちがヘイミルを庇かばうように立ちはだかり、剣けんや槍やりを彼かれらに向ける。

　騎き士しに守られたヘイミルが、勝かち誇ほこったような笑えみを浮うかべた。

「愚おろかだな、私が何の手も打たないと思ったか？」

「貴様、いつのまに……！」

　歯は嚙がみするハールバルズにヘイミルが言った。

「評議員たちは私の賛同者でね。さきほど部屋を出る前に目配せをしておいた。それとハールバルズ、君は知らなかっただろうが、騎き士したちの中には私に忠誠を誓ちかう者も少なくない」

「ふん……金で買う忠誠心にどれほどの価値がある」

「試ためしてみるか？」

　ヘイミルが右手を上げ、ハールバルズが左手で剣けんを抜ぬいた。宰さい相しようと騎き士し団長は各おの々おのの騎き士したちに同時に命じた。

「アスラウグを捕とらえろ！」

「陛へい下かをお守りしろ！」

　謁えつ見けんの間で乱戦が始まった。数の上ではアスラウグたちの方が圧あつ倒とう的てきに不利だ。高座まで下がってきたハールバルズが、四人に声をかけた。

「陛へい下か、ここは我らが道を開きます。城からお逃にげになってください」

「しかし、それではおぬしたちが……！」

「何、ご心配には及およびませぬ。年を取り片かた腕うでを失おうとも、このハールバルズ、伊達だてに長く騎き士し団長を務めてはおりません。部下たちも精せい鋭えい揃ぞろいゆえ、若造どもに遅おくれは取りませぬ。しかし、アスラウグ様……ご立派になられましたな」

「ハールバルズ……」

　隻せき腕わんの騎き士し団長は頷うなずくと、ラファエルに目を向けた。

「ラファエル・ルーサー！　貴様、儂わしの言葉を覚えておろうな？」

「万が一、アスラウグの身に何かあれば、冥めい界かいまで追いかけて八やつ裂ざきにするんだろ？」

「そうだ。甚はなはだ不本意だが、ここは陛へい下かの近この衛え騎き士しである貴様に任せよう。エドガー、お前も陛へい下かについてお守りしろ」

「団長……しかし、私は……」

「しっかりせんか。誰だれがなんと言おうと、お前はサルデス一の騎き士しだ。お前以外に、この大役を任せられる者はおらん。いいな？」

「……はっ」

「さぁ、行けぃ！」

　ハールバルズが猛もう然ぜんと騎き士したちに突とつ進しんした。大おお振ぶりの剣けんでヘイミルを守る騎き士したちを打うち払はらう。

「行くぞ、アスラウグ！　女王であるお前がここにいたら、こいつらも逃にげられねえんだ！」

　繰くり広ひろげられる乱戦の中、ラファエルたちはアスラウグを連れて走り出した。仲間の騎き士したちに守られながら、広間の入り口を目指す。

　そのとき、横合いから斬きりかかってきた騎き士しの剣けんを、セルシアが愛剣で受け止めた。

「セルシア！」

「先に行ってください！」

　立ち止まったラファエルたちに、セルシアが背を向けたまま叫さけんだ。

「私もここに残ります！」

「何を言ってやがる!?」

「彼かれらだけを残してはいけません！」

　凜りんと告げて、彼かの女じよは再び斬きりかかってきた騎き士しと剣けんを交まじえた。修道服を来た彼かの女じよの剣けん才さいに、騎き士したちが面食らっている。

「さぁ、早く。私は大だい丈じよう夫ぶですから」

　彼かの女じよの背中にラファエルが声をかけた。

「……死ぬなよ」

「ええ」

　アスラウグは、ラファエルとイブ、そしてエドガーに守られて謁えつ見けんの間を後にした。
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　ラファエルたちは長い地下通路を歩いていた。以前にも使ったことがある王族のための脱だつ出しゆつ路だ。

　イブを背負って松明たいまつに照らされた通路を走りながら、ラファエルは城に残してきたセルシアのことを想おもった。

　彼かの女じよが残ったのは、ハールバルズたちを見捨てられなかったからだ。おそらく、女王を守るために戦う騎き士したちに、かつて同どう僚りようだった仲間たちの姿を重ねたのだろう。

　背におぶったイブが言った。

「セルシア、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「……心配するな。あいつなら上手うまくやるさ」

　セルシアの剣けんの腕うでは本物だ。

　以前にペンドラゴン大聖堂の地下で騎き士し団を相手にしたときも一歩も引かなかった。女王であるアスラウグを逃にがすことに成功すれば、ハールバルズたちと共に、あの場を退たい却きやくするだろう。

　問題は、城内にヘイミルの手下がどれだけいるかだ。

「ま、待ってくれ……」

　アスラウグが息を切らして立ち止まった。

　殿しんがりを務めるエドガーも足を止めた。こちらはさすがというべきか、息一つ乱していない。

「お急ぎを、陛へい下か。追手がかかっているかもしれません」

「そ、そんなことを言われても、だな……」

　肩かたで息をするアスラウグ。日ひ頃ごろ運動していない彼かの女じよには走って逃にげ続けるだけの体力がない。

　エドガーが、ちらりとラファエルとイブを見た。

　意を決したようにアスラウグの前に出ると、彼かれは背中を見せたまま片かた膝ひざを突いた。

「どうぞ」

「……どうぞ？」

「私がおぶります」

　どうやらラファエルがイブをおぶっているように、彼かれもアスラウグを背負うつもりらしい。

　アスラウグが顔を赤くした。

「わ、妾わらわはもう十七だぞ！」

「陛へい下かぐらいの重さであれば問題ありません」

「体重のことを言っているのではないっ」

「違ちがうのですか？」

　背負う格好のままでエドガーが首を傾かしげる。

　ますます顔を赤くするアスラウグと眉まゆを顰しかめるエドガー。ラファエルは呆あきれて言った。

「なんでもいいから、早くしてくれねえか？」

　結局、アスラウグが折れてエドガーにおぶさることになった。

　右手に槍やりを持ち、左手で背負ったアスラウグを支えたエドガーは、イブを背負ったラファエルと並んで通路を走っていく。




　脱だつ出しゆつ路を出た四人は、静せい寂じやくに包まれた森の中で一息ついた。

「これからどうする……？」

　エドガーの問いにラファエルは考え込んで言った。

「城がどういう状じよう況きようかわからない以上は、しばらく身を隠かくした方がいい。エドガー、この近くに街や村はあるか？」

「この森を抜ぬけた先に、小さな村がある」

「なら、まずはそこに行ってみるか」

　ラファエルとエドガーが頷うなずき合う。

「ハールバルズたちが無事だとよいのだが……」

　イブの手を握にぎったアスラウグが、通路の暗くら闇やみを見つめて呟つぶやいた。

「城内にヘイミルの手下がいるっていっても、まさか全員ってことはないだろ。ハールバルズたちに手を貸してくれる奴やつは少なくないはずだ。とにかく、今はあいつらを信じるしかない」

「……うむ」

「どっちへ進めばいいんだ？」

「こっちだ」

　エドガーを先頭に一行は雪の森を進んでいく。外がい套とうも羽織らずに飛び出してきたため、冬の寒さが身に沁しみる。

　厳しい寒さの中を歩いて行くうちに、ラファエルは既き視し感かんを覚えた。

　アスラウグと最初に来たときと同じ方向に進んでいる。

「おい、この先には──」

　言いかけたとき、ラファエルたちの前に《冥めい界かいの門》が現れた。

　鈍にび色いろの空の下、巨きよ大だいな漆しつ黒こくの門が厳おごそかに屹きつ立りつしている。門を中心にした一帯だけ木々がまったく生えておらず、降り注ぐ雪も門に積もることなく溶とけていく。

　静かな、しかし異質な光景に、ラファエルはぞっとするものを感じた。

「立ち入り禁止の場所だが、ここを通るのが一番近い」

　エドガーはそう言って、先へ進んでいく。ラファエルたちも仕方なく彼かれに続いた。

　そのときだった。

「──やはり脱だつ出しゆつ路を使っていたか」

　聞き覚えのある低い声。

　背後の森から、馴鹿トナカイに乗った宰さい相しようヘイミルが手下の騎き士しを率ひきいて現れた。

「ヘイミル……！」

「叔父おじ上！」

「陛へい下か、下がってください」

　ラファエルは腰こしの剣けんを抜ぬき、エドガーも槍やりを構えた。

　アスラウグが脱だつ出しゆつ路の存在を知るように、同じ王族であるヘイミルもその存在を知っている。森へ逃にげ込こんだことがバレるのは時間の問題だとは思っていたが、想像よりも追いつかれるのが早かった。

　そして、ヘイミルたちがここにいるということは……。

「……セルシアたちはどうした？」

「生きていると思うかね？」

「てめえ……！」

「アスラウグは生きて捕とらえろ。他の者は殺してよい」

　ヘイミルの命令を合図に、馴鹿トナカイに乗った騎き士したちが我われ先さきにと駆かけ出だした。

「逃にげろ！」

　エドガーが叫さけび、アスラウグたちと共に走り出す。

　しかし、ラファエルはその場から動かず、迫せまり来る騎き士したちを前にして右手を握にぎりしめた。

　相手は足の速い馴鹿トナカイに乗っている。

　走ったところで逃にげ切きれない。

　だとすれば、この状じよう況きようを切きり抜ぬける方法は一つだ。




　────《憤怒サタン》の炎ほのおで焼き殺す。




　不意に、ダグラス・オーランドたちを燃やしたときのことが頭をよぎった。

　燃もえ盛さかる業ごう火かに包まれて、塵ちりと化していく騎き士したちの姿が────。

「っ……」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよが命取りだった。

　馴鹿トナカイに乗った騎き士しが目の前まで迫せまっていた。雪の舞まう中、振ふり上あげられた鉄の刃はが鈍にぶく光る。

「しまっ……」

　そのとき、騎き士しが跨またがる馴鹿トナカイの首を一本の槍やりが刺さし貫つらぬいた。

　馴鹿トナカイはラファエルの横を通り過ぎ、鮮せん血けつを撒まき散ちらしながら崩くずれ落おちた。鞍くらから投げ出された騎き士しが悲鳴を上げて雪上を転がっていく。

「何をしている！」

　エドガーが叫さけんだ。彼かれが槍やりを投とう擲てきしてラファエルの窮きゆう地ちを救ったのだった。

　我に返ったラファエルは、雪を蹴けった。絶命した馴鹿トナカイとすれ違ちがいざま、首に突つき立たっていた槍やりを引ひき抜ぬいていく。

　エドガーは、アスラウグたちを先に行かせてラファエルが追いつくのを待っていた。

「悪わりぃ！」

「いいから走れ」

　血ち塗まみれの槍やりを投なげ渡わたし、ラファエルとエドガーは走った。

　それでも馴鹿トナカイの脚あしから逃のがれることはできず、二人はあっという間に騎き士したちに囲まれてしまった。

　ラファエルとエドガーは背中を合わせ、剣けんと槍やりを構えた。だが、アスラウグとイブとは分断されてしまっている。

「イブ！」

「アスラウグ様！」

　イブとアスラウグは手をつないで逃にげていた。地面に積もった雪のせいで、思うように足を動かすことができない。

「わっ……！」

　雪に足を取られて、イブが倒たおれた。アスラウグが慌あわてて彼かの女じよを助け起こす。

「大だい丈じよう夫ぶか、イブ？」

「うん……」

　いち早く彼かの女じよたちに追いついた騎き士しが馴鹿トナカイの足を止めた。

「もう逃にげられませぬぞ、女王陛へい下か」

　意い気き揚よう々ようと告げた騎き士しの頭上に、そのとき、薄うすい影かげが下りた。

　不ふ審しんに思って顔を上げた騎き士しが目にしたのは、雪と共に降ってくる銀ぎん髪ぱつの男。

「──え？」




　次の瞬しゆん間かん、騎き士しは馴鹿トナカイもろとも斬ざん殺さつされた。




　舞まい散ちる雪が赤く染まる。

　銀ぎん髪ぱつの男が地面に降り立ったとき、それを現実の光景だと思えるものはいなかった。

　ラファエルは空を見上げた。

　灰色の雲を背に、漆しつ黒こくの翼つばさを羽ばたかせる黒衣の男の姿がある。

「クルセウス……アザゼル……！」

　なぜ彼かれらがここに居合わせたのかはわからない。だが、その目的は明らかだった。

　クルセウスの左ひだり腕うでは、ペルガモン城でラファエルが燃やしたため失われている。残された右みぎ腕うでで剣けんを執とる彼かれは、アスラウグとイブに向き直った。

　アスラウグとイブは、悲鳴を上げることもできず、その恐おそろしさに後ずさった。

　そして、彼かの女じよたちの背後には《冥めい界かいの門》がある。

「────駄だ目めだ！　下がるな、アスラウグ！」

　ラファエルの声も虚むなしく、アスラウグの背中が《冥めい界かいの門》に触ふれた。

　その瞬しゆん間かん、大地が揺ゆれ始めた。森の木々に積もっていた雪が、土ど砂しやのように崩くずれ落おちていく。

「ぁ……ぁああああああああ！」

　アスラウグが悲鳴を上げて、右手を押おさえた。

　手て袋ぶくろの下で聖せい痕こんが眩まばゆい光を放っている。大地の揺ゆれは、収まるどころかますます強まっていった。

「逃にげろっ！」

　ラファエルが叫さけんだときには、すでに手て遅おくれだった。

　冥めい界かいへの扉とびらが開かれる。

　扉とびらの向こう側から溢あふれだした深い闇やみが、周囲にいる人間たちを一人残らず飲のみ込こんだ。
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　闇やみの中、初めに生まれたのは光であった。

　光が闇やみを払はらい、世界に色と形を与あたえていく。

　そうしてラファエルたちの前に広がったのは、氷の洞どう窟くつと呼ぶべき光景だった。

　森の木々や、鈍にび色いろの空は失われ、氷の壁かべが四方を覆おおっている。地面には雪が積もり、高い天てん井じようには氷柱つららが剣けんの山のように垂れ下がっている。不思議なことに氷柱の一本一本が仄ほのかに青く輝かがやき、洞どう窟くつ内の灯あかりとなっていた。

「なんだ、ここは……!?」

　ラファエルの背後で、エドガーが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　さきほどまでいた森とはまるで異なる風景。しかし、ラファエルにとっては初めてのことではなかった。ここがどこなのか、彼かれは知っている。

「《大罪遺い跡せき》……！」

　大天使ミカエルが神殺しの悪あく魔まを封ふう印いんしたとされる冥めい界かいの遺い跡せき。

「おい、俺おれの馴鹿トナカイはどこだ！」

　ヘイミルや騎き士したちが動どう揺ようの声を上げた。跨またがっていたはずの馴鹿トナカイがどこにもいない。騎き士したちは辺りを見回して狼狽うろたえるばかりだった。

　扉とびらを開けさせた張本人であるクルセウスは、様変わりした光景を愉ゆ快かいげに眺ながめている。彼かれの傍そばにはアスラウグとイブがいた。

「クルセウス！」

　その声が届いたのか、クルセウスが蒼あおい瞳ひとみをラファエルに向ける。

　しかし、一いち瞥べつをくれると彼かれは踵きびすを返かえし、何も言わずに歩き出した。

　彼かれが向かう先には、氷の柱が立ち並ぶ建造物──神しん殿でんが聳そびえている。迷いのないクルセウスの足取りは、そこに何があるのかを知っているかのようだ。

「っ……待ちやがれ！」

「陛へい下か！」

　ラファエルとエドガーは動どう揺ようしている騎き士したちの隙すきを突つき、彼かれらの包囲から抜ぬけ出だした。

　そのときだ。イブとアスラウグの背後で、雪の地面がぼこりと音を立てて盛り上がった。

「──え？」

　二人が振ふり返かえったその瞬しゆん間かん、雪が弾はじけ飛び、白い体毛に覆おおわれた巨きよ人じんが地面の下から這はい出でてきた。

　大きな背を丸め、二本足で立つ姿は猿さるのようだが、その体長は五メートルほどもある。醜しゆう悪あくに歪ゆがんだ顔面には、黒々とした眼めと大きな鼻び孔こう、不ふ揃ぞろいな牙きばを備えている。全身の筋肉は太く膨ふくれ上あがり、特に両りよう腕うでが異様なまでに発達していた。

　白い巨きよ人じんは黒々とした眼めで、すぐ傍そばにいる獲え物ものを見下ろした。

「ぁ……」

　獣けものを呆ぼう然ぜんと見上げたまま、彼かの女じよたちは一歩後ずさる。走って逃にげたくとも、足が竦すくんで動けなかった。

　巨きよ人じんがゆっくりと右みぎ腕うでを振ふり上あげる。

　間かん一いつ髪ぱつ、ラファエルとエドガーが二人に飛びついた。

　次の瞬しゆん間かん、彼かの女じよたちが立っていた場所に巨きよ人じんの拳こぶしが振ふり下ろされる。

　まるで小さな星が落ちたかのように地面が爆はぜ、雪ゆき煙けむりが舞まい上あがった。四人が吹ふき飛とばされて地面を転がっていく。

「ぐっ……大だい丈じよう夫ぶか、イブ」

「うん」

　エドガーとアスラウグも無傷のようだった。

　ラファエルたちが身を起こしたとき、巨きよ人じんは獲え物ものを叩たたき潰つぶしたと勘かん違ちがいしたのか、自分が殴なぐりつけた雪の跡あとを掘ほり漁あさっていた。

　イブが口を開けたまま獣けものを指差した。

「おっきぃ～……。ねぇ、ラファエル。何、あれ？」

「俺おれが知りてえよ」

「トロール……」

　ぼそりと呟つぶやいたのはエドガーだった。

「とろーる？」

「サルデスの伝承にある巨きよ人じんの化け物だ。雪の中で眠ねむり、そこを訪おとずれた人間を襲おそって喰くらうと言われている。しかし……」

　エドガーの言葉をアスラウグが継ついだ。

「まさか、実在するとは思っていなかったぞ……」

　雪を漁あさっていた巨きよ人じん──トロールが四人に気がついた。

　トロールは牙きばを剝むき出だしに怒いかりを露あらわにし、大きく口を開けた。

「ヴォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　野太い咆ほう哮こうが氷の洞どう窟くつに反はん響きようする。

　すると、ぼこり──ぼこり──ぼこりと、洞どう窟くつの至る所で雪の地面が盛り上がり、そこから巨きよ人じんたちが這はい出でてきた。

　トロールの咆ほう哮こうが聞こえなくなったとき、次に響ひびいたのは騎き士したちの絶ぜつ叫きようだった。
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　地面から這はい出でてきたトロールの群れは、遺い跡せきの侵しん入にゆう者たちを襲おそい始めた。

「う……うわあああああああああああ!!」

　悲鳴を上げながらも騎き士したちは応戦するが、トロールと人間との間には歴然とした力の差があった。

　トロールが腕うでを振ふるう度たび、騎き士したちは吹ふき飛とばされて宙を舞まった。

　逃にげようとした騎き士しが、背中から鷲わし摑づかみにされ、首から上を牙きばで喰くいちぎられた。ぐちゃりぐちゃりと咀そ嚼しやくされ、醜しゆう悪あくな口から滴したたり落おちた血が、雪の上にへたり込こむ仲間の騎き士しの頭に降りかかる。

　咆ほう哮こうと悲鳴、血と血が混ざり合う光景は、まさしく地じ獄ごくのものであった。

「馬ば鹿かな……こんなことが……！」

　ヘイミル・ヴォルスンガの顔にも、さすがに焦あせりの色が浮うかんでいた。

　ヘイミルは、トロールたちの手を逃のがれながら氷の神しん殿でんに向かって走り出した。この洞どう窟くつで身を隠かくせそうな場所は他にない。

「お待ち下さい、ヘイミル様！」

　それを見た護ご衛えいの騎き士したちが彼かれに続く。彼かれらはトロールに襲おそわれている他の仲間を置き去りにして神しん殿でんに逃にげていった。

「ヴォォォォオオオオオ！」

　その頃ころ、騎き士し団と同様に、ラファエルたちも窮きゆう地ちに陥おちいっていた。さきほどのトロールがその巨きよ体たいを揺ゆすりながら近づいてくる。

　エドガーが槍やりを構えて、トロールと対たい峙じした。彼かれの槍そう術じゆつがいくら卓たく越えつしているとはいえ、それはあくまで人間を相手にしたときの話だ。トロールに太刀たち打うちできるとは思えない。

　トロールの腕うでが振ふり上あげられ、岩石のような拳こぶしがラファエルたちに影かげを落とした。アスラウグが死を覚かく悟ごして目を瞑つぶった。

　もはや迷っている暇ひまはない。

「エドガー、伏ふせろ！」

　ラファエルの声に反応し、エドガーが頭を低くした。ラファエルは悪あく魔まの名を呼ぶ。

「────《憤怒サタン》！」

　正面にかざした手から炎ほのおが放たれ、トロールの顔面に灼しやく熱ねつを浴びせかけた。

「ヴウォオオオオオオオ!?」

　頭部を炎ほのおに包まれたトロールが、拳げん骨こつを振ふり上あげたまま尻しりもちをついた。

　炎ほのおは頭から全身へと燃え移り、巨きよ人じんは瞬またたく間まに火だるまになった。火を消そうと雪の上で必死に身み悶もだえるが、《憤怒サタン》の炎ほのおは消えることなくトロールの巨きよ体たいを焼き続ける。

「これは妾わらわを助けたときの……」

　ラファエルは氷ひよう窟くつ内ないに視線を巡めぐらせた。

　残るトロールは八体。右手の炎ほのおを勢いよく燃え上がらせる。

「ッ……焼やき尽つくせ、《憤怒サタン》!!」

　願いに応こたえるように、灼しやく熱ねつの炎ほのおが氷ひよう窟くつの中を駆かけ抜ぬけた。

　竜りゆうの炎ほのおが雪の巨きよ人じんたちを飲のみ込こんでいく。燃え上がったトロールたちは、先の一体と同じように断だん末まつ魔まを上げて次々と雪の上に崩くずれ落おちていった。

　氷の洞どう窟くつに、トロールを燃やす九つの炎ほのおが揺ゆれる。

　ありえない奇き跡せきを目まの当あたりした騎き士したちが、信じられないものを見るように炎ほのおとラファエルに視線を注いでいた。

「はぁっ……はあ……！」

「ラファエル？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　激しい苦痛のために左目を押おさえるラファエルを、イブが心配そうに見上げる。ラファエルは笑え顔がおをつくり、イブの頭をくしゃくしゃと撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。そんな顔するんじゃねえよ」

「うん……」

「ラファエル、ここはどこだ？」エドガーが言った「それに今の炎ほのお……お前はいったい……」

「詳くわしい話は後だ。さっさとクルセウスを追わねえと……」

　ラファエルは踵きびすを返かえした。クルセウスやヘイミルはすでに神しん殿でんの中に入っている。すぐに後を追わなければならない。

「待ってくれ、ラファエル」

　呼び止めたのはアスラウグだ。

「おぬしはここから帰る方法を知っているのだろう？」

「……ああ、たぶんな」

「なら、彼かれらも連れて行ってはもらえぬだろうか」

　アスラウグが振ふり向むいた先には、ヘイミルに置きざりにされたサルデスの騎き士したちがいた。皆みな、トロールの襲しゆう撃げきを受けて負傷しており、中には仲間の肩かたを借りてようやく立っている者もいる。

「……わかってるのか？　あいつらは俺おれたちを殺そうとしたんだぜ？」

「わかっている……わかっているが……死なせたくないのだ」

　彼かの女じよの決意は固いようだった。

　ここで言い合いをしている時間はない。

「ったく……わかったよ。今の俺おれはあんたの騎き士しだ。それが命令なら従うさ」

「本当か!?　ありがとう、ラファエル！」

　アスラウグは表情を明るくし、洞どう窟くつに響ひびき渡わたる大声で騎き士したちを呼んだ。

　彼かの女じよの声を聞きながら、ラファエルは再び氷の神しん殿でんに目を向ける。

　あの先にクルセウスがいる。

　凍いてつくような寒さの中、ラファエルの胸には復ふく讐しゆうの炎ほのおが静かに燃え上がっていた。
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　ラファエルたちは騎き士し団を引き連れて氷の神しん殿でんに足を踏ふみ入いれた。

　床ゆかや壁かべ、並び立つ柱は氷で出来ている。天てん井じようから伸のびる氷柱の一本一本が夜光虫のように仄ほのかに光り、照明の役割を果たしている。光を浴びてきらきらと輝かがやく氷の神しん殿でんは、まるで宝石でできているかのように美しかった。

「きれー……」

　イブが氷の神しん殿でんを見回して息を漏もらす。

　コツコツと固い足音を立てながら、一行は神しん殿でん内を進んだ。だが、すでにクルセウスやヘイミルたちの姿は見当たらない。

「おい、あれを見てくれ」

　同行することになった騎き士しの一人が神しん殿でんの奥おくを指差した。

　神しん殿でんの壁かべに入り口が開いていた。入り口の先には、奥おくへ続く通路が伸のびている。神しん殿でんの中と同じく、光る氷柱が天てん井じように垂れていた。

「他に道はなさそうだな……クルセウスやヘイミルも、この先へ進んだはずだ。俺おれたちも急ぐぞ」

　凍いてつく空気が漂ただよう通路を一行は進んでいく。

　隣となりを歩くアスラウグが不意に訊きいてきた。

「それで、ラファエル。いったいどうすれば、この妙みような場所から出られるのだ？」

「どこかに剣けんがあるはずだ。そいつを抜ぬけば、元の場所に帰れる。少なくとも前に行った大罪遺い跡せきはそうだった。《冥めい界かいの門》に文字が彫ほられていなかったか？」

「文字？　そういえば、そんなものがあったような……」

「覚えているか？」

「いや……」

「────『我を過ぎれば冥めい界かいの遺い跡せきあり』」

　アスラウグに代わって口を開いたのは、エドガーだった。




『我を過ぎれば冥めい界かいの遺い跡せきあり、

　我を過ぎれば怠たい惰だの氷あり、

　我を過ぎれば聖なる剣けんあり。

　氷のしるしは禁きん忌きの扉とびらを開き、

　巨きよ人じんの沈ちん黙もく、英えい雄ゆうの眠ねむり、楽園の崩ほう壊かい、剣けんに捧ささげよ。

　永遠の物として我よりあとに造られた物はなし。

　しかして我、永遠に立つ。

　汝なんじらこの門をくぐる者、一いつ切さいの望みを棄すてよ』




　淡たん々たんと言い終えると、彼かれはラファエルを見た。

「──こんなところだ」

「どうしてお前が覚えてるんだよ」

「一年前、立ち入り禁止の区画に人が出入りしていないか調査がしたことがある。そのとき、門の碑ひ文ぶんを見た。孤こ児じ院に帰ったときの土産みやげ話になると思って覚えたんだが……それで、どうして碑ひ文ぶんを気にしたんだ？」

「ペルガモンにあった《冥めい界かいの門》にも同じような碑ひ文ぶんがあった。内容は少し違ちがったけどな」

　ペルガモンの門に彫ほられていた碑ひ文ぶんとの大きな違ちがいは、二つ目の文にある。

「《憤怒サタン》の遺い跡せきと同じだとしたら、『巨きよ人じんの沈ちん黙もく』『英えい雄ゆうの眠ねむり』『楽園の崩ほう壊かい』……その三つを聖せい剣けんに捧ささげないと封ふう印いんは解けないはずだ」

「…………どういう意味だ？」

「さぁな」

　そのとき、通路の奥おくから地鳴りのような音が聞こえてきた。後方の騎き士したちが身構え、剣けんの柄つかに手をかける。

　不気味な音は、次し第だいに小さくなって聞こえなくなった。

「なんだ、今の音……？」

　言い終える間もなく、再び音がラファエルたちの身体からだを揺ゆさぶった。

　固かた唾ずを飲んで通路の奥おくに目を凝こらすが、何も見えない。

　周期的に鳴ったその音は、やがてぴたりと聞こえなくなった。

「……止まったな」

　エドガーが冷静に言う。

「何かはわからねえが……ここで足を止めてるわけにもいかねえ。先へ進むぞ」

　一行は再び氷の通路を進んだ。

　しばらくすると、氷の扉とびらが見えてきた。そこにはサルデスの紋もん章しようである《白はく銀ぎんの熊くま》が描えがかれている。

　だが、それ以上にラファエルたちの目を引いたのは、扉とびらの前にできた血だまりだった。

「これは……」

　通路の真ん中で、五人の騎き士しが斬ざん殺さつされていた。ヘイミルと共に一足先に氷の神しん殿でんへ逃にげ込こんだ者たちだ。彼かれらの傷は、いずれも剣けんによるものだった。中には腕うでから先を綺き麗れいに斬きり落とされている者もいる。こんな芸当ができる人間を、ラファエルは一人しか知らなかった。

「……クルセウスだ」

　間ま違ちがいない。

　彼かれらはここでクルセウス・ガブリエルと遭そう遇ぐうし、敗北を喫きつしたのだ。

「────ぅ……」

　そのうめき声は、通路の壁かべ際ぎわから聞こえてきた。血だまりから赤い線が伸のびており、壁かべの方まで伸のびている。

「……叔父おじ上」

　アスラウグが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　ヘイミル・ヴォルスンガが、足から血を流して壁かべにもたれかかっていた。護ご衛えいの騎き士したちが守ったのだろう。彼かれだけはしぶとく生き延びたようだ。

「アスラウグ……」

　ヘイミルは、変わらず冷れい酷こくな目で彼かの女じよを睨にらんだ。アスラウグは胸の前で手を握にぎりしめる。

　ラファエルは腰こしの鞘さやから剣けんを抜ぬき、柄つかをアスラウグに差し出した。

「使え、アスラウグ」

「え？」

「お前の親を殺した奴やつがそこにいるんだ。もういいだろ？　お前の手でトドメを刺させ」

　周りの騎き士したちはざわついたが、誰だれも止めようとはしなかった。

　皆みなの視線が若き女王に向けられる。

　やがて彼かの女じよは、ラファエルの手を取り、剣けんを握にぎる手をそっと下げさせた。

「アスラウグ？」

「妾わらわには必要ない」

　かぶりを振ふった彼かの女じよの表情は、どこか晴れやかだった。

　アスラウグはラファエルに背を向け、壁かべにもたれかかるヘイミルに歩み寄った。

　するりと右手の手て袋ぶくろを外す。そこには、氷の結けつ晶しようを象かたどった聖せい痕こんがあった。

「叔父おじ上、怪け我がを見せてください」

　ヘイミルは、彼かの女じよの手に聖せい痕こんがあることも、怪け我がを癒いやす力があることも知っていたようだった。大人しく足の傷を見せる。

　アスラウグはヘイミルの傷に手を当てた。

「なぜだ、アスラウグ……？　なぜ私を殺さない」

「母上なら、きっとこうする」

　彼かの女じよは怪け我がを癒いやしながら答えた。

「それに、有能な宰さい相しようを失うわけにはいかぬからな。……どうだ。少しは楽になっただろう？」

「……ああ」

　手当てを終え、アスラウグは立ち上がった。

「エドガー、すまぬが、叔父おじ上に肩かたを貸してやってはくれぬか？」

「はっ」

　エドガーは頷うなずき、足を怪け我がしているヘイミルを助け起こした。

　それを見届けるとアスラウグはラファエルの方に振ふり返かえった。

「待たせたな、ラファエル。先を急ごう」

「……本当にいいのか？」

「うむ。これでよい」

　穏おだやかなアスラウグの笑え顔がおが、ラファエルには眩まぶしく感じられた。
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　扉とびらに描えがかれた《白はく銀ぎんの熊くま》の紋もん章しようが、二つに分かれて離はなれていく。

　開かれた扉とびらの先に広がっていたのは、サルデス城の中庭ほども広さがある大空くう洞どうだった。ドーム状の壁かべや天てん井じようはもちろん、地面までも氷結し、一歩足を踏ふみ出だせば、まるで凍こおった湖の上を歩いているかのようである。

　足元の氷面は、天てん井じようから降り注ぐ白い光を浴びて輝かがやいている。

　深しん閑かんとした大空くう洞どうを、ラファエルたちは進んでいく。

　空くう洞どうの中心に氷の台座があり、そこに一振ふりの剣けんが突つき立たてられていた。

　白はく銀ぎんに煌きらめく《ミカエルの聖せい剣けん》である。

「これが……」

　アスラウグやヘイミル、騎き士したちの目が聖せい剣けんに釘くぎ付づけになる。《憤怒サタン》の遺い跡せきにあったものとは異なるが、やはりその剣けんは、人では創れない美しさを備えていた。

　ラファエルはクルセウスを探して周囲を見回したが、姿が見当たらなかった。

　ヘイミルたちと剣けんを交まじえた後、この空くう洞どうに入ったはずだ。どこかに身を隠かくしているのだろうか。

　氷ひよう塊かいが点在している空くう洞どう内には、隠かくれられる場所はそう多くない。

　ただ一箇か所しよ、空くう洞どうの一番奥おくに、ぽっかりと開いた洞ほら穴あながあった。中はよく見えないが、入り口の高さは十メートル以上もある。いったいどこに続いているのだろうか。

　そのとき、その巨きよ大だいな洞ほら穴あなから地鳴りのような音が聞こえてきた。

　グォオオオオオオ……………グォオオオオオオオオ………──。

　空くう洞どう内に轟とどろく音が、ラファエルたちの身体からだをびりびりと痺しびれさせた。

「ぐ……」

「うるさいな……」

　あまりの煩うるささに、皆みなが手で耳を押おさえる。

「うるさいいびき！」

　イブの叫さけんだその言葉に、ラファエルは驚おどろいた。

「お前、なんて言った？」

「い、び、き！　ねぇ、ラファエル。誰だれが寝ねてるの？」

「これが……いびき？」

　ふっと──音が止やんだ。

　ラファエルは気配を感じ、奥おくにある洞ほら穴あなを見た。

　暗くら闇やみの中から、ぬっと現れたのは、全身を真っ白な毛に覆おおわれた一体の巨きよ人じん。しかし、神しん殿でん前に現れたトロールと異なり、三つの頭を持ち、体長は十メートルを越こえていた。

「アスラウグ！　これもトロールなのか……!?」

「し、知らぬ！　あんな化け物は、伝承の中には──」

　三つの頭を持つ巨きよ人じんが、眠ねむたげな目を見開いた。

　眠ねむりを妨さまたげた侵しん入にゆう者たちを視界に納めると、三つの顔が、みるみるうちに怒いかりに染まっていく。

[image: ]

「「「ヴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」」」

　狂くるったような雄お叫たけびは、さきほどまでのいびきの比ではなかった。

　重たい足音を響ひびかせながら、三頭トロールがラファエルたちに向かって駆かけ出だした。

「トロール……巨きよ人じん……────『巨きよ人じんの沈ちん黙もく』？」

　そのときラファエルは、碑ひ文ぶんに記された言葉の意味を理解した。

「まさか、あれを黙だまらせろっていうのかよ……!?」
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「《憤怒サタン》!!」

　氷の地面をひび割れさせながら駆かけてくるトロールに、ラファエルは炎ほのおを放った。出だし惜おしみをしていられる状じよう況きようではない。

　そのとき、トロールが氷面を踏ふみ割り、跳ちよう躍やくした。ラファエルが放った炎ほのおを飛とび越こえる。

「「「ヴォオオオオオオオオオ！」」」

　高く跳とんだ巨きよ人じんは、ラファエルの頭上を飛とび越こえ、後方に着地した。見た目以上に、このトロールは俊しゆん敏びんだ。

「イブ、離はなれてろ！」

　ラファエルは叫さけんだ。このトロールは正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。悪あく魔まの力を持つ自分がやるしかない。

　ラファエルはトロールの正面の顔と対たい峙じした。

　のっそりと背を丸めたトロールが、ラファエルをぎろりと見つめた。牙きばをむき出しにして唸うなっている。

　この距きよ離りだ。

　一度外せば、命はない。

「────来やがれ」

　しかし、そのとき、トロールが標的を変えた。三つある顔のうち、右の顔が別の獲え物ものを見つけたのだ。

　ラファエルを置いて、トロールが走り出した。

　トロールが行く先では、アスラウグとエドガー、ヘイミルの三人が逃にげようとしていた。

「アスラウグ！」

　間に合わない。

　そう思ったとき、周囲の騎き士したちが、一いつ斉せいにトロールに斬きりかかった。

「「「「「我らサルデス熊くま騎き士し団！」」」」

　騎き士したちの怒ど号ごうがこだまする。

「「「「「この命は偉い大だいなる女王のために！」」」」

　小人が巨きよ人じんに群がるが如ごとく、騎き士したちはトロールに襲おそいかかった。トロールはうっとうしげに腕うでを振ふるい、摑つかみかかる騎き士したちを振ふり落おとしていく。

「おぬしら……」

　アスラウグは、奮ふん闘とうする騎き士したちの姿を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　エドガーが、アスラウグとヘイミルを後ろに下げさせ、槍やりでトロールに突つきかかった。

　いくつもの傷を受け、雪のように白い毛が徐じよ々じよに赤くなっていく。

　トロールは苛いら立だたしげに拳こぶしを振ふり上あげた。

「「「ヴォォォォアアアアアアアアアアアアアアア!!」」」

　振ふり下ろした拳こぶしは、氷の地面を深々と抉えぐった。砕くだけ散ちった氷が宙を舞まう中、巨きよ人じんの腕うでにエドガーが飛び乗った。そのまま腕うでを駆かけ上あがっていく。

　三つの頭を飛とび越こえ、エドガーは巨きよ人じんの丸まった背に槍やりを突つき立たてた。トロールは悲鳴を上げて、背中に手を回したが、槍やりまで届かず身み悶もだえている。

「ラファエル！」

　氷面に着地したエドガーが振ふり向むきざまに叫さけんだ。

「ああ！」

　そのときすでに、ラファエルはトロールの足元に潜もぐり込こんでいる。槍やりに気を取られているトロールは、ラファエルの存在に気がついていない。

　これなら──外さない。

　ラファエルはトロールの足に両手を触ふれて叫さけんだ。

「《憤怒サタン》!!」

　両手が燃え上がり、炎ほのおが足元から身体からだ、頭へとトロールのの全身を飲のみ込こんだ。

「「「ヴェェェアアアアアアアアアアアアアアアア!?」」」

　悪あく魔まの言葉を信じるならば、サタンの炎ほのおは天地万ばん物ぶつ、神さえも焼やき尽つくす。

　トロールとて例外ではない。

　三つの頭を持つ巨きよ大だいなトロールは悲鳴を上げながら、よろめき、棲すみ家であろう氷穴へと戻もどろうとしたが、その手前で力ちから尽つきて倒たおれ込こんだ。

　容よう赦しやのない炎ほのおに焼かれ、トロールの身体からだが塵ちりと化していく。

「た、倒たおしたのか……？」

　満身創そう痍いの騎き士したちが顔を見合わせ、歓かん声せいを上げた。
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「ぐっ……!!」

　左目を貫つらぬく激痛に、ラファエルは一いつ瞬しゆん気を失いかけた。

　よろめき倒たおれそうになった彼かれを、エドガーの腕うでが支えた。

「締しまらない奴やつだな」

「うるせえ」

　悪態をつき、どうにか体勢を直したラファエルにイブが抱だきついてきた。

「ラファエル！」

「……ぉっと。イブ、無事か？」

「うん！」

　嬉うれしそうなイブの笑え顔がおを見ると、左目の痛みも忘れることができた。

「そうだ、クルセウスは……！」

　周囲を見回したラファエルは、真っ先に《ミカエルの聖せい剣けん》に目を向け、息を飲んだ。

「──化け物の討とう伐ばつ、ご苦労だった」

　クルセウスではない。

　宰さい相しようヘイミル・ヴォルスンガが、アスラウグを人ひと質じちに取って聖せい剣けんの前に立っていた。

「てめえ……！」

「アスラウグから話は聞いた。七つの大罪……戯ざれ言ごとだとばかり思っていたがな」

　姪めいの首元に短たん剣けんを当て、ヘイミルが言う。

「聖剣けんに捧ささげるべきは『巨きよ人じんの沈ちん黙もく』『英えい雄ゆうの眠ねむり』『楽園の崩ほう壊かい』……。これら三つの言葉はすべて『死』を暗あん喩ゆしたものだ。おそらく『巨きよ人じんの沈ちん黙もく』はトロールの死を、『英えい雄ゆうの眠ねむり』は王族の死を、『楽園の崩ほう壊かい』は神の死を意味している」

「叔父おじ……上……っ！」

　ヘイミルに強く首を締しめられ、アスラウグの顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

「今ここに『巨きよ人じんの沈ちん黙もく』は捧ささげられた。残るは『英えい雄ゆうの眠ねむり』と『楽園の崩ほう壊かい』……」

「よせ、ヘイミル！　てめえ……姉だけじゃ飽あき足たらず、姪めいまで殺す気か！」

　ヘイミルは『英えい雄ゆうの眠ねむり』として、アスラウグの死を捧ささげようとしている。

「おやめください、ヘイミル様！」

　周囲の騎き士したちが、引き止めようと口々に主君に呼びかけた。だが、ヘイミルは聞く耳を持たない。

「姉上を殺してまで選んだ道だ！　今さら引き返すことなどできん！」

　感情を露あらわにヘイミルが叫さけんだ。

　ペルガモン王国の打だ倒とうは、彼かれの使命だ。

　その使命を果たすために、姉を殺し、民たみを騙だまして戦いくさを起こした。

　しかし、結果は惨ざん敗ぱい。すでに二度も大敗を喫きつしている。

　これ以上の敗北は許されない。

　もはやヘイミル・ヴォルスンガは、ペルガモン王国に勝利することでしか、あのとき選び取った道の正しさを示すことはできなかった。

「私は神の力を手に入れる！」

　ヘイミルの叫さけびが大だい氷ひよう窟くつに反はん響きようする。

「その力でペルガモンを……いいや！　七王国すべてを手中に収め、我わが道の正しさを証明してみせよう!!」

　凍こごえるような大だい氷ひよう窟くつに──熱い鮮せん血けつが散った。

「……………ぁ…………」

　ヘイミルの手から短たん剣けんが零こぼれ落おち、虚むなしい音を立てて、足元に転がった。

　彼かれの腹部から、血に塗まみれた剣けんが突つき出でていた。

「な……ぁ……」

　ヘイミルは何が起こったのかもわからず、アスラウグを離はなし、自みずからを刺さし貫つらぬいた剣けんに触ふれようとした。瞬しゆん間かん、剣けんは背後へ引ひき抜ぬかれる。

　傷口から血が溢あふれ、ヘイミルはその場に崩くずれ落おちた。

　彼かれの背後に、赤く濡ぬれた剣けんを手にした銀ぎん髪ぱつの男──クルセウス・ガブリエルが立っていた。

「クルセウス!?」

「叔父おじ上ぇー!!」

　アスラウグが悲鳴を上げ、倒たおれたヘイミルの身体からだを揺ゆさぶった。

「ア…………」

　かろうじて残る息でもって、ヘイミルが掠かすれた声を紡つむぐ。

「あ……ねう、え……私は──」

　亡なき姉ブリュンヒルデに彼かれが何を言おうとしたのかは、ついにわからなかった。瞳ひとみから色が失われ、ヘイミル・ヴォルスンガは息絶えた。

「叔父おじ上？　叔父おじ上！」

「アスラウグ、逃にげろ！」

　ラファエルの叫さけびに、アスラウグは顔を上げる。

　白はく銀ぎんの聖せい剣けんの前に、クルセウスがいる。血を浴びてなお笑えみを浮うかべる彼かれに、アスラウグは得え体たいの知れない恐きよう怖ふを感じた。

　迷いを振ふりきり、アスラウグはその場から駆かけ出だした。

　クルセウスは逃にげる彼かの女じよに気を留とめることなく、剣けんを鞘さやに収めると、その赤く濡ぬれた手で聖せい剣けんの柄つかを握にぎり締しめた。

　そして、彼かれは告げる。

『楽園の崩ほう壊かい』を意味する言葉を。




「────『神は死んだ』」




　白はく銀ぎんの聖せい剣けんが台座から引ひき抜ぬかれた。

　美しい刃はが露あらわになり──次の瞬しゆん間かん、氷ひよう窟くつ内ないを突とつ風ぷうが襲おそった。

「ぐっ……！」

　まるで吹雪ふぶきの中に放ほうり込こまれたかのようだった。

　凍いてつく風が吹ふき荒あれる中、ラファエルは見た。

　小さな氷の粒つぶが風に乗り、剣けんを抜ぬいたクルセウスの背後に集まっていく。風と風の奔ほん流りゆうがぶつかり合う度たび、氷の粒つぶがくっつき、次し第だいに大きな塊かたまりを成していった。氷ひよう塊かいはみるみるうちに巨きよ大だい化し、風がやんだときには、見上げるほどの氷山と化していた。

　ぴしりと、氷山に亀き裂れつが入る。

　小さな亀き裂れつは瞬またたく間まに広がっていき、破は砕さい音と共に砕くだけて割れた。

「ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ……」

　崩くずれ去さる氷山の中から唸うなり声を上げて現れたのは、白はく銀ぎん色の毛に全身を覆おおわれた巨きよ大だいな熊くまであった。

　その巨きよ大だいさはトロールが可愛かわいく見えるほどで、太い爪つめの生えた四し肢しの一本がサルデスの城塔とうに匹ひつ敵てきする。だらしなく開かれた口には鋭するどい牙きばが生はえ揃そろい、中でも上下の顎あごに二本ずつ生えた犬歯は恐おそろしく長大だった。

　大だい氷ひよう窟くつに現れた巨きよ大だいな熊くま。

　ペルガモンの《赤い竜りゆう》に勝まさるとも劣おとらないその化け物は、サルデス王国の象しよう徴ちようである伝説の生物だ。

「……《白はく銀ぎんの熊くま》」

　サルデスの女王アスラウグが呟つぶやいた。

　そのあまりの巨きよ大だいさに、誰だれもが呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。逃にげようという気さえ起きない圧あつ倒とう的てきな存在がそこにある。

　しかし、クルセウスだけは違ちがっていた。

　彼かれは《白はく銀ぎんの熊くま》を見上げ、何かを囁ささやきかけている。

　その涼すずしげな声が、ラファエルの耳に届いた。

「…………僕ぼくの名前はクルセウス…………」

　ぞくりと、ラファエルの背せ筋すじに寒気が走った。

「────クルセウス・フィルヴォルグだ」

「《憤怒サタン》!!」

　ラファエルは半なかば無意識に悪あく魔まの名を呼んでいた。

　灼しやく熱ねつの炎ほのおが右手から放たれる。

　襲おそい来る猛もう火かを前に、《白はく銀ぎんの熊くま》を背にしたクルセウスは、涼すずしげな笑えみを浮うかべて囁ささやいた。




「……《怠惰ベルフエゴール》」




　突とつ如じよ、地面から迫せまり上がった氷の壁かべが、ラファエルの放った炎ほのおを阻はばんだ。

　ラファエルとクルセウス、二人の間で炎ほのおと氷がせめぎ合う。憤ふん怒ぬと怠たい惰だの衝しよう突とつは、白い霧きりとなって大だい氷ひよう窟くつに濛もう々もうと立たち込こめた。

「くそっ……！」

　ラファエルは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　霧きりの中、どろりと溶とけた氷の壁かべの向こう側で、クルセウスが微笑ほほえんでいる。

　そのとき、彼かれの手にあった白はく銀ぎんの聖せい剣けんが、封ふう印いんの役目を終えて砕くだけ散ちった。

　暖あたたかな光が剣けんから溢あふれ、霧きりに包まれた大だい氷ひよう窟くつを包つつみ込こんだ。
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　眩まばゆい光が消えたとき、ラファエルは再び森の中に立っていた。

「ここは……」

　青く輝かがやく大だい氷ひよう窟くつは消きえ失うせて、辺りには木々が立ち並ぶ雪景色が広がっていた。舞まい散ちる雪が、しんしんと地面に降り積もっていく。

　イブ、アスラウグ、エドガー、そして生せい還かんした騎き士したちが、戸と惑まどい混じりに辺りを見回していた。

「戻もどってきたのか……？　ぐっ……ぅ……」

　ラファエルは眼帯を押おさえた。

　左目を苛さいなむ激痛に耐たえながら、銀ぎん髪ぱつの男の姿を探す。

　クルセウスは、五メートルほど先に立っていた。彼かれの背後で《冥めい界かいの門》が塵ちりとなって消えていく。『永遠に立つ』と記しるされた門が消えゆく様は、永遠などありはしないのだと、人々を戒いましめるかのようだった。

「クルセウス……！」

「これで僕ぼくも奇き跡せきを手に入れた」

　そう言って、クルセウスは右手の甲こうを見せた。そこにあったのは、氷を象かたどったかのような聖せい痕こんだ。

「それは……!?」

　ラファエルは背後にいるアスラウグを見た。

　アスラウグは慌あわてて手て袋ぶくろを外し、

「ない……」

　見せた右手の甲こうには、聖せい痕こんがなかった。まるでクルセウスに呪のろいが移ったかのように。

「《冥めい界かいの門》を開ける鍵かぎであり、悪あく魔まを留とどめる器うつわ。それが聖せい痕こんだ」

　頭上から聞こえた声。

　黒衣を纏まとった長身瘦そう軀くの男──アザゼルが、漆しつ黒こくの翼つばさを広げて雪の上に降り立った。

「封ふう印いんが解かれれば、器うつわを持つにふさわしい者──すなわち、封ふう印いんを解いた者に聖せい痕こんは移る」

「アザゼル……！」

「また会ったな、サタンの契けい約やく者」

　暗い眼めがラファエルを睨ねめつける。

「国を越こえて我らを追って来るとは、大した執しゆう念ねん深ぶかさだ」

「てめえ、いったい何者だ？　何のために大罪の封ふう印いんなんてものを解こうとしてやがる」

「それを知ってどうする？　君も私に協力をしてくれるのか？」

「ふざけんじゃねえ！　てめえのせいでダグラスたちは……！」

「ダグラス？　あぁ、あのときの騎き士したちか」

　アザゼルはさして興味もなさそうに言った。

「私は彼かれらに命を与あたえてやったのだ。感謝されこそすれ、非難される覚えはない。非難すべきは、その命を奪うばった者だろう。さて、我らが去った後、騎き士したちは誰だれに殺されたのだ？」

「てめえっ──!!」

「やめておけ。これ以上、サタンの力を使えば正気を保てなくなるぞ」

　悪あく魔まの名を呼ぼうとしたラファエルをアザゼルが諌いさめた。

「っ……！」

「忘れるな、ラファエル・ルーサー。貴様が手にしたのは『神の力』ではなく『悪あく魔まの力』だ。それゆえ奇き跡せきには代だい償しようが求められる。貴様は悪あく魔まに何を差し出した？」




　──貴様の魂たましいを代だい償しように、失われし奇き跡せきを起こしてやろう。




　思い出される契けい約やくの言葉。

　左目の失明も、炎ほのおを生み出すときの激痛も、代だい償しようの一部でしかないということなのか。

「残る大罪の封ふう印いんは五つ……貴様の力を奪うばうのは、すべての封ふう印いんを解いた後だ。もっとも、これ以上、私の邪じや魔まをするというのなら容よう赦しやはしないがな」

　アザゼルは翼つばさを広げた。クルセウスの手を取り、羽ばたいて空へ飛ひ翔しようする。

「クルセウス！　くっ……」

　激痛に左目を焼かれて、ラファエルは雪の地面に膝ひざをついた。

　アザゼルとクルセウスが雪の降る空を飛び去っていく。ラファエルが顔を上げたときには、西の空にその姿が小さな点として見えるだけだった。

「くそっ……!!」

　ラファエルは雪を殴なぐりつけた。

　またしても逃のがした。

　しかし、それ以上に彼かれは、アザゼルの言葉に怯ひるんでしまったことが情けなかった。

　復ふく讐しゆうを果たすためなら、魂たましいなど惜おしくない。

　以前の自分ならそう考えたはずだ。悪あく魔まの力だろうと迷わず使ったはずだ。

　なのに、なぜ今になって──。

「ラファエル！」

　駆かけ寄よってきたイブが泣きそうな顔でラファエルの身体からだをぺたぺたと触さわってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ねぇ、どこか痛いの？」

「……」

「ラファエル？」

　顔を覗のぞき込こんでくる彼かの女じよを見て、ラファエルは気が抜ぬけるのを感じた。

「……お前のせいじゃねえか」

「え？　わっ……」

　イブの頭を乱暴に撫なで回まわして、ラファエルは立ち上がった。

「なんともねえよ。それより、全員無事か？」

　啞あ然ぜんとしていた騎き士したちは、ラファエルの一ひと言ことで我に返り、互たがいに顔を見合わせた。

「ラファエル」

　近寄ってきたのはアスラウグとエドガーだった。二人とも不可解な出来事の連続に首をひねりながらも、ラファエルに礼を言った。

「事情はよくわからぬが、おぬしのおかげであることは間ま違ちがいなさそうだ。ありがとう、ラファエル」

「そう言うなら、報ほう酬しゆうは弾はずんでくれよ」

「うむ。善処しよう」

　アスラウグが苦く笑しようしたとき、森の奥おくから無数の足音が聞こえてきた。

「おい、あれ！」

　騎き士しの一人が声を上げて、音の方向を指差した。

　馴鹿トナカイに乗った騎き士しの一団が、森の木々を縫ぬうように駆かけてくる。先頭にいるのは、隻せき腕わんの騎き士し団長ハールバルズ・ウォーデンだった。

「陛へい下か！　アスラウグ女王陛へい下か！　ご無事でしたか！」

　彼かれが率ひきいる騎き士したちに混じって、セルシアも馴鹿トナカイを駆かって向かってくる。

　彼かの女じよはラファエルとイブの姿を認めると、ぎこちない手た綱づな捌さばきで馴鹿トナカイを止めて、二人の前に降り立った。

「セルシア……お前、無事──」

「ラファエル！」

　感かん極きわまった様子でセルシアがラファエルに抱だきついた。

「よかった、無事だったのですね！」

「お、おい……!?」

「貴方あなたたちが逃にげた後、団長さんたちと一いつ緒しよに謁えつ見けんの間から退ひくことはできたのですが……宰さい相しようたちの後を追いかけるのが遅おくれてしまって……！」

「セルシア、いいから一いつ旦たん離はなれろ！」

「え？」

　きょとんとした彼かの女じよは、そこでようやく自分がラファエルに抱だきついていることを自覚したらしかった。周囲から向けられる視線に気づくと途と端たんに頰ほおを染め、ラファエルから飛とび退のいた。

「す、すみません……無事な姿を見たら安心してしまって」

「いや……」

　気まずそうに目を逸そらす二人を交こう互ごに見て、アスラウグが言った。

「おぬしら、そういう関係だったのか……？」

「違ちげぇよ！」「違ちがいます！」

　ラファエルとセルシアが声を揃そろえて否定する。

　アスラウグが笑って言った。

「ともかく無事で何よりだった。おぬしもご苦労だったな、ハールバルズ」

「はっ」

　騎き士し団長が恭うやうやしく一礼する。

「しかし、陛へい下か。いったい何があったというのです。この場所には《冥めい界かいの門》があったはず。それに、ヘイミル殿どのはどこに？」

　宰さい相しようの姿を探すハールバルズにアスラウグは告げた。

「話せば長くなるが……叔父おじ上は亡なくなられた」

「……そう……でしたか」

　ハールバルズが無念がった。騙だまされていたとはいえ、先代女王亡なき後、宰さい相しようと騎き士し団長として共に協力してきた仲間でもあった。思うところもあるだろう。

「叔父おじ上に手を貸していた者たちも、もはや抵てい抗こうの意志はない。処しよ罰ばつを下さぬわけにはいかないだろうが、少しでも罪を軽くしてやりたいと思う」

　若き女王は白い息を吐はき、告げた。

「ハールバルズ、明日の出しゆつ陣じんは中止にすると皆みなに伝えてくれ。七年前の事件が叔父おじ上の裏切りによるものと明らかになった以上、ペルガモン王国へ報復する理由はなくなった。彼かの国には軍ではなく、謝罪の使者を送らねばならん。そして、叶かなうなら、あらためてペルガモンと同盟を…………ハールバルズ？」

　アスラウグが言葉を止めたのは、ハールバルズをはじめ、この場に駆かけつけてくれた騎き士したちが一様に暗い面おも持もちでいたからだ。彼かれらと共に来たセルシアも、それは同じだった。澄すんだ青い瞳ひとみが、今は悲しげに伏ふせられている。

「……アスラウグ女王陛へい下か。ご報告せねばならないことがあります」

　隻せき腕わんの騎き士し団長は、若き女王の前で膝ひざを突き、告げた。




「────ペルガモン王国が、我わが国くにに宣戦布告をして参りました」










エピローグ




　サルデス城へ急ぎ戻もどったラファエルたちは、争いの痕あとが残る謁えつ見けんの間に集められた。

　玉ぎよく座ざに座すわったアスラウグは、ペルガモン王国から届けられた宣戦布告の文書に目を通し、驚きよう愕がくを露あらわにした。

「なんだ、これは……!?」

「何が書いてあるんだ、アスラウグ？」

　若き女王はラファエルを見て言った。

「ラファエル・ルーサーを差し出せと……そう書かれておる。もし従わなければ、この王都ミッドガルドに攻せめ入いるとな」

「何だと？」

　ラファエルはアスラウグの手から文書を受け取った。

　たしかに、そこにはラファエル・ルーサーの身み柄がらを引ひき渡わたせとの文言があった。文書の最後には、国王アーサー・ペンドラゴン一三世の署名が記されている。

「アーサー王……！」

　ラファエルは、ペルガモン城で目にした瘦やせ細ほそった王を思い出す。

『七つの大罪を解き放った者は、神の力を手に入れる』

　その伝承を信じた王は、自みずからの病を治すためにラファエルを大罪遺い跡せきに差し向けた。

　無事に封ふう印いんは解かれたが、クルセウスの襲しゆう撃げきを受けたことで肝かん心じんのラファエルを逃にがしてしまった。それゆえに、金貨千枚の報ほう奨しよう金を出したのだった。

　ファーヴニルの壁かべと《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえたことで、もう追手はないと思っていたが、どうやらアーサー王の執しゆう着ちやく心しんを甘あまく見みていたらしい。

「どうして俺おれがこの国にいることがバレたんだ？」

　心当たりがあるとすれば、ファーヴニルの壁かべを越こえたときに出会った、いけ好かない騎き士ししかいない。しかし、セルシアは首を横に振ふった。

「トリスタンさんが、一度言ったことを曲げるような方だとは思えません」

「なら、どうやってアーサー王は俺おれの居場所を知ったっていうんだ？」

「……間かん者じやかもしれんな」

　ぽつりと呟つぶやいたのは、アスラウグだった。

「妾わらわたちもペルガモンに間かん者じやを忍しのばせて、あちらの国の状じよう況きようを知ったのだ。同じように、ペルガモン王国がサルデスに間かん者じやを忍しのばせていてもおかしくはない」

《白雪の山脈スノーホワイツ》で三人の異国人が女王の命を救ったという話は、王都の民たみなら知らない者がいないほどに広まっている。近この衛え騎き士しになった後は、なおのことだ。間かん者じやがいたとすれば、サルデスが戦いくさを仕し掛かけようとしているという情報と共に、それらのことを報告した可能性は高い。

「この際、どうやって知ったのかは問題ではない。事実、知られているのだからな」

　アスラウグは謁えつ見けんの間に集めたラファエルたちを見つめ、言った。

「おぬしらは逃にげろ。戦いくさのことは妾わらわたちでどうにかしよう」

「何だって？」

「何を驚おどろいている。よもや、妾わらわがおぬしらを差し出すと思ったわけではあるまいな？」

「だって、わかってるのかよ？　俺おれが来たせいで戦いくさが起こるんだぞ」

「あぁ、そうだな。だが、おぬしらが来ていなければ、やはり戦いくさは起こっていた。《白雪の山脈スノーホワイツ》で、おぬしらに出会えたからこそ、妾わらわたちは過あやまちに気づくことができたのだ。その恩人を売るような真似まねはできん」

「お前……」

「幸い、戦いくさ支じ度たくは済んでいる。叔父おじ上が用意した武器や糧りよう食しよくを、このような形で使うことになろうとはな」

　苦く笑しようして、彼かの女じよは言った。

「おぬしらには感謝している。できれば、これからも妾わらわの友として国に残ってもらいたいが……為なさねばならぬことがあるのだろう？」

「……」

　このままサルデスに残り、彼かの女じよの騎き士しとしてペルガモン王国と戦う道もある。

　女王として生きることを選んだアスラウグのように。

　復ふく讐しゆう者ではなく、騎き士しとして生きることもできるだろう。

　しかし、ラファエルはそれを望まなかった。

「……ああ。俺おれはサルデスには残れない」

　アスラウグは一いつ瞬しゆん悲しそうな目をし、すぐに笑え顔がおで取とり繕つくろった。

「それでよい。おぬしはおぬしの道を行け。セルシアとイブも同じだな」

「……はい」

「うん」

「そうか。心配するな。サルデスは妾わらわたちで守ってみせる」

　ラファエルが頷うなずくと、アスラウグに代わってハールバルズが説明を引ひき継ついだ。

「脱だつ出しゆつ経路は用意した。まずは城内の脱だつ出しゆつ路から森へ出てもらう。出口には食しよく糧りようや馴鹿トナカイを用意しておくから、それらを受け取って、北西にある港町を目指せ」

「港町？」

「貴様らには船で《湖の島ヒベルニア》に逃のがれてもらう」

　ラファエルとセルシアが顔を見合わせた。

《炎と氷の島アルビオン》の西に浮うかぶ《湖の島ヒベルニア》は、セルシアの故郷であるティアテラ王国が統治する島だ。

「サルデスの海は年中流氷だらけだって聞いたぜ？　船なんか出せるのか？」

「それは《白雪の山脈スノーホワイツ》近辺の海だけだ。極ごつ寒かんの海には違ちがいないが、北に寄れば船を出すこともできる」

　ハールバルズが話し終えると、アスラウグが言った。

「おぬしらの案内は、エドガーに頼たのんである。もしよければ、《湖の島ヒベルニア》にも同行させてほしい」

「あいつを？」

「うむ。他でもないエドガーがそれを望んでいるのだ。罪を暴いてくれたおぬしらに恩を返したいとな。妾わらわからも頼たのむ。我が国自慢の騎士だ。きっと役に立つであろう」

　今回のことでアスラウグには大きな借りができる。その彼かの女じよから頼たのまれれば無む下げにはできなかった。

「……わかったよ」

「恩に着る」

「陛へい下か、そろそろ……」

　ハールバルズの忠告に、アスラウグは名残なごり惜おしげに頷うなずいた。

「ラファエル、セルシア、イブ……おぬしらに会えてよかった。落ち着いたら、いずれまたサルデスに来てくれ。それに──まだ報ほう酬しゆうも渡わたしておらぬしな」

　アスラウグは流し目でラファエルを見た。

「報ほう酬しゆう？」

「忘れたのか、ラファエル。『妾わらわをやろう』と、そう言ったであろう？」

　ふふっと、アスラウグがいたずらっぽく笑う。

　ラファエルは絶句し、イブとセルシアはきょとんと首を傾かしげる。俄にわかに騒そう然ぜんとなった騎き士したちが、一いつ斉せいにラファエルを糾きゆう弾だんし始めた。

「違ちがう、誤解だ！」

　ラファエルの慌あわてふためく様に、アスラウグは腹を抱かかえて笑い、

「ではな、三人とも。また会おう！」

　満面の笑えみで再会を約束した。
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　その頃ころ、サルデス王国から西へ飛び立ったアザゼルは、クルセウスを連れて《湖の島ヒベルニア》のとある湖こ畔はんに降り立った。

　森に囲まれた美しい湖が、月光を反射している。木々をそよがせる風のほかには何も聞こえない静かな夜だった。

「────どうして君がここにいる」

　アザゼルが、ぞっとする声こわ音ねを森に向けた。

　すると、木立から音もなく、茶色のローブを身に纏まとった美び貌ぼうの女が現れた。ブロンドの髪かみを後ろで結ゆい上あげた彼かの女じよは、特に感かん慨がいもない様子でアザゼルと対たい峙じした。

「久しいですね。何十年……いえ、何千年ぶりでしょうか。アザゼル」

「私が地上に遣つかわされて以来だろう。六千と六百六年ぶりだ。ウリエル。そうか……あの人間に《憤怒サタン》の封ふう印いんを解かせたのは君だったのか」

「貴方あなたこそ、その人間を使って《怠惰ベルフエゴール》の封ふう印いんを解いたようですね」

　ローブの美女は、アザゼルの背後にいる銀ぎん髪ぱつの人間に視線をやった。

　アザゼルが仄ほの暗ぐらい目で、彼かの女じよを睨にらみつける。

「ウリエル、君が……いいや、彼がいったい何を企たくらんでいるのかは知らないが……『神の力』を手に入れるのは私だ」

「……」

「止められるものなら止めてみたまえ。受肉せずにいる君らにはできない話だろうがな」

　返事はなく、ローブの女はまるで幻まぼろしだったかのように姿を消した。《湖の島ヒベルニア》の湖こ畔はんに、アザゼルとクルセウスだけが残される。

　背に漆しつ黒こくの翼つばさを生やしたアザゼルは、月が浮うかぶ夜空を挑いどむように睨にらみ上げた。

「誰だれにも邪じや魔まはさせない……。待っていてくれ、カタリナ。必ず、君をこの手で────」

　決意を胸に秘ひめるアザゼルの背中を、クルセウスが氷のように冷たい瞳ひとみで見つめていた。










あとがき




『セブンサーガⅡ　～七つの大罪　氷の王国は怠たい惰だに眠ねむる～』、お楽しみいただけたでしょうか。

　序章となる一巻は『炎ほのおの王国』ペルガモンの王都を中心とした物語でしたが、旅の始まりとなる今巻はペルガモン最北の城じよう壁へき都市から始まり、万年雪の積もる《白雪の山脈スノーホワイツ》を越こえ、『氷の王国』サルデスへと至る──《炎と氷の島アルビオン》を股またに掛かけた冒ぼう険けんになりました。二つの国の過去にも少し触ふれるので、一巻よりもスケールの大きい物語になっていると思います。

　ラファエル、イブ、セルシアといった面々はもちろん、新キャラも多く登場します。中でもメインになるのは《白雪の山脈スノーホワイツ》で出会うアスラウグです。出会った当初、ある意味で『囚とらわれのお姫ひめ様さま』であった彼かの女じよが、ラファエルたちと出会ってどのように変わっていくのか……そんなところも楽しんでいただけたら幸いです。

　さて、いくつかの出会いと別れを経て、ラファエルたちはセルシアの故郷である《湖の島ヒベルニア》へ向かうのですが……実は、二巻の原げん稿こうを書き上げた後に、三巻を出せないかもしれないことがわかりました。大人の事情、と言えばいいのでしょうか。構想からして長くなる物語だったので、途と中ちゆうで打ち切りになることは覚かく悟ごしていましたが、キリの良よいところで終われなかったのは私の力不足によるものです。この場を借りて、楽しみにしてくださっている方々にお詫わびいたします。

　次にお目にかかるのは『セブンサーガ』ではないかもしれませんが、いずれにしても、皆みな様さまに楽しんでいただけるものをお届けしたいと思います。

　最後に、お世話になった方々に謝辞を。担当編集の黒くろ崎さき泰やす隆たか様、イラストレーターのまじろ様と安あ彦びこ英えい二じ様、応おう援えんしてくれた友人たち、そして、この本を手に取っていただいた読者の皆みな様さまに、心よりお礼申し上げます。

　それでは、またお会いしましょう。

　以上。和泉いずみ弐に式しきでした。




追つい伸しん

　２０１６年２月発売の電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE Vol.48に、『セブンサーガ』の短編『迷える羊に救済を』を掲けい載さいさせていただきました。１巻の前ぜん日じつ譚たんで、冒ぼう険けん者しやギルドの依い頼らいをきっかけにラファエルがちょっとした事件に巻まき込こまれる話です。ご興味がありましたら、手に取ってみてください。
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和泉いずみ弐に式しき

２月22日生まれの神奈川育ち。

電撃文庫『ＶＳ!!』（全３巻）でデビュー。

ここしばらくＰＳ４を買うかどうかで悩んでいる。
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イラスト／まじろ

家にコザクラインコがきました。鳴いてる動画を撮って、再生してたら、動画に反応して鳴き返してきました。さらにそれを動画にしたら、無限に鳴き続ける動画に……！




イラスト／安あ彦びこ英えい二じ

花粉症が年々ひどくなり、頭ごと洗濯機で丸洗いできたら、さぞすっきりするだろうなど考えております。では、そんなこんなで、セブンサーガ第二巻よろしくおねがいします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「和泉弐式先生」係

「まじろ先生」係

「安彦英二先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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セブンサーガⅡ




～七ななつの大たい罪ざい　氷こおりの王おう国こくは怠たい惰だに眠ねむる～








和泉いずみ弐に式しき
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Seven devils killed god.
They control seven deadly sins;pride,wrath,
envy, sloth,greed,gluttony,and lust.






